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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　プロローグ







　こんな日に限って空は白く冴さえ渡わたっていた。

　背中を預けている地面は荒あら々あらしくて、痛い。空の清すが々すがしさに反して鼻を抜ぬける空気は粉っぽくて鉄臭くさかった。

　舌を這はう液体は粘ねばついて重い。自分の味を確かく認にんさせられて気が遠くなる。

「おーい……」

　指先の感かん触しよくに呼びかける。

「にい、ちゃん？」

　声が返ってきた。

「よかった。ぶじか？」

　弱々しい声が聞こえてきて、遠ざかろうとしていたものが止まる。

「なんとか、ね。足痛いてぇ……」

「うわ、やばいな」

　自分の言葉に現実感がなかった。

　意識は中ちゆう途と半はん端ぱな場所でとどまり、現実も同じくらいの距きよ離りにあった。白けた空の無む駄だに眩まぶしい太陽光が目に突つき刺ささる。地面を揺ゆらす震しん動どうが背中を何度も押してくる。それがだんだんと強くなっている。

　そんな状じよう況きようだから「ああ、もうこれは、終わるんだな」と、そんな諦てい観かんが意識と肉体の距離を埋うめていくのを止められない。

　だけど、気になることが一つある。

「リーシャ、どこにいるか、知らないか？」

「いや……」

　弟の返答が、少しだけ諦あきらめの足を遅おそくした。

「この近くにいるはず」

「でも、足が痛くて動けないって、兄ちゃん」

　弟の声もぼんやりとしていて現実感がない。こちらの意識が怪あやしいからか、それとも弟の肉体が本当に現実から去ろうとしているからか？

「わかってる。僕だって動けないよ」

　危機感が意識と肉体の間にある切れかけの糸をなんとか繫つなげている。なんとかしないと、そんなことを、少しだけ考えられた。

　考えられた。

　だけど、その先は……？

　体中が痛い。だけど、動けないほど痛くもない。

　だけど動けない。

「こいつら、どうにかしないと」

　底が抜けたような白い空を眺ながめていられても、体は縛しばられている。

　周りには瓦が礫れきが積み上げられている。とても危あやういバランスで、自分たちを囲むこの空間はできあがっている。起き上がることさえできやしない。

　震動はどんどん強くなっていて、瓦礫を揺らす。いつバランスを崩くずして潰つぶしにかかってくるか、わかったものではない。

「……機き士し、逃にげたのかな？」

　弟がそんなことを言う。

「さあ？　でも、逃げてなかったら死んでるんだろうな」

「たまんないね」

「たまんないな」

　木霊こだまのように言葉を投げ合う。いつもの双ふた子ごのやりとりだ。

　だけど、弟の声には痛みを堪こらえる響ひびきがこもっていて、それがいつもと違ちがった。

　それはそうだ。

　こんな状況が、日常であるはずがない。

　だからつまり、双子だっていつものように木霊を返し合うだけではいられない。

　当たり前の話。

　そうなのだけれど。

「……たぶん、父さんも母さんもだめだろうね」

「無事に逃げてて欲ほしいけどな」

「そうかな？」

「そうだろ？」

「そうかな？」

　疑問を繰くり返す弟の声は擦かすれている。きっと負傷した足がとんでもなく痛いのだろう。

　自分にはない痛みに、なにかがずれた気になる。

「痛いか？」

「痛いよ、そりゃ」

「そうか」

「変な感じだ」

「うん？」

「僕たち、だいたい同じだったのに」

「双子だもんな」

　それなのに、いまは感じているものが違う。

　ずれている。そんな気がしてなんでか寂さびしかった。

「ああ、もう、痛いなぁ」

「もう少ししたら、きっと助けが来るさ」

「なにが？　機士が？　逃げたか死んだかしてるから、こんなんなってるんじゃん」

「新しい機士が来るさ」

「無理だよ。機士が死んだらその戦場がどうなるか、兄ちゃんも知ってるだろう？」

「知ってるさ。だけど、みんながだめだったわけじゃないだろ？　うちの学校にだって避ひ難なんしてきたってのがいたじゃないか」

「そうだけど、こんな状況で？」

「希望を捨てたらおしまいだ」

　さっきまでの諦観が去って行くのがわかる。絶望的な状況に苛いら立だつ弟の言葉がそうさせたのか、それともリーシャがいないからなのか。

　ずれていく木霊が兄の頭の中を搔かき回して、わけがわからなくさせていく。

「リーシャを捜さがさないと……」

「動いたら危ないって」

「わかってるけど、このままだと助けも呼べないし、リーシャも……」

「リーシャだってもうだめだよ。父さんや母さんだって」

「見てもないのにそんなこと言うなよ」

「わかるよ！　こんな状況で、生きてなんかいるはずないだろ！」

「ラウ！」

「イオ兄ちゃんこそ、こんなときに甘いこと言ってるなよ！」

　言葉をどんどんと荒あらげていく弟ラウに、兄イオは息を吞のむ。首を動かせないから、弟がどんな表情をしているのかもわからない。指先にある微び妙みような感触だけが、双子を繫いでいる。

　細い繫がりが、かえってイオを不安にさせる。

「父さんも、母さんも、リーシャも、リーシャの家族も。みんなだめになったに決まってるだろ！　気付けよ！　いまどんなになってるんだよ？　この音聞けよ！　近づいてるんだよ。みんな死ぬんだよ。それでいいんだよ！」

「いいわけない！　もし生きていたら……」

　爆ばく発はつしたラウに引きずられるように、イオも声を荒らげた。

「生きてたら、また、昨日みたいに……」

「こんなんで続けられるわけないだろう！」

　ラウが叫さけぶ。

　その叫びはイオの耳を打ち、心臓を握にぎりしめ……

　空を影かげで占しめた。

　指先の感触を奪うばっていった。

　轟ごう音おんは一いつ瞬しゆんでイオの右側を支配する。

「！！！！！！！！！」

　轟音の中で擦れて消えたラウの声は、悲鳴ではなかった。

　瓦礫が大きく動く。だが、動いた瓦礫でイオが潰されることはなかった。太陽を隠かくしたなにかは巨きよ大だいな柱のようで、それが支えになって瓦礫が大きく動くことを許さなかった。

　だが、その柱が立った場所が……

「ラウ……？」

　不安が喉のどを引きつらせる。

　呼びかけに、弟の苛立った声が返ってこない。

　瓦礫の隙すき間まに突き立ち、粉ふん煙えんを撒まき散らすそれは、深い青をたたえた結けつ晶しようのようだった。結晶状の柱は、イオの視界の先、空高い場所まで伸のび、そこで四し角かく錐すいを作る結晶体を支えている。柱はもう一本ある。二つの柱が、足のように巨大な結晶体を支えて、侵しん攻こうさせている。

　ずっと体を揺らしていた震動の正体がこれだ。

「侵しん蝕しよく晶しよう核かく……」

　人類の守護者である機士を敗り、人類の生息圏けんにこうやって踏ふみ込んできて、人類の居場所を奪っていく存在。

　それが、侵蝕晶核。

　踏み荒あらした場所に楔くさびを打ち、この地を不認知領域モザイクウオールへと変へん換かんする存在。

「ラウ！」

　右手が痛い。指先の感触がなくなった。

　その先の感触もなくなった。

　痛みに現実感はなく、イオは弟の名を呼んだ。瓦礫が邪じや魔まをしてそちらを見ることができない。動かせない視界は粉煙で淀よどみ、空に鎮ちん座ざする四角錐の化け物を映し続ける。

「ラウ！」

　呼び続ける。

　そうしなければ、なにもかもがなくなってしまう。

「大だい丈じよう夫ぶ、絶対に生きて帰るんだ。ラウも連れて、リーシャも見つけて、父さんも、母さんも、おじさんにおばさんも……みんなで帰るんだ」

　帰るんだ。

　そんなイオの言葉は、次の変化で途と切ぎれることになる。

　白い輝かがやきがイオの視界を染めた。




　後は暗くら闇やみ。







　01　竜りゆう圏けんの機き士し







　シーツを貫つらぬく一いち撃げきがイオの腹にめり込んだ。

「ぐおっ！」

「起きてください」

　かけられる言葉はイオの悶もん絶ぜつなどものともしない冷静な声だ。

「時間です」

「あ、ああ……ああ……やばいやばい」

　悶絶からは脱だつしたものの、まだぼんやりとする意識で、イオはケータイを開いて時計を確認した。

　たしかに時間だった。

「着き替がえないと」

「手伝います」

　ぼんやりとそう呟つぶやくと、イオに一発決めた女の子がそんなことを言う。

　おかげで、完全に目が覚めた。

「いや！　ニルファ、いいから！」

「そんなことを言っている場合ではありません」

　慌あわてるイオを無視し、女の子……ニルファがロッカーを開け、勝手に着替えを引っ張り出す。

「まだ慣れていないのですから」

「そんなこと言ったって」

　慣れていないといえば女性に着替えを手伝ってもらうことだって慣れていない。

　だけど、ニルファはそんなイオのためらいを無視してずいずいと近づいてくると、強ごう引いんにパジャマを引っ張る。

「さあ、脱ぬいでください」

「わかった！　わかったから、自分で脱ぐから！」

　悲鳴に近い声でそう訴うつたえると、イオは自分からパジャマを脱いだ。

　上半身が裸はだかになってもニルファはまったく動じない。

　きれいに整えられた長い黒くろ髪かみに切れ長の目、色素の薄うすい唇くちびるは引き結ばれ、冷静な目でイオの半はん裸らを見つめている。

「……着替えるから、出て行ってくれない？」

「お断りします」

「いや、でもやっぱり……」

「いまさら、初めてでもないでしょう？」

「そういう問題ではないと思うな～」

「いいから、早くしてください」

　着替えを手にしたまま、ニルファは冷静にイオを急せかす。

「はぁ、もう……」

　イオが諦あきらめるしかなかった。




「お、意外に早かったね」

　二人で走って地下鉄に飛び乗ると、ニヤニヤ笑えみのラマナが手を振ふってきた。

　車両に四人座席はなく、壁かべに沿った長い席があるだけだ。

　ラマナともう一人しか乗っていなかったので、車内にはがらんとした空気があった。

「ふう、ごめん」

「どうせイオが来なきゃ始まらないんだから。待たしとけばいいんだよ」

「そういう問題ではありません」

　ラマナの気楽な発言にニルファが眉まゆを寄せる。

「それよりも……」

　あえて、彼女から少し離はなれたところを選んで座ったイオに、ラマナがにじり寄ってくる。座っていてもわかるぐらい、彼女は背が高い。長い足に不ふ釣つり合いなぐらいにスカートが短くて、イオは慌てて目をそらした。

　そんなイオにニヤニヤしながら体を寄せてくる。

「遅おそくなった理由は？」

「は？　いや、寝ね坊ぼうだけど」

「またまた～」

「またまた～って……」

「あれでしょ？　どうせニルファに着替え手伝わせてたんでしょ？」

「手伝わせたんじゃなくて、手伝うんだよ。僕は断った」

　顔を背そむけるイオに、ラマナのニヤニヤ笑みがさらに深まる。

「ふんふん。そんなこと言いながら、必要以上に接せつ触しよくしてばれないようにタッチしてたり？　ニルファのあれは、ちょっと接近しただけでスレスレしちゃうもんね」

　そう言いながら、ラマナの手が胸の辺りでワキワキとする。

「してないって……」

　なんでだろうって、とてつもなく不思議になる。そんなことを言っているラマナだってけっこうな美人なのに、どうしてこんなにも下ネタ全開でおっさん臭くさいのだろう？

「いやぁ、もしかしてそのまんま……とか、やっちゃった？　やっちゃった？」

「やってません！」

　叫んだのはイオではなく、ニルファだ。

「どうしてあなたはそうなんですか⁉」

「いやいや、自分の業カルマに忠実なだけだって」

　顔を真っ赤にして怒ど鳴なるニルファに、ラマナはまるで動じない。

　ギャンギャンとうるさくなった彼女たちから退たい避ひして、イオは安全圏を求めた。

　一人、我関せずと静せい寂じやくを保っているゴシックな女の子がそこにいる。

　名前は、ユユだ。

　高等科のイオと歳としが近いニルファやラマナと違ちがい、ユユは初等科の上級生ぐらいの少女だ。だが、少女が宿している静けさというか落ち着きというか、そういう空気は二人よりも熟成されている。
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　いまも彼女は、一番離れた場所で読書に耽ふけっている。

「あ、はははは……ごめんね、うるさくして」

「…………」

　退避してきたイオの謝罪を無視し、ユユは本のページをめくる。ユユの膝ひざには彼女そっくりの人形がいて、まるでその人形に本を読んであげているようにさえ見える。

「えーと……」

　ユユの周りにだけある完かん璧ぺきな静けさにイオは居い心地ごこちが悪くなる。

　迷めい惑わくだったか？

「ごめん、邪じや魔まだったね」

　それが心配になって、イオはユユから距きよ離りを取ろうとした。

「…………これ」

　不意に、ユユの視線が本から外れ、自分の足あし下もとを指した。

　ユユのパンプスの先で蹴けられたそれは、彼女には似つかわしくない銀のアタッシュケースだ。

「これ？」

　大量の札束やら金きん塊かいやらが収められていそうなそれを、ユユはパンプスでコツコツと蹴る。

「今回の」

「あ、ああ……なるほど」

「持っていって」

「了りよう解かい」

　アタッシュケースの取っ手を握にぎって持ち上げる。重すぎず、軽すぎず、イオにとって最良の重量感の物体が収められているようだった。

「使い方、わかる？」

「大だい丈じよう夫ぶ」

「そう」

　それだけで、ユユはイオへの興味を失ったのか、再び本に視線を落とした。

　諦めて、イオは手近な場所で腰こしを下ろして窓の向こうを見続けた。

　地下を走っているから窓の外は灰色ばかりだ。ユユはそのまま本を読み続け、のらりくらりとしたラマナにニルファも怒おこり疲つかれて黙だまり込んでいる。

　見るものもなく、イオは窓ガラスに映る自分を確かめた。薄い茶色の髪かみに同じ色の目、やや垂れぎみの目め尻じりは気の弱さを表しているようで、あまり好きではない。

　着ているのはとある高等科学校の制服だ。ユユ以外、ニルファとラマナも同じ学校の制服を着ている。

　制服姿の自分を眺ながめていると、自然とため息が零こぼれた。

　そんなことをしていても気は晴れない。次にイオは自分の髪を撫なで、寝ねぐせがないことを確かく認にんする。慌あわてて支し度たくしたので、髪を気にしている暇ひまがなかった。

「寝ぐせなんてありませんよ」

　ガラスに薄うすく映る自分を色んな角度で覗のぞいていると、背後からにゅっとニルファが顔を出した。

「わたしが、そんなものを見み逃のがすと思いますか」

「そ、そうだね」

「あなたのデビューで見苦しい格好などさせません」

「あ、ありがとう」

　礼を言うイオに、ニルファは満足げな顔をすると元の場所に戻もどっていく。

　再び一人になり、イオは今度こそ完全にやることをなくしてしまった。

　間をもてあました沈ちん黙もくが車内に充じゆう満まんしたそのとき、電車が速度を緩ゆるめた。

　駅だ。

　電車は止まり、ドアが開く。

　席から立ち上がったのはイオ一人だった。

　だけど、それはおかしくない。

「では後ほど」

「了解」

　ニルファの声に送られ、ユユに渡わたされたアタッシュケースを持って電車から降りる。

　やはり寂さびしい雰ふん囲い気きの構内を案内に従って進むと、エレベーターの入り口らしきものに辿たどり着く。

　昇しよう降こうボタンの代わりとばかりに壁かべには認証機がある。手を当てると、重そうな扉とびらが開き、イオを受け入れる。

　中は円えん筒とう形で、外の様子は見えないようになっていた。階数ボタンはない。上部にある電光板は扉が閉まるなり問答無用で『起動』を表示する。

　一いつ瞬しゆんだけ、内臓を揺ゆするような上昇感が襲おそう。

　それに顔をしかめていると、ケータイが振しん動どうした。

「お……」

　画面に表示された名前に、イオは反射で着信ボタンを押した。

「兄貴か？」

　その呼ばれ方と声に宿る性質は、違い和わ感ばかりを強調する。イオは痙けい攣れんしそうな喉のどを叱しつ咤たして、声を絞しぼり出した。

「ラウ、久しぶり」

「ていうか、出るなよ」

「いま、ポッドだよ」

「ふん」

「あーもう、なんか緊きん張ちようするな。ラウはもう済ませたんだろ。いいな」

「あんなもん、緊張する方がどうかしてる」

「そうは言うけどさ……」

　ラウと話していると、じっとりと体に張り付いていた緊張が、少し遠とお退のいたような気がした。

　一瞬の上昇感の後は、動いているという感覚さえもない。壁に手を当ててみたり、そういえばここでもケータイがちゃんと通じてるんだな、どこかにアンテナがあるのか？　とか思って視線をあちこちに飛ばす。

「ここ、狭せまいからさ、落ち着かないんだよ」

「情けない」

「しかたないだろ、あの時から狭いところは苦手になったんだから」

「…………」

「なぁ、いいから話し相手になってくれよ。なんか、コツとかある？」

「ちっ、しかたねぇ」

「おっ、ある？」

「簡単だ。まずは、ビビるな」

「いや、それができたら苦労しないって」

「ビビる暇なんかあるか。それに、あの日のこと思い出せば簡単だろ？」

「む」

「あれ以上にいやな記き憶おくなんてあるかよ」

「そりゃ……」

「それと……」

「なに？」

「あいつら」

「うん？」

「兄貴のところにもいるだろ？　女だよ」

「あ、ああ……ニルファたちね。なに？」

「あんまり、拘こだわるなよ」

「どういうことだよ？」

「情を持つなって話だ。ダメならさっさと捨てちまえ」

「捨てるって……お前……」

「なんだよ、もう情が付いちまってるのか」

「なに言ってんだよ。おかしいだろ、そういうのは」

「はぁ……いいか、兄貴、おれたちは」

　ため息を吐ついたラウがなにかを言いかけたその瞬間、通話が切れた。

「おい？」

　次の瞬間、震しん動どうがイオを襲う。

「うわっ！」

　体が浮うくほどの衝しよう撃げきが来たかと思うと、床ゆかが斜ななめになっていることに気が付いた。床だけがそうなっているわけではなく、どうやらイオを押し込めているこの円筒形そのものが斜めになっている様子だ。

　電光板の表示は『十號ごう竜りゆう圏けん』に変わっている。

　異常でも故障でもない。

「はぁ……着いたのか」

　これが、到とう着ちやくなのだ。

　イオは深くため息を吐き、エレベーターならぬ射出ポッドの開いたドアから外に出た。




　そこは、荒こう野やだった。




　打ち捨てられた大地が広がっている。

　ポッドから出たイオは、一人だった。

「あーあ……」

　重い緊張をどうにか緩めようと、イオはそんなことを呟つぶやく。手にしたアタッシュケースが、いまは少し重い。

　荒野は、ただ、荒あれた地面が広がっているだけではない。そこかしこに凹おう凸とつが織りなされている。それは、崩くずれたコンクリートの山であったり、そこから突つき出た鉄筋であったり、めくれ上がったアスファルトであったりした。

　地上を踏ふみ抜ぬかれて露あらわになった廃はい墟きよと化した地下街であったり、断面を晒さらして半分だけ倒とう壊かいしたビルであったりした。

　かつてここに人が住み、そして戦いが全すべてを台無しにした証しよう拠こだった。

《大気成分の解かい析せき完かん了りよう。空間の変質度は三十パーセントを平均に推移。竜圏内です》

　耳裏の皮下に仕込まれた骨伝導無線がニルファの声を届けてくる。

「了解」

《わかっていると思いますが、不認知領域モザイクウオールには近づかないでください。空間変質度が八十パーセントを超こえた段階で、あなたの心臓は暴走します》

「わかってるって、先生たちにどれだけ言われたことか」

　そう答えながら、イオは地平の先を見ようと目を凝こらす。

　薄うす霞がすみに支配された地平線とその空はどこまでも果てしない。そこから先になにがあるのか、それを認知させない。

　不認知領域モザイクウオール。かつてその向こうに人類の生息圏けんがあったはずだが、いまはどうなっているのか、誰だれにもわからない。

《敵性体群、そこから十一時の方角五十キロメートルの地点から接近中。三十秒後にラマナの支し援えん法撃が開始されます》

「了りよう解かい。起動はいつでも、どうぞ」

《はい。それでは、カウント後に起動します》

　十……

　ラマナがゆっくりと数字を逆に数え始める。

　その声を聞きながら、イオはユユに渡されたアタッシュケースを置き、開く。

　ジャキッ。

　軽快な金属音ともにアタッシュケースは内部から押し開けられ、金属の層が飛びだしてくる。その様子は、開けば立体が現れる仕し掛かけ絵本のようだ。

　だが、このままでは板や歯車やチューブが渾こん然ぜん一体となった瓦が礫れきの山でしかない。

　イオはそこから一本飛びだした鉄棒を握にぎり、引く。

　ジャキジャキジャキジャキジャキ……

　金属の嚙かみ合う音が小気味よく連続し、そこから一つのものが組み合わされていく。

　それは、剣けんだ。

　片かた刃ばの、緩やかな曲線を描えがく剣だ。無数の金属板が重なり合い、その隙すき間まから歯車が覗く、絡から繰くりの剣だ。

　握りしめた鉄棒は柄つかになり、ガード付きの鍔つばに当たる部分から飛びだしたチューブだけが役割不明の不可解さを醸かもしている。

《ゼロ。カンナカムイの心臓、起動》

　タイミングを合わせたかのように、ニルファの声が重なる。

　その瞬間、イオの全身をなにかが駆かけ巡めぐった。それは燃えるように熱くも感じたし、凍いてつくように冷たくもあった。痺しびれが走り、痛みが全身で震ふるえる。

　神経の混乱が全身を瞬またたく間に蹂じゆう躙りんし、跡あと形かたもなく消える。

　その後になにかあるか？　なにもない。やや視界が鮮せん明めいになった気がするだけだ。特に変化は感じない。

　だが、変化は目に見える場所で、一つ、起きている。

　役割不明に思われた絡繰りの剣のチューブだ。だらりと下がっていた先せん端たんで微び弱じやくな光が発生している。

　赤と青で不規則に明めい滅めつするその光は、チューブに吸い込まれているかのようだ。

　そして、その変化は、チューブでだけではない。

　イオの全身でも、その光は生まれていた。

《法則摩擦現象ロウ・フリクト確かく認にん。起動成功。心しん拍ぱく数すう、正常値。行けます》

「了解」

　声に合わせるように、空を駆け抜ける光が現れる。イオに先んじたそれはこれから向かう場所に向かって落ち、爆ばく発はつを起こした。

《支援法撃、開始しました》

　頭上でいくつもの光の線が走り、落ちていく。爆発が連続する。

「……よしっ！」

　ここまで来ればやるしかない。覚かく悟ごを決める。

「機き士し、イオ・オリベ。行きます！」

　その場所めがけ、イオは走る。巨きよ大だいな絡繰りの剣を抱かかえ、走る。

　その速度は、人間が出せるものではない。

　駆ける足は地面を破は裂れつさせ、気流の渦うずを背後に生む。土砂の嵐あらしを引き連れるようにして走るその姿は、長い胴どうを振ふり回して進む神話の獣けもののようだ。

《竜りゆう珠じゆ血けつ濃のう度ど、規定値に到とう達たつ》

「了解、竜珠展開」

　走るイオの言葉に応こたえ、全身で変化が起こる。イオに張り付いていた赤と青の明滅光が激しくなったかと思うと、一気に集束し、一つの球体となる。

　虹にじ色いろを宿した球体は、高速で走るイオに張り付き、追走してくる。

《竜珠展開を確認。装具の制限を解除します……解除完かん了りよう》

　次に起きた発光現象は制服姿で走るイオの四し肢しに集束し、物質を顕けん現げんさせる。それは鎧よろいでいうところの籠こ手てや脚きやつ甲こうにあたるものだ。

　さらに、手にした絡繰りの剣にも勢いが宿る。剣のそこかしこから覗のぞく歯車が青い光を絡からませて回転する。

《竜圏内、機士の独立性、竜珠起動。以上三件を以もつて機士規制法五条要件の達成を確認》

　事務的に言葉を並べるニルファだが、その語調からは緊きん張ちようが見え隠かくれしていた。紡つむぐ言葉はどんどんと速くなり、そして、いきなり、途と切ぎれた。

　無線機が運ぶ雑音に紛まぎれて、ニルファの速い息づかいが聞こえてくる。

「大だい丈じよう夫ぶだよ」

　走りながら、イオは言う。

　緊張しているのはイオだけではない。そう思えれば、少しだけ気が楽になった。

「ここに来るために、色々苦労したのは、僕だけじゃないだろ？」

《わかっています。機士イオ・オリベの戦せん闘とう承認手続き、完了！》

　そう言ったニルファの声は、少し怒おこっているようにも、照れているようにも聞こえた。

《竜圏幻装ドラグリミツト・フアンタジアを開始してください》

「了解！」

　ニルファの声は機士としてのイオの背を押す。

　疾しつ走そうしていたイオは、大きく地面を蹴けり、飛んだ。

『跳』ではない。

『飛』だ。

　体の各所から迸ほとばしる赤と青の明滅光はそのままに、薄うす青あおい光がより広く全身を覆おおう。




　人類生息圏の法則でもなく、不認知領域モザイクウオールの観測不可能な法則でもない。両者の中間領域で火花を散らして誕生した、第三の法則圏……

　それが竜圏であり、その危あやうい法則に適応し制せい御ぎよしうる稀き少しような人間を、機士という。




　そして機士の戦う相手とは……




「飛べぇぇ！」

　吠ほえる自分の声に、世界が従う。イオの体は空を駆ける。包む光が飛行の軌き跡せきを彩いろどり、今度こそ神話の獣らしくなる。

　その速度は走っていたときの比ではない。

　その証拠にラマナが行っている支援法撃の光と並ぶことができた。

　敵性体群と呼ばれた集団がいる場所まで瞬く間だ。

　奴やつらをその目で見ることになる。

　そいつらは、あの日見たものと似ていた。

　侵しん蝕しよく晶しよう核かくと呼ばれる、なにかだ。不認知領域モザイクウオールから現れるそれらは、その世界に存在するあらゆるものの根幹に関かかわる法則を侵おかし、狂くるわせる。

　結果として侵蝕晶核に侵しん攻こうされた地域は不認知領域モザイクウオールに吞のまれ、人が近づけない場所となる。

　人類の生息できる場所が削けずられていくことになる。

「……いないな、あいつ」

　空から見下ろす侵蝕晶核の大群に、あの日見た巨きよ体たいの姿はなかった。

　それどころか、どれもこれもが薄うす汚ぎたない。山から掘ほり出された原石そのままのように白く曇くもっていて、形も不ふ揃ぞろいだ。

　そんなものが寄り集まって大地を削るようにしてやってきている。

　大きなものの周辺に小さなものが寄り集まり、転がってやってくる。単体で転がった方が進みやすいだろうにと、他人ひと事ごとのように考えてしまった。

　そもそも、無機物にしか見えないものが斜しや面めんでもない場所を自律移動していることの方がおかしいのだが。

　ラマナの支援法撃は雨のように降り注いでいる。

　法撃による爆発は激しい光と音を伴ともなうが、地面を削りはしない。人類圏の法則を凝ぎよう縮しゆくさせた法撃には物理的破は壊かい力は存在しない。

　生物は本来、法則の異なる世界で生きることはできない。

　世界を侵蝕するために現れる侵蝕晶核だが、凝縮された法則を浴びれば、強力な反発作用によって動きを緩ゆるめるぐらいはする。

　その成果だろう。侵蝕晶核の隊たい伍ごが乱れているようには見える。

　倒たおせてはいないし、足を止めてもいないが。

　だがそれよりも、もっと別の役割が支援法撃にはある。

《空間の変質度、最高値五十パーセント、最低値二十六パーセント。斑まだらに分布しています》

「大丈夫、見えてるから」

　その証拠に、イオの視界は薄うすい赤と青の斑模様で染められていた。

《あなたの竜りゆう質しつが正常に機能しているのを確認しました》

「ぷっ」

《なんですか？》

「いや、なんでも……」

　竜質なんて言われて、少しだけおかしかった。

《純度Ａはいませんが、突とつ然ぜん変へん異いが行われるかもしれません。迅じん速そくな処理をお願いします》

「了解！」

　ニルファに答え、空にいたイオは一気に降下した。

　敵の群のど真ん中に、イオは着地する。

「はぁぁっ！」

　気合いを込こめて剣を振るう。浮ふ遊ゆうしていた竜珠がイオの気合いに応こたえて光を放つ。法則の摩擦を凝縮させた、ある意味では竜圏けんそのものでもあるこの竜珠の輝かがやきが、機士の戦闘能力を保証する。

　巨大な絡繰りの剣は、刃は部分に光を宿し、そして解き放つ。

　斬ざん撃げきの波は紋もんがイオを中心に広がり、岩状生物とでもいうべき侵蝕晶核の群を切り裂さく。

《イオ》

　ニルファの声になれていたところで、いきなり聞こえてきたか細い声に驚おどろく。

　ユユだ。

《変形機能、使える？》

「あ、ああ、そういえば」

《試ためせるものは、試して》

「わかった」

　斬撃のおかげですぐ近くに侵蝕晶核はいない。

　だが、斬撃の波紋が全すべてを薙なぎ払はらう前に拡散する力を失っているし、残っている侵蝕晶核の数はまだまだ多い。

「だけど……！」

　あの日、イオに恐きよう怖ふを植え付けたような、純度Ａ以上の大物はいない。

「こんなのに、負けていられるか！」

　背筋を震わせるいやな予感は、四方から襲おそいかかってくる礫つぶての群に変化した。侵蝕晶核たちが己おのれの欠片かけらを射出したのだ。

「うおおおおおおおおおおお！」

　着ちやく弾だんの寸前に、上空へと退たい避ひすることに成功した。

　イオは剣けんのガード部分を指で弾はじく。その振しん動どうで無数のリングがそこから現れた。

　そのリングを親指以外の四本の指にはめる。

　親指だけで剣を握にぎるという器用なことを為なしたイオの右手は、関節部分から例の明めい滅めつ光を発していた。

　ともかくとして、四本の指がリングを引き、改めて柄つかを握る。

　その瞬しゆん間かん、剣がその絡から繰くりを動かす。歯車は光を撒まき、金属板が動き出す。剣となっていた金属板が柄に向かって移動すると、握りしめた右拳こぶしを中心に再配置される。

　円月状になったそれは、剣を振るうというよりも、拳を振るう行こう為いの延長で使用することに適している。

「らああああああ！」

　連なる金属板の溝みぞにエネルギーを溜ため込み、拳けん打だとともに解き放つ。拳が食らいついた侵蝕晶核が爆ばく砕さいし、威い力りよくはさらに突つき抜ぬけて爆ばく風ふうが前方を覆い隠す。

　全身を覆う光は体を軽くし、半ば宙を滑すべるように戦場を進み侵蝕晶核を破壊していく。

　破壊の渦となったイオの周辺に侵蝕晶核たちが集まってくる。

「この、タイミング！」

　破壊の速度を上回って集まってきた侵蝕晶核たちの隙すき間まを抜け、上空に退避する。

　はめたままだったリングのうち、人差し指以外のものを外す。リングは引っ張られて元の位置に戻もどり、そして絡繰りは新たな形を作り出す。

　今度は、銃じゆうだ。

　金属板とそこを走るエネルギーが砲ほう身しんとなり、人差し指に残したリングが銃爪ひきがねとなる。絡繰りのチューブが竜りゆう珠じゆを取り込み、そこから生み出された弾だん薬やくが装そう塡てんされる。

　一カ所に集つどった侵蝕晶核めがけ、イオは銃爪を引きまくる。

　狙ねらいもおざなりな乱射だったが、撃うてば当たるような密集状態だ。侵蝕晶核たちは瞬またたく間に砕くだかれていく。

《空間の変質度が一点で急速に上じよう昇しよう中、これは、変異が起きます！》

　ニルファが緊張した声を張り上げる。

　その変化は、目の前で起きている。

　破壊された侵蝕晶核の残ざん骸がいが、一点に集まっているのだ。

　まるで、巨きよ大だいな穴に吸い込まれていくかのような動きで一カ所に集まり、強い光を放つ。

　熱はない。だが、燃え盛さかる炉ろに放ほうり込まれたかのように侵蝕晶核は赤く染まり、溶とけ、一つとなっていく。

「ラマナ、支し援えん法撃を一点に集中、法則摩ま擦さつをもっと！　でかいのを仕し掛かける」

《了りよう解かいした！》

　ラマナの跳はねるような声を聞き、イオはさらに上空に移動する。

　絡繰りは剣に戻す。

　空を駆かける光が変化の中心に集中する。爆ばく発はつが起きるが、それが侵蝕晶核の変化を押しとどめる役に立っているようには見えなかった。

　それだけ強力な現象が……不認知領域モザイクウオールに存在する法則が発生しているということだ。

　そこに叩たたきつけられる支援法撃。人類圏けんの法則を凝縮させたものが、異なる法則とぶつかり合う。

　ぶつかり合った法則は強きよう烈れつな摩擦を起こし、第三の法則を発生させる。

　それによって存在するこの場所が竜圏であることは、もう説明した。

　その竜圏に存在する法則を力に変えるのが機き士しであることも。

　強力な法則が発生している場所では、強力な摩擦が発生し、そこから生じる竜圏の法則もまた強力なものとなる。

　侵蝕晶核の変位が進行する中、光は不可思議な発色をしてあちこちに散らばる。赤と青が大半だが、違ちがう色もある。

　それらの光を剣から伸のびたチューブが吸い取る。

《竜珠内の圧力、濃のう度どともに上昇中。心しん拍ぱく数すうも上昇したままです。まだ安全値ですが……》

「ギリギリまで引き上げてみる。チェックよろしく」

《それは……いえ、わかりました。ご武運を》

「うん」

　そんなことを言っている間にも法則摩擦現象ロウ・フリクトが生み出すエネルギーをチューブが吸い取り、イオの心臓に注がれ、竜珠は輝きを増していく。

　竜圏幻装ドラグリミツト・フアンタジアと呼ぶ魔ま法ほうじみた状態を強化していく。

《いまです！》

「了解！」

　ニルファの声に従い、イオは剣を構え、一気に降下した。

　突き出した剣けん先さきを目的の場所に突き立てることだけを考える。

　赤熱化して融ゆう合ごうを進めていた侵蝕晶核が、いつの間にか色を変えている。ドロドロに溶けていた形が変わり、嫌いやな記き憶おくを思い出させる結けつ晶しよう状の姿を見せた。

　だけど……

「あいつじゃない」

　わかりきっていたことだが、確かく認にんしてしまうと失望が湧わく。

　ほんの少しの安あん堵どもあった。

　あの日の記憶はまだ生々しくて、あのときに見たものに似ていると緊きん張ちようしてしまう。

　だから、長々と戦う気はない。

　一度で決める。

《純度Ｃです》

　ニルファの声に応こたえる余よ裕ゆうもなく、イオは飛ひ翔しようの速度を上げ続け、形が定まったばかりの侵しん蝕しよく晶しよう核かくに剣を突き立てた。

　硬こう質しつな音が甲かん高だかく空を満たす。

　剣身は結晶に深く突き刺ささり、内包していたエネルギーが内部で膨ふくれあがる。内部からの爆ばく圧あつが亀き裂れつを広げる。

《退避を！》

　ニルファの悲鳴じみた声を聞きながら、イオは抜けない剣を見捨てるかどうかで悩なやみ、一瞬だけ動きが止まってしまった。

　そのとき、結晶のまだ無事な部分に映る、自分の姿を見た。

　高等科の制服で、腕うでと足に防具を着け、巨大な剣を握りしめている。変な格好だなと思わないでもない。
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　そして、自分の顔を見てしまう。

　目の色が違う。髪かみの色と同じ、薄うすい茶色のはずの自分の目が赤く染まっていた。その目の周りにも黒い線のようなものが走っている。

　電車で見た自分の顔と同じとは思えなかった。

《イオ！》

「あ、うおっと！」

　ニルファの声で我に返ると、剣を捨てて飛ぶ。

　爆風に追いかけられながら戦場から逃にげ切り、イオは着地する。

　目の前に落ちてきた残骸が見る間に形を失っていく様を見て、イオはゆっくりと息を吐はく。

「はー終わった」

　腹の底から息を吐き出して、イオはその場にしゃがみ込む。

　ふと、自分が着ているものがなんなのか改めて思い出して、ブレザーを摑つかんだ。

「そういえば、新しい学校にまだ行ってないよな」

　新学期はとっくに始まっている。

「入学式を欠席するってどうなんだよ」

　そんなことを考えると憂ゆううつになった。

　イオは深く長くため息を吐くのだった。




　　　　†




　歴史の教科書を繙ひもとくまでもなく、ほとんどの人間が侵しん蝕しよく晶しよう核かくの歴史について知っている。

　最初の侵蝕晶核は、およそ百年前に現れた。

　それは困こん惑わくする人々を前に半径五十キロの空間を奪うばい取り、人類を恐きよう怖ふに陥おとしいれた。

　それから七年後にまたも現れ、同じように不認知領域モザイクウオールを作り出した。

　侵蝕晶核はその後も不定期に人類から生息圏を奪っていく。

　法則摩擦現象ロウ・フリクトとそこから生じる竜圏けんの存在を発見し、太古に失われた魔法を復活させ、機士を完成させるまでに二十年の時間が流れた。

　その間にも人類の生息圏は削けずられ、ついに人類は分断されてしまう。

　そこからは機士と侵蝕晶核による戦いの歴史となり、そしてそれは現在に至っても続いている。

　いまだ、不認知領域モザイクウオールに対する決定的な対たい抗こう策は見み出いだせていない。




　　　　†




　行きはポッドでひとっ飛びだったが、帰りはそうもいかない。

　あれは、速度を重視した一方通行のものだ。

「帰りも機士様のお力でバビューンだったらよかったのに」

「そんなことできるわけないでしょう」

　暇ひまをもてあましたラマナがそんなことを言えば、ニルファが優等生の顔で言い返す。

　あの場でじっとしていると、ニルファたちが迎むかえに来てくれて、いま帰き還かんの途と中ちゆうだ。

　四人は、小型移動要よう塞さいに乗っていた。

　外から見れば無骨な円えん盤ばんが地上十メートル付近を滑すべるように移動している。

「人類圏を守るのがわたしたちの役目なのに、法則汚お染せんを起こすかもしれないようなこと、できるわけないでしょう」

「はいはーい。ニルファさんはおまじめなことで」

　いまいるのは操縦室だ。メインで操縦をしているのはユユで、いまも彼女はそこに座り、こちらの会話を気にした様子もなく、一人の世界を作っている。

　ニルファは壁かべに沿ったオペレーター席にいて、計器を背にイオたちと向き合っている。

　イオとラマナは操縦室の壁かべ際ぎわに設置された待機席にいた。戦せん闘とう中のラマナは別の場所にある法撃台にいることになるので、いまはイオと同じようにやることなく座っているしかない。

「ていうか、あたしたちが使うのに作られてるっていうのに、サイズがあたし向きじゃないってどういうことなの？」

　この要塞は横の面積は充じゆう分ぶんにあるが、高さはそれほどではない。イオやラマナほどの身長だと、移動の時にはしゃがまないといけないから、やや不便だ。

「……被ひ弾だん面積の問題、仕方ない」

　ぼそりと、操縦席のユユが呟つぶやく。こちらを見もしない。

　もしかして、怒おこっているのか？

「あの……剣けん、ごめんね」

　イオはおずおずと謝った。戦闘で使った絡から繰くりの剣や手足を守っていた防具を作ったのはユユなのだ。

　そのユユが作ってくれた剣は侵蝕晶核から抜ぬけなくなって捨てていってしまった。

「大だい丈じよう夫ぶ。それより、使い心地ごこちのレポート、後でちょうだい」

「ん、わかった」

　戦場でのオペレーターを務めるニルファ・アウトレド。

　支し援えん法撃を務めるラマナ・ミルスト。

　装具の開発・修理を務めるユユ・ハートレヴ。

　彼女たちは護法官と呼ばれ、竜圏において機き士しに準ずる適応力を持ち、機士の補ほ佐さを行う任務を帯びている。

　彼女たちが補佐をするのは、もちろんイオのみだ。

「通信です」

　ニルファがそう言い、操そう作さ卓たくで指を走らせる。

　周辺の地形を映していたモニターの一部が切り替かわり、人の顔を映す。

「うわ出た」

　隣となりのラマナがこっそりと言った。しかし、嫌けん悪おの成分はたっぷりと含ふくまれている。

　モニターに映ったのは三十代だろう男性だ。無む駄だなものは全すべて削そぎ落としたといわんばかりの鋭するどい表情が映っただけで、操縦室の空気が引き締しまった。

　襟えりのところに軍の徽き章しようがある。

　人類統合軍シルドア・ギア少しよう佐さ……イオたちの世話役という立場だが、実質的には上官ということになっている人物だ。

「イオ君、ご苦労だった」

「あ、はい」

　モニター越ごしにシルドアと目が合う。イオは居住まいを正して、彼の言葉を聞いた。

「初うい陣じんで緊張したことだろうが、成果は上々だ。今後もこの調子で頼たのむ」

「わかっています」

「うむ、護法官諸君もご苦労だった。レポートはなるべく早く頼む」

「了りよう解かいしました」

　ニルファが代表して応こたえる。

「それでは、帰還までの手順は守るように」

　通信はそれだけで終わった。ほっとした空気があるように思うのは、自分自身がそう思っているからだろうか？　イオは操縦室を見回した。

「あ、さて……」

　ラマナがわざとらしい伸のびをする。手が天てん井じように当たるので肘ひじを曲げた、とても窮きゆう屈くつそうな伸びだった。

「それじゃ、帰還までの手順とやらを済ませますかね」

「……あ」

　なにをするのか思い出し、イオは硬こう直ちよくする。

「装具は全部はずしていって」

　ユユが相変わらずの小さな声で言う。

「その間にレポートを済ませてしまいます」

「あいあーい」

　ニルファに返事をし、ラマナはイオに向けてにやりと笑った。

「……えーと、お手て柔やわらかに？」

「いやーそれだと命令違い反はんになるかもだから、徹てつ底てい的に」

　わきわきと指を動かすラマナが怪あやしくて、イオは逃げたかった。

　だが、ここは移動要塞。横に広いとはいうものの、逃げ回り続けられるほどのスペースなどあるはずもなく……

「まぁまぁまぁ、気持ちよくしてあげるから。なんなら若さゆえの暴走とかもオーケーだから」

「いーやーだー」

　生身の運動能力ではラマナの方が上なので、イオは逃げることもできず引きずられていくのだった。




　連れて行かれたのはメンテナンスルームと呼ばれている空間だった。

　広さとしては普ふ通つうの個室程度だ。

　天井からは水を吐き出すシャワーの穴が無数に開いている。事が終わったら全面を一度に洗せん浄じようできるように、そういう作りになっている。

　部屋の真ん中には浴室で使われるような単色のマットが敷しかれている。

「むふふふふふ……さあ、覚かく悟ごしてもらいましょうか」

「いや、その笑い方、どうにかならない？」

「どうにもなんない」

　にっこり笑ってラマナは言いきる。

「これがあたしの業カルマだから」

　そう言うや、ラマナが服を脱ぬぐ。びっくりするぐらいに思い切りのいい脱ぎっぷりにイオは目を丸くし、それから慌あわててそらす。

「心配しなくても水着だし」

「いや、そういう問題じゃ……」

「それとも、普通に下着にする？」

「そういう問題でも！」

「わかった、全部脱ぐよ」

「だーかーらー！」

「あはははは！」

　からかわれているのがわかっていても流れに逆らえない。

「はいはい。それじゃあ、イオも脱いで脱いで」

「あ、う……むぅ……」

「それとも脱がせて差し上げましょうか？　機士様？」

「脱ぎます。ぬーぎーまーすー」

　艶つやっぽく笑うラマナに、出しゆつ撃げき前のニルファとのことを思い出したイオは慌てて服を脱いだ。

　脱いでいて、気付いてしまった。

「……そういえば、僕に水着ないよね？」

「だって、満まん遍べんなく抜かないといけないんだから、邪じや魔まだよね？」

「うっ……」

　最後の一枚を前にして、イオの動きが止まってしまう。

「大だい丈じよう夫ぶ大丈夫、あたしは気にしないから」

「気にして！」

「タオルはかけてあげるよ」

「ぐぐぐ……」

「ついでに別のものも抜いてあげようか？」

「けっこう！」

　どれだけ抵てい抗こうしても逃にげようがない。

　なぜならこれもまた、機士になってしまった人間の義務のようなものだから。

　最終的にはイオもそれがわかっているので、最後の抵抗を自ら脱ぎ捨てなくてはならないのだった。

　ちなみに、抜くものとは竜りゆう圏けん内ないでの激しい戦せん闘とう行こう為いで体内に溜たまってしまっている『異界法則の澱おり』と呼ばれるものである。

　まかり間ま違ちがっても健康な男子が抱かかえるパトスではないことを明示しておく。

「お客さん、凝こってますねぇ」

「むう……」

　俯うつぶせになったイオの背にまたがるようにしラマナが背中のあちこちを揉もむ。

　やっていることはマッサージだが、手に塗ぬられた特とく殊しゆな薬やく剤ざいと護法官としてのラマナの技術がイオの体から異界の澱を抜いていく。

　タイルの溝みぞが黒ずんでいくのがその証しよう拠こであり、イオは心地よさに唸うなりながらその様子を眺ながめる。

　自分の体が竜圏にいた証あかしが、そんな色になってタイルを這はっている。機士になった証拠がそこにある。

　ふいに、思い出して、イオの目がそこに向く。

　赤と青の明めい滅めつ光。法則摩擦現象ロウ・フリクトの光。戦っている間、右手でそれが激しく発生していた。

　あの日、失ったはずの右手で。

　それはまるで……

「あんまり、深く考えない方がいいよ」

　その声にハッとする。脳内で再生されかけていた映像はそれで消えてしまった。

　肩かたをぐいぐいと押されているからラマナの顔を見ることはできない。

「いいじゃない。世界を守る機士様で、美人の護法官を三人も従えて、ちょっときついけどうはうはな毎日で。人生充じゆう実じつじゃない？」

「ラマナ……？」

　軽口なようで、そこにこもっているものは重い。いつもとは雰ふん囲い気きの違うラマナに、イオはどうしていいかわからなかった。

「きっと、余計なもんなんてなにもいらないのよ。余計なことなんて考えてる必要なんてない。あたしも、イオも。楽しくやってれば、それでいいのよ」

「…………そうかも」

「そうよ」

「うん、そうだよなぁ」

「ねぇ？」

「……ありがとう」

「どういたしまして」

　ラマナの言葉で、少しだけ気分が楽になった。

「……そういうわけだから」

「うん？」

　背中に乗っていたラマナの動きが変化した。

　かと思ったら……

「ふぐりっ！」

「お、元気」

「いや、元気とかなんとかそういうことじゃなくてあのねそのラマナさん？」

「思いっきり楽しんじゃえばいいんじゃない？」

「いやいやいや、だからってそういうのはよろしくないんじゃないかと思うわけですがね！」

「騒さわがなけりゃ誰だれも来ないし、あたしがオッケーって言ってるんだからいいじゃない」

「だから僕がオーケーじゃないし！」

「まぁまぁまぁ、腰こし抜ぬけになるのはこの後でっていうことで」

「誰がうまいことを言えと……ぎゃあ！」

　逃げ出そうとしたイオをラマナが難なく押さえつける。水着姿のラマナは、ボリュームこそないものの、鍛きたえられたスレンダーな体は彫ちよう刻こくのような美しさを備えている。素す肌はだ同士が触ふれ合う感かん触しよくはただそれだけでも刺し激げき的で、こうなってしまっては男の純情に硬こう派はも軟なん派ぱもあったものではない。

　そんな生理現象を確かく認にんして、ラマナは邪じや悪あくと艶えん美びで彩いろどられた笑えみを浮うかべる。

「ふふふ、人類圏での戦いで、しかも寝ね技わざで、このあたしに勝てると思うなよぅ」

「むぐぐぐぐ」

　塗と布ふされた薬剤のぬるぬるを利用して軟体生物のような脱だつ出しゆつを敢かん行こうしたイオを、ラマナはなんなく押さえつける。ラマナの指は吸い付いて離はなれることなく、彼女の肌はだが薬液よりなおぬめるように動き、絡からみつく。

　密着状態を脱することがどうしてもできない。

「ういひひひ、諦あきらめておとなしゅうせい」

「いーやーだ─────」

「これか、この格好がええんか？」

「ぎゃああああ！」

　そんな風に男の純情が危機を迎むかえていたそのときだ。

「ラマナ、レポートで少し確認して欲ほしいところがあるんだけど」

　スライド式のドアが開いて、ニルファが現れる。

「いま、よ、ゆう、は……」

　入ったときにはノートサイズのタブレット型端たん末まつに目を落としていたニルファは、こちらの惨さん状じように気付いて言葉が止まった。

　というか、イオにとってこれが救いだったのか、それとも、新たな悲劇でしかないのか。

　なにしろ、イオは抵抗の末にラマナの寝技でとんでもない格好で固められていたし、男の純情は敏びん感かんすぎるしで……

　そしてそれらが、角度的にドア側に向けられていたわけで。

「なにをしているんですか？」

「え？　メンテナンスのマッサージだけど？」

　ラマナはしれっと言いきるが、さすがにニルファはそれを信じなかったようだ。

　ニルファの紅潮が止まらない。

　それが、羞しゆう恥ちではなく、いやもしかしたら羞恥もあるのかもしれないが、それよりもなによりも怒いかりであることを、イオはもう少ないながら経験で知っているわけで。

「あ、ニルファも交じる？」

　気付かない顔で彼女の爆ばく弾だんに火を点つけるのがラマナだということも、もう知っているわけで。

「あ、あなたたちは───────────────────‼」

　なぜかイオまで悪いことにされて、彼女の雷かみなりを浴びることになるのだった。







　02　心臓に触ふれる







　自分で望んだつもりはない。

　だけど、気が付けば優等生的な扱あつかいを受け、そして集団の中でそういう立ち位置に据すえられている場合が多かった。初等科のときも、護法官の学校にいたときもクラス委員長だったし、生徒会長もやった。

　そういえば、幼よう稚ち園えんのときもよく下の子たちの世話をいつの間にか受け持っていたような気がする。

　つまり、自分という人間は、そういうことをしてしまう性格なのだということだろう。

　たった四人のこのグループの中でも、気が付けばニルファはそういう位置にいた。

「わたしがしっかりしなくては」

　そう呟つぶやいたニルファは、移動要よう塞さいのメンテナンスルームにいた。

　ニルファの監かん視しの下もと、ラマナに役目を全まつとうさせ、速すみやかに追い出す。彼女のマッサージで絞しぼり出された法則の澱は洗い流され、部屋は清潔さを取り戻もどしている。

　部屋の中央には、さきほどまであったマットはなく、代わりにとても大きなガラス状の板があった。

　無骨な金属の枠わくに囲われたそれの上で、イオは眠ねむらされている。

　ガラス板のすぐ上ではない。

　この世代の平均よりやや高い身長を持つイオの体は、宙に浮いていた。

　機き士しには、最低でも三人の護法官が付く。それは機士の戦いを支し援えんするこの移動要塞を機能させるためには、最低でも三人が必要だということでもあるし、それ以外の役目もある。

　起点、補助、超ちよう常じよう。

　護法官という制度を思いついた人物は、世界をその三つにわけて考えた。

　起点というのは、人間そのものだ。人は己おのれの身を通してしか世界を感じられない。

　補助というのは、その人間をまさしく補助するもののことだ。補助されることによって、人間は体感する世界を広げることができる。

　そして超常とは、多くの人間が、普ふ通つうでいるだけでは感じられない存在や法則のことを指す。人間がこの世界で体感できる最高位の法則がこれだ。

　この世界にありながら、多くのものが存在を知ることができない法則。

　かつてはそれを、魔ま法ほうや魔術と呼んでいた。

　護法官はその三点を分担し、機士のサポートを行う。

　つまりは肉体のメンテナンスを担当するラマナ。

　つまりは装具と呼ばれる機士の戦せん闘とう道具を用意するユユ。

　そして、ニルファ……

　ニルファは護法官を育成する機関において、この『超常』の部分を専門的に教育された。

「召喚コール。万象回帰魔法陣メンテナンス・コード」

　ニルファはガラス板の端はしを撫なで、そう呼びかける。ガラス板はモニターに変じ、指が触れた部分で波は紋もんを光らせると、画面の上部にそれを展開させる。

　宙に浮くイオを上下に挟はさむようにして円が生まれる。円は様々な文字や紋もん様ようで飾かざられている。

　魔法陣コードと呼ばれるものだ。

　三次元の世界に突とつ如じよとして現れた二次元的な線の集合体。

　これこそが現代の魔法だ。そしてこのテーブルのようなガラス板は、メンテナンスルームのために用意された特注のタブレット型端末であり、現代の魔法使いが使う杖つえであり、書であり、魔法陣コードそのものだ。

「魔法陣コードスタート」

　イオを挟んで展開した魔法陣コードがその様相を変化させる。円や文字、紋様を織りなす黒い線が、一部分剝はく離りし、伸しん張ちようし、先せん端たんが枝分かれした。

　触しよく手しゆのようなそれが、イオの全身を撫で回す。

「肉体の『澱おり』の残留濃のう度ど、安全基準をクリア。生命維い持じ魔法起動。起動確認。カンナカムイの心臓への外部接せつ触しよく開始。成功」

　戦闘時のオペレーターぶりそのままに状じよう況きようを呟きつつ、タブレットの画面や宙に浮いた魔法陣コードに指を当て、流し、操作していく。

　その度たびに魔法陣コードから伸のびた触手がイオの体に触ふれ、必要なことを済ませていく。

　イオの左胸。心臓のある部分に触手が伸びる。

　触れた瞬しゆん間かん、胸の部分に魔法陣コードに似た紋様が現れた。

「カンナカムイの心臓へ一時停止信号発信。受信確認。停止確認」

　触手が微び細さいな光を、その紋様に伝え、紋様は光を受け取る。

「カンナカムイの心臓、摘てき出しゆつ」

　ニルファの声が緊きん張ちようを帯びてそう呟いた。

　その途と端たん、さらに複数の触手がイオの胸に伸び、そして紋様の中心を通過して肉体の内部へと侵しん入にゆうする。

　彼の胸に描えがかれた紋様が滲にじむように色を帯び、緩ゆるやかにその色を変化させる。

　潜もぐる挙動を続けていた触手たちが停止し、数秒震ふるえ、そして動きを逆に変える。

　紋様をすり抜ぬけて戻ってきたそれは、黒い塊かたまりを摑つかんでいた。

　誰が見ても、これがそれだと思うものはいないだろう。

　それはあまりにも黒々しく汚よごれ、そしてその汚れの隙すき間まから覗のぞく鋭えい角かくさは筋組織の塊である本来のそれとは似ても似つかない。停止信号を受けて脈動すらしていないそれは生物的でさえなく、かといって無機物と呼ぶにはどこかに生々しさを潜せん在ざいさせている。

　不可解を塊にしたようなもの。

　これが、カンナカムイの心臓。

　侵しん蝕しよく晶しよう核かくによる異界侵蝕に対たい抗こうするため、人類が英知を結集させて完成させた、異界の才がある者に与あたえた心臓が、これだ。

「召喚コール、異相物排除魔法陣クリーニング・コード。カンナカムイの心臓の洗せん浄じようを開始します」

　摘出された心臓は触手が離れてもなおその場に浮き続け、イオ同様に魔法陣コードで上下を挟まれる。二つの魔法陣コードは光で繫つながり、半はん透とう明めいの筒つつを形成すると、内部を光で満たした。

　光はその激しさを筒の内部に押しとどめ、その隙間で黒を乱れさせる。筒を形成する半透明の内側にときに黒が張り付く。粘ねばるそれはゆっくりと下に落ちていき、溜たまる。

「異相物排除魔法陣クリーニング・コードの起動時間終しゆう了りよう。心臓の濃度確認。正常。剝離物を廃はい棄き」

　次の瞬間、筒の下部に溜まっていた黒い粘りが別に出現した魔法陣コードに密みつ封ぷうされ横へとスライドする。

　勢いよくスライドした魔法陣コードは、ある瞬間に突如として消失し、黒い粘りだけを床ゆかにぶちまける。

　魔法陣コードが存在できるのはタブレット型端末の上でだけだ。

　肉体や内臓に蓄ちく積せきした法則の澱は、ラマナの特別なマッサージによって排はい除じよ可能だが、魔法という超常の法則を駆く使しして完成されたカンナカムイの心臓には、彼女の技術は通用しない。

　それが、超常を担当するニルファの仕事、その一つだ。

　床に落ちた粘りを無視し、ニルファはそれを見る。

　洗浄を終え、異相物排除魔法陣クリーニング・コードの筒から解放された心臓は、さきほどまでとは違ちがった。

　白かった。黒い粘りの下には白い無む垢くがあった。ひっそりと絡みつく赤い線には完かん璧ぺきさを崩くずす生物の愛あい嬌きようがあるようにさえ思え、その様子を見たニルファは自分が安あん堵どしていることに気付いた。

　慌あわてて、表情を引き結ぶ。

「『澱』の排除行程終了。これより、内部精査に移行する」

　彼女の手が、タブレットのモニターから離はなれ、ゆっくりと持ち上げられる。

　心臓へと近づいていくニルファの両手に魔法陣コードが現れ、回転する。

「護法童子魔法陣セーフテイ・コード起動。これより、直接接触によるシンクロ・チェックを開始します」

　そう言ったニルファの頰ほおはわずかに赤味を帯びていた。

「これは、わたしだけの役目」

　趣おもむきの違う呟きは、空気を淡あわく揺ゆらして消える。

　そして、ニルファの手が心臓に触ふれる。

　カンナカムイの心臓。

　機士の心臓。

　イオ・オリベという人間を支える心臓に、触れる。

　この心臓に触れて覗き見えるもの、溶とけ混ざる感かん触しよくに期待と貞てい節せつと義務感が渾こん然ぜんとなって火花を散らす。

「しっかり、しなくちゃ」

　そう呟きつつ、没ぼつ入にゆうする。




　ニルファの視界に、光が広がった。
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　お小言はうんざりだ。

　だが、かかってきたケータイの発信者にラウの名があれば出ないわけにはいかない。

　たった一人の双ふた子ごの弟。

　たった一人の家族だから。

「なんだあの戦いは」

　だから、まず間ま違ちがいなくお小言だろうなとわかっていても、ケータイの着信ボタンを最後には押してしまう。

「なんだって、なにが？」

　冷え切ったような低い声が第一声からイオを責める。イオは、鼻白みながらも抵てい抗こうした。

「遅おそすぎる。現地到とう着ちやくから戦闘状態になるまでに何分かかってんだ？　あそこはもう人間世界じゃないんだぞ。竜りゆう質しつがあるからってのんびりしてたら、息を吸っただけで即そく死しする可能性もあるんだ」

「空間の状態は、ニルファが見てくれてるよ」

　予想通り過ぎて泣ける。ぐったりとした気分でイオは言い返す。

「そんなことは当然だ。だがな、おまえのとこの護法官に未来視の能力でもないかぎり、竜圏けんでのんびりしてる理由になんかならねぇんだよ」

「ぐぅ」

　正論過ぎてなにも言い返せない。イオは唸うなるしかなかった。

「いいか、竜圏幻装ドラグリミツト・フアンタジアなしの機士なんて、運動能力が高いだけの人間でしかないんだからな」

「わかってるよ」

「……わかってねぇよ」

「なんでだよ。わかったって……」

「わからなきゃいけないのは、兄貴じゃなくて、護法官だって……兄貴、ほんとにわかってるか？」

「どういうことだよ」

「竜圏幻装ドラグリミツト・フアンタジア。機士の能力を最大に発揮するあの儀ぎ式しき魔法がないと、おれたちはあの石ころどもと戦えない。わかってるか、あいつらがミスっても死ぬのはおれたちだって」

「そりゃ、そうだけど……」

「まじめに手順踏ふんでりゃ偉えらいってもんじゃないんだ。あいつらがやることは、おれたちをさっさと戦わせるようにすることだ」

「でも、みんなあれが初うい陣じんだったんだから、仕方ないだろ」

「相手に言うのか？　初陣だから手加減して死んでくれって？」

「ぐぅ」

　またも正論だ。

「死にたくないなら、護法官どもによく言い聞かせるか、さっさと軍の連中に次の護法官を連れてこさせろ」

「でも、次の護法官を連れてきたって僕や戦場に慣れるのに時間がいるだろう。誰だれが来たって一いつ緒しよだよ。わかり合うには時間がいるんだ」

「その間に死んだらどうするんだって、おれに何回言わせる気だよ。わかってるのか？　おれたちはもう、助け合えないんだからな」

「それは……」

「機き士しになって、カンナカムイの心臓をぶち込んだときから、おれたちはもう同じ場所にいられないんだ。助けてやれないんだから、お前がちゃんとしないとだめだろうが！」

「だから、ちゃんとしてるって言ってるだろう！」

　カッとなってイオは叫さけんだ。

　あとは、泥どろ沼ぬまのような口くち喧げん嘩かが続いていく。

　なにがきっかけかわからないが、気が付いたら電話を切っていた。

「ああああああああああああああああ、もう！」

　通話終了の文字を見ていられず、イオは頭を抱かかえる。

　戦場から戻もどってきたその日の、就しゆう寝しん前のことだった。

「はあぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ…………」

　長いため息を肺いっぱいの空気で表現しても、気分の重さはなくならない。

　なにより、口喧嘩をしながら、お互たがいに遠えん慮りよがあるのがわかって、そのことにもイライラとした。

　どちらも昔の失敗を餌えさに詰なじったりしなかった。

　昔のことを引き合いに出して、いまやっている喧嘩をくだらなくしたりしなかった。それだけまじめに語っていた、というだけではない。

　過去に触れたくなかった。

　機士になる前のことを、あの頃ころのことを語りたくなかったのだ。

　そういう空気がラウにもあったし、イオにもあった。

　二人揃そろって昔を思い出すなんて、考えただけでも辛つらくなってしまう。

「なんで…………ああ、もう！」

　なんでこんなことになったのか？

　そんなことを思うことは、いまでもけっこうある。

　考えたくなくても、考えてしまう。

　そこら辺に転がっていそうな平へい凡ぼんな家庭の平凡な双子……イオとラウはそういう兄弟だった。

　特別なことはなにもない毎日が続いていくだけのはずだった。

　そう思っていた。なにか凄すごいことができそうな、なにか凄い人になれそうな、そんなことを夢に思ってみたり夢だと諦あきらめてみたり、そんなことを繰くり返す平凡な日々が続くのだと思っていた。

　だけど気が付けば、自分は機士になっていて、ラウも機士になっていて……

　家族はいなくなり、リーシャもいなくなり、故郷は不認知領域モザイクウオールに吞のまれてしまっていた。

　特別といえば特別だが、残されてしまった双子の、双子のはずなのに嚙かみ合わない感じはどうすればいいのか……

　どうしてこうなった？

　原因はわかりきっているのに、考えずにはいられない。

　そして考えようとしたら、一つのノイズが頭を巡めぐる。

　あの日、繫つながった手を砕くだいた轟ごう音おんを思い出す。その轟音に吞まれてかき消えたラウの叫びを思い出す。

「あいつ、なんて言ってたんだ？」

　聞こえていたような気がするのに、意味が思い出せない。それはつまり、聞こえていなかったということではないのか？　轟音が全部を消してしまって意味なんてなくしてしまっていたのではないか。

　だけど、言葉はかき消えていても、ラウが叫んだという感触はイオに届いている。その感触がいつまでも耳と胸から離れない。

　声に宿った心だけが意味不明に止まっているのか、それとも、あまりのショックでイオが言葉を忘れているだけなのか。

　正体不明のモヤモヤがイオをざわめかせる。

　だが、今日はとにかく、疲つかれてしまっていた。

「あ、そういや、どうやって今日の戦いを知ったんだろ？」

　ふとその疑問が浮うかんだが、確かく認にんする気力はなく、明日に回すことにした。

　とにかく今日はもう、寝ねる。

　寝る以外に気持ちを落ち着かせる方法がなにもなかった。
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　コーネリア市は現在『最前線都市』の指定を受けている。

　この指定が解ける見込みは現在のところ、不認知領域モザイクウオールに吞まれる以外にはない。十年前には人口百万人を記録したほどの大都市であり、経済は現在も活発だが、この指定がなされたため、急激な住民の移動が起きている。

　この指定を受けて軍施し設せつも急に活気づき、防衛に適した都市改造計画が立案され、現在、大規模な工事が進行している。

　重機は昼夜を問わずに重い音を響ひびかせ、兵器を満まん載さいしたトレーラーが列をなす様を見かけない日はない。

　急速に世界の危機に立ち向かう都市に変へん貌ぼうしようとしている。

　それが、現在のイオが住んでいる街だ。




　朝食の席でニルファに昨夜の疑問を聞いてみた。

　どうして、ラウがイオの戦いぶりを知っていたかという疑問だ。

「護法官の戦せん闘とうレポートは軍の確認を経た後は、資料室に収められます」

「ふんふん」

　朝のテーブルには四人分の料理が並ぶことになる。

　つまり、イオに、ニルファに、ラマナに、ユユだ。

　機士と護法官の三人は同じ場所で暮らしている。

　いまは、キッチンにはイオとニルファしかいないが、やがて残る二人もやってくることだろう。

　サービスワゴンに載のせられた朝食をニルファがテーブルに並べている。イオも手伝おうとしたのだが、ニルファに座っているように言われてしまった。

　料理は、四人のうちの誰かが作ったものではない。

　イオたちの暮らしているこの建物は、一見、普ふ通つうのマンションのように見えるが、実はそうではない。

　この建物全すべてが、機士であるイオ一人のために用意されたものだ。

　なので、この料理も専任の料理人が用意している。生活空間にはあまり立ち入らないで欲ほしいというイオの要求があるので、定時になるとこうしてサービスワゴンがドアの前に置かれることになるが、そうでなければ配はい膳ぜんまでやってもらうことも可能だ。

　だが、そこまでやってもらうのはどうかな、というのがイオの考えだ。

　だから、できれば自分でもなにかしたいのだけれど、ニルファがそれを止める。

　……というか、できればニルファたちとも別で暮らしたかったのだけれど、それは却きやつ下かされてしまった。

　護法官の仕事は機士の戦闘をサポートするだけではなく、護衛的なことも兼かねているということらしい。

　イオとしてはいまいち納なつ得とくできなかったが、どれだけ言っても曲げられなかったのでしかたがない。

　ニルファの話は続いている。

「資料室に収められた後は、他の機士たちにも閲えつ覧らんは可能です」

「あ、そうなんだ」

「護法官からのレポートだけではありません。移動要よう塞さいにも超ちよう望遠カメラが装備されていますし、戦闘中は無人偵てい察さつ機も数機飛んでいます。さらに大気圏けん上の監かん視し衛星も戦闘を記録していますので、資料室に収められたものなら、それらの映像を確認することもできます」

「あー……なるほど」

　となると、ラウがあんなに詳くわしくイオの戦いを知っていたのも納得できる。

　戦闘が終わって一日も経たっていないのに、もう閲覧できるというのもきっと凄すごいことなのだろうけれど……

「あいつ、暇ひましてるのか？」

　すぐに閲覧して文句を言ってくるラウに、イオは少しばかり呆あきれた。

「どうかしましたか？」

「あ、いや……なんでもないよ」

「そうですか。あ、そうでした」

　なにかを思い出した様子で、料理を並べ終えたニルファはキッチンから飛びだして、そしてすぐに戻もどってきた。

　その手には一枚のカードが握にぎられている。

「本部から、イオさんのＩＤが届きました。これで《ロビー》に参加できます」

「《ロビー》？」

「機き士しの方々が会合をするオンラインスペースです。説明はもうされていると思いますが？」

「あ、あーあー、そういえばそんな名前だった！」

　思い出して、イオは手て渡わたされたカードを改めて眺ながめる。

「これで、弟さんと顔を合わせてお話しできますね」

　そう言ったときのニルファの顔は微笑ほほえんでいた。イオが喜ぶと思ってくれている顔だ。

「そうだね、ありがとう」

　昨日の冷たさはどこへやら、今日は優やさしい雰ふん囲い気きがあって、その雰囲気の変化に吞のまれてしまって、イオは彼女をまっすぐに見られなかった。

　そして、もしかして、と考えが浮かぶ。

「……昨日は」

「はい？」

「いや、昨日って初うい陣じんだったからさ。やっぱり緊きん張ちようしてた」

「それは、もちろんです」

　即そく答とうしたニルファは、照れくさいのか、顔を背そむけた。

「昨日だけではありません。護法官としてイオさんの下に配属されて、まだ一週間も経っていませんので」

「あ、うん。そうだよね」

　護法官としてニルファたちを紹しよう介かいされたのは、機士としての訓練過程を終しゆう了りようしてすぐのことだった。

　それから昨日の初陣まで、一週間しかなかったのだ。その時間もこの都市への引ひっ越こしやらで色々あって、お互たがいの性格をなんとなく理解することはできたけど、落ち着いている時間はほとんどなかった。

　こんな風にのんびりとした気分で朝食を摂とっているのも、実は今日が初めてだったりする。

「……やっぱ、しかたないよな」

「え？」

「いや、なんでも」

　昨夜のラウの小言のことだ。

　だけど、それをニルファに言う気はなかった。

　鼻歌でも歌いたそうな顔でフルーツジュースをグラスに移している彼女を見ていると、どうしてもそういう気分になれなかったのだ。
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　それから、ラマナとユユも起きてきて、みんなで朝食を食べて、それから出かけて……

　イオたちは学校へと来ていた。

　その教育施し設せつの名は、コーネリア第三学園という。初等科から高等科までをまとめた教育施設がコーネリア市には複数あり、イオたちが通うここもまた、その一つということになる。

　イオとニルファとラマナは、高等科の廊ろう下かを歩いていた。

「入学式に出れなかったな～」

　どうしても気になって、口から出てしまう。

「意外に細かいなぁ、イオは」

　隣となりでラマナが呆れた顔をしている。

「むしろ、目立っていいじゃない」

「目立ちたくないの、僕は」

「ふうん、変な奴やつ」

「いや、変ではないと思うけど」

　ちなみに、ユユは初等科なので途と中ちゆうで別れている。

　イオたちはニルファの先導で職員室に向かっていた。

「そういえば、ニルファはなんでメガネしてるんだ？」

　イオは気になっていたことを口にして、前を進むニルファを覗のぞき込んだ。

「そうそう、それは気になった」

　ラマナも一いつ緒しよになって、覗き込む。

　二人で挟はさむようにして同じことをすると、ニルファは居い心地ごこち悪そうに視線をさまよわせた。

「目、悪かったっけ？」

「いえ……」

　ニルファは小さく頭かぶりを振ふる。歩く速度を緩ゆるめないのでイオたちが彼女の隣に移動した。

「なんとなくなんですが、勉強するときにはメガネがある方が覚えられる気がするので」

「へぇ」

「……変でしょうか？」

「いや、いいんじゃない？　似合ってるよ。雰囲気が変わって、新しん鮮せん」

　頰ほおを赤らめるニルファに、イオは素す直なおに感想を述べる。

「…………」

　すると、ニルファがさらに顔を赤くして俯うつむいてしまった。

「え？　あれ？」

　間ま違ちがったことを言ってしまっただろうか？　足を速めて先に行ってしまった彼女に、イオはラマナを見た。

「あれ、なんか変なこと言った」

「いいや～」

　そう言いつつ、ラマナはニヤニヤと笑っている。

「なに？」

「順調にハーレムエンドに向かっているなぁって」

「どういうこと？」

「あーでも、ユユはやめといた方が良いね。なにしろ十歳だもんね。機士様の権力でごり押しちゃったら、ほら、好感度が……」

「だからなんの話だよ！」
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　ニルファは先に行ってしまってラマナの話を聞いていなかった。

「いやだな～そういう話じゃん」

「お願いだから会話を成り立たせて」

　イオの願いはラマナにはまるで通じない。

　そんなこんなをしているうちに職員室に辿たどり着き、イオたちは担任になる女性と顔合わせをして、そのまま教室へと案内されていく。

　彼女はメグ・ローランと名乗った。担任になるぐらいにはキャリアがあるはずなのに、新人教師のような雰囲気のある女性だ。

「話は聞いているわ。三人とも大変だったわね」

　廊下を進みながら、メグ先生が言ってきた。

「生まれ故郷からの避ひ難なんは大変だったでしょう」

「ええまぁ」

　遅ち刻こくの理由は、いまのマンションへの引っ越し手続きが遅おくれたため、ということになっている。

　イオたちが住むマンションの一部が避ひ難なん民みん向けの寮りようとして開放されており、イオ、ニルファ、ラマナ、ユユはその寮に住んでいる同寮の仲……そういう仮かり初そめの経歴ができているらしい。

　イオたちが一緒の生活空間に住んでいるなどとは誰だれも思ってはいない。

「実は、わたしも避難民なの、あなたたちとは別の都市だけど。なにか、困ったことがあったらなんでも言ってね」

「ありがとうございます」

　それが自分の役目だといわんばかりにメグ先生の相手はニルファがしてくれる。イオは黙だまって付いていけばいいだけだった。

「転校っていうわけではないのにあれだけど、知らない顔で二日目からっていうのも第一印象の問題があるからね。ちゃんと紹介させてね」

「わかりました」

「それにしても、三人揃そろって同じクラスっていうのも奇き遇ぐうよね」

「ええ、本当に」

　そんな風に話が進み、教室に着く。

　メグ先生とともに教室に入り、転校生でもないのに転校生のような扱あつかいで自己紹介をした。

　そんなこんなで、イオの高等科の生活が……

　そして、新しい都市での新しい生活が、ようやく始まった。

　イオには、そういう風に感じられた。
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　授業の合間の休きゆう憩けい時間だ。

「ふうん」

　自分の席から教室を眺めて、イオは声を漏もらした。

「どうしました」

　イオの小声をニルファが聞き逃のがさなかった。

「やっぱり、僕が機き士しなのは内ない緒しよだよね？」

「もちろん」

『機士』という単語を出したことさえ咎とがめる様子で、ニルファが教室を見る。気をつけていたので当然だが、こちらを見ているクラスメートはいなかった。

　入学式二日目にして転校生的な扱いという、よくわからない状態の三人だが、やはりクラス全体がいまだに馴な染じんでいなかったので、それだけで目立つということはなかった。

　なにより、いまこのコーネリア市で避難民は珍めずらしい存在ではないだろうし、それだけにその言葉を使えばだいたいの違い和わ感は誤ご魔ま化かされてしまう。

　その上、ラマナがその目立つ容姿と性格で男女の視線を集めてくれていることもあって、こちらを見ているクラスメートはいなかった。

「あなたがソレと知られたら、それだけで危険ですので」

「でも……」

「英えい雄ゆうとして、単純にすり寄ってくる者だけならまだいいですが、それだけではありませんので」

「それだけって……？」

「あなたは、あなたの故郷を守れなかった方を、許せますか？」

「…………なるほどね」

　ニルファの質問ですぐに理解できてしまった。

　人類圏けんは、侵しん蝕しよく晶しよう核かくによってその生存領域を削けずられていっている。イオはその被ひ害がい者しやだし、担任のメグ先生もそうだと言っていた。学校の中にも他にいるだろうし、コーネリア市全体でもたくさんいるはずだ。

　イオは双ふた子ごの弟以外の全すべてを失った。

　家族も幼おさな馴な染じみも、学校の友人も、弟と共同の部屋も、なにもかもを失ってしまった。

　そして、二人して機士になって、ついにはお互いに直接会うこともできなくなった。

「機士は、その心臓のおかげで強力な戦力を手に入れていますが、その心臓のために同じ者同士がそばにいることはできません。共鳴現象による暴走、そしてまだ健常な人類生息圏けんに竜りゆう圏を発生させる可能性があるからです」

「わかってるよ」

　昨日のやりとりを思い出して、少しだけ暗い気分になった。

　機士は同じ戦場にはいられない。

　戦場でも同じ場所にはいられない。

　機士となるために移植されたカンナカムイの心臓が、同じ場所に機士が存在することを許さない。

「一人で戦わなければならない機士の責任は重大です。そんなあなたに、余計な負ふ荷かをかけたくはありません」

　だからこそ、イオが機士であることは秘密にするべき。ニルファはそう言いたいのだ。

「そうだね。うん、ごめん」

「いえ……」

　ニルファから、イオは教室に目を向けた。ラマナを中心にできた男女の輪から明るい笑い声が溢あふれている。

　あの中にも、もしかしたらイオと同じような避難民がいるかもしれない。

　そんな人物に、イオが機士であることを明かしたらどうなるか？

「そうだよなぁ」

　イオはしみじみと呟つぶやいた。

「……イオさんは、恨うらんではいないのですか？」

「え？」

「機士をです」

「うーん」

「あなたの故郷が滅ほろんだのは機士が敗れたからです。あなたは、その機士を恨まないのですか？」

「でも、その機士ってもう亡なくなってるんでしょ？」

「…………はい」

「なら、恨んだってしかたないじゃん」

「そうですね」

　そう答えてはいるが、ニルファの返事は納なつ得とくしているという感じではなかった。

「やっぱり、変かな？」

「そんなことは……」

「先生にも、もっと憎ぞう悪おの感情を表に出せって言われたよ。わかりやすい感情は戦う動機として最適で、迷わないって」

「それは、わかります」

「失敗したアイツとは違ちがうところを見せるんだとか、故郷を消したアレが許せないとか、そういう感情が表に出せないのに、なんでなったのかって、怒おこられたりもしたよ」

「……はい」

　アイツというのは機士で、アレが侵蝕晶核だ。

　恨む気持ちがないわけではない。だけど、それを理由に機士になったわけではない。

「ラウはきっと、素直に恨んでるんだろうなって思うんだ」

「……どうして、そう思われるんですか？」

「先生がよく比ひ較かくに使ってたしね。弟と違うって」

「そんなことを言ったのですか！」

「え？　ちょっと……」

　いきなり、ニルファの態度が急変した。

　席から立ち、顔を真っ赤にして声を上げるニルファに、イオは目を丸くした。

「許せません。その方の名前はなんですか？　正式に抗こう議ぎします」

「いや、そんなことはいいから」

「いいえ！　そういうわけにはいきません。イオさんはご自分がどのような立場か……」

「そこまでぇぇ！」

　危険な単語が出る予感に、イオは機先を制して叫さけんだ。

「はっ！」

　イオの叫びにニルファは我に返ると、瞬またたく間に顔を赤くして映像を逆回しするような勢いで席に座り直した。

「し、失礼しました」

　周りの視線が集まっていることに気付いて、ニルファは俯うつむく。

「どうしたの？　いきなり」

「まだシンクロが完全ではないので、未み確かく認にん情報に思わず」

「未確認情報？」

「いえ！　なんでもありません！」

　意味不明なことを言ってさらに顔を赤くする。イオは首を傾かしげるしかなかった。

　教室中の視線が一度集まったことで、話がしづらくなってしまった。

「すいません」

「いいよ」

　謝られるとむしろ困る。

　イオはとりあえず危険な単語が出なさそうな方向に話題を修正することにした。

「それより、なんでラウはあんなに変わったんだろうな。まったく、小言ばかりで嫌いやになる」

　そうやって、ニルファから気き遣づかいの空気を追い払はらう。

「……なにか、差はなかったんですか？」

「差？」

「被ひ災さいしたときの……」

「あーうーん……」

　ニルファが口ごもった内容を理解して、イオはまたも首を傾げる。

「だってさ、僕はこれがこれだから」

　そう言いながら、イオは自分の目の辺りを指で叩たたいた。

「あ……すいません」

　ニルファにまたも謝らせて、気まずい空気になってしまった。

　もうしわけない顔のニルファを宥なだめつつも、イオの頭の中で不ふ明めい瞭りような記き憶おくが再生されようとする。

　不明瞭だから、不具合が起きて、結局は再生されない。

　あの叫びもそうだけど、その後にどうなったのかもわからない。全てが暗くら闇やみに吞のまれてしまって、決断を迫せまられるそのときまでわけがわからないままだった。

　そして、わけがわからないままにしてしまっている。

　気が付けば双子は機士の資格があると言われ、勧かん誘ゆうされて、機士になってしまった。

　全てを不明のままにして、イオは機士になってしまった？

「いや……」

　不明なだけじゃない。

「なにか言いました？」

「なんでもないよ」

　漏らしかけた言葉を笑えみに変えて、イオはごまかした。

　チャイムが鳴って、授業が始まる。




「よう！」

　物思いに耽ふけっている間にその日の授業は終わってしまっていた。

　入学式二日目ということで、授業は午前中までしかなかった。

「時間あるか？　学食がどんなもんか試ためしに行くんだが、一いつ緒しよに行かねぇ？」

　前の席の男子がイオにいきなりそう言ってきたのだ。

　名前は確か、ジョイシボル・モルだったはずだ。

「あ、行く」

　彼の雰ふん囲い気きになんとなく圧あつ倒とうされつつも、誘さそいに反射的に乗ってしまった。それから思い出して視線を隣となりの席に飛ばした。

　ニルファは知らない顔をしている。少し離はなれた場所にいるラマナもこちらを見ない。無関係を装よそおうのか、どちらにしても止める気はなさそうだ。

「よし、行こうぜ」

　勢いの良い声に背を押され、イオは席から立ち上がった。

「あ、ジョイ、どこに行くのよ」

「メシ」

　背中にかけられた女子生徒の声に、ジョイシボルは素っ気なく答える。

「待って、わたしも……」

「男の友情の邪じや魔ますんな」

「あ」

　未練ありげな声を無視し、ジョイシボルはさっさと教室を出て行く。イオは気になりながらも彼を追いかけた。

「ジョイシボル、あれでよかったのか？　なんなら一緒でも」

「いい、いい。腐くされ縁えんなんだ」

「へぇ」

「それよか、サイカ……あいつも言ってたけど、おれのことはジョイでいいから」

「あ、じゃあ僕はイオで」

「おお。って、別にそれなにも変わってないな」

「実はね」

　そう言って、二人で軽く笑い合う。

　なんだか気が合いそうだ。

　そんなことを思いながら食堂に向かった。




　ジョイシボル……ジョイはいい男だった。

　不認知領域モザイクウオールに近い都市ほど人種の混在と混血化が進むといわれるが、ジョイは中東エイブラ地方の濃こい顔立ちを、しかも良い部分ばかりを継けい承しようしていた。鋭えい角かくな頰ほおのラインや目を際きわ立だたせる長くて濃い睫まつげなど、美しく感じさせる部分をこれ以上なく美しくしたような作りで、甘いマスクという言葉をこれ以上ないほどに体現している。

　極東ジファン地方の純血であるイオとは大きく違う。

　そんなジョイがカツオスープのウドンメンを美味おいしそうに音を立てて啜すする姿はちょっとした違い和わ感がある。人種と文化のずれにはとっくに慣れてはいるのだが、現げん実じつ離ばなれした美男がウドンメンを啜る姿は、それとは違う奇き妙みような違和感がある。

「ん、どうした？」

「いや、好きなんだ。それ」

「おお！　ウドンメンは最高だ！」

　汁しるを散らさんばかりに大おお振ぶりな動作に、イオは少しばかりジョイから身を引いた。

「それにしても、なんで僕を誘ったんだ？」

　自分の分を食べながら、イオは聞いてみた。

「ん？」

「いや、ジョイなら他に友達がたくさんいそうだからさ」

「それがさ、おれは元々、この都市の人間じゃないんだ」

「あ、そうなんだ」

「おう。親父おやじが軍人でさ。こっちに転属っていうのか？　そういうので引ひっ越こしてきたわけ」

「へぇ……」

「あ、さっきのサイカの親父さんも同じ。そういうわけでさ、男友達がいなくてさ。で、昨日は昨日でなんか変なのに巻き込まれてさ、友達作り損そこねたんだよね」

「変なのって？」

「いきなり付き合ってくれとか」

「……はぁ。女子に？」

「もちろん」

「はぁ……」

「まっ、男もあるけどね」

「あるのかよ！」

「昨日は女だけだよ」

　どっちにしても、『告白される』などというものから縁えん遠どおいイオには羨うらやましい話にしか聞こえない。

「ばっか、そんなの迷めい惑わくだって。おれってプラトニック重視なのよね。だからさ、いきなり付き合いましょうとか言われても、ほんとわけわかんないんだよ」

「いや、すごいと思うけど。僕なんて、プラトニックかどうかも考えたことなんてないし」

「まぁいいよ、それは。ともかくさ、それで断ったらなんか変な空気になってさ。昨日は誰だれとも知り合えなくて、今日もなんか変な空気だったし」

「ああ、それで」

　遅おくれてやってきたイオならそういうことも知らないから気楽に声をかけられた。そういうことだ。

「悪いな」

「いや、いいけど」

　謝るジョイの顔に悪意はなく、イオは首を振ふった。

「僕もありがたかったし」

「助かる」

「はは」

　それから、食事が終わるまでの間に二人はすっかり打ち解けてしまった。

　気が合いそうだ。なんとなくだがそんな予感がして、イオはうれしくなった。

「あ、そういえば」

「ん？」

「ジョイが孤こ立りつしてたんなら、あのサイカって子も一人なんじゃないの？」

「いや、サイカは越してすぐに友達作ってたし、同じクラスだったし。おれより立ち回りがうまいから」

「あ、そうなんだ」

「そ、だから大だい丈じよう夫ぶだろ」

　そう言って、また美味しそうにウドンメンを啜る。

　ジョイは気楽にそんなことを言っているが、しかし実は大丈夫ではなかった。
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「ちょっとあんた……」

　変化が起きたのは、イオたちが教室を出て少ししてからだった。

　声に宿る剣けん吞のんさが教室の注意を集める。

　もちろん、ニルファもそちらを見た。

　そこでは、二人の女子を、五人の女子が囲むという構図ができていた。

「なんです？」

　なにやら言い合いを始めている様子にニルファは首を傾かしげた。構図としてはとても不ふ穏おんなのだが、数の差にまるで怯ひるむ様子もなく、立ち向かう姿勢を崩くずさない二人の女子に五人組の方がやや戸と惑まどっているという状じよう況きようだ。

　焦あせってなにかをしなければ、という状況ではなさそうなのでニルファものんびりとしている。

「男の取り合い」

　こっそりと近寄ってきて耳打ちしてきたのは、もちろんラマナだ。

「男？」

　その単語にニルファは眉まゆをひそめる。

「そっ、さっき、イオくんと一緒に食堂に行った男子、あれを取り合ってるの」

「ははぁ」

　そういえば、たしかに高等科らしからぬ見目の良さだった。

「で、二人組の片方が幼おさな馴な染じみみたいなポジションで、五人組のリーダーは昨日いきなり告コクって振られたんだってさ」

「それはそれは……」

　それを聞いて、ニルファは一気に興味を失ってしまった。

　男を取り合って集団で威い嚇かくするなんて。

「そんな動物のようなまねごと」

「そうそ、男は仲良く共同所有よね」

「……あなたとは永久に話が通じない気がします」

　こちらの言葉を完全無視したラマナの言葉に、ニルファは頭痛がしてきそうだった。

「あれ？　だったらあたしがイオくんとイイコトする仲になったら、ニルファは大人しくしているの？」

「…………」

「ちなみに、あたしは大人しくしないから」

「あなたっ！」

「まっ、いまはそんなことどうでもいいのよね。問題は、あれ。どうする？」

「どうするって……」

　女の戦いは、不毛な膠こう着ちやく状態に陥おちいっていた。

　教室の空気は微び妙みようなまま、そそくさと逃にげていった者たちはすでに教室にいないし、ニルファたちのように教室に残っている者たちは、じっとしてことの成り行きを見守っている。

「なにをしろと？」

　同じクラスにいるといっても、ニルファたちと彼女たちとでは根本的なところが違ちがう。彼女たちは学校で勉強をすることが本分だが、ニルファたちはそうではない。

　護法官としての役割こそが本分で、一生徒としてここにいるのはイオが望んだからという以上の意味はない。

　できることならイオには学校にも行かず、一いつ般ぱん人じんの立ち入れない軍の施し設せつ内で安全に生活をさせたいと思っている。

　だが、それをイオが望まず、『なるべくいままで通りの生活を送りたい』というので、こうして学校に通っているのだ。

　機き士しは一人で戦場に立たなくてはいけない。その精神的負ふ荷かは相当なものとなると予想されている。

　実際に、いままで機士になった者の中で、そういう精神的負荷から機士を廃はい業ぎようしてしまった者は多い。

　そういうことを起こさないためにも、私生活ではなるべく願いを叶かなえるように護法官やその他のスタッフは心がけている。

「放ほうっておけばいいのでは？」

　だから、ニルファ自身は学生生活にはなんの興味もない。

　彼に付き合ってここにいるだけのニルファとしては、必要以上にクラスのあれこれに首を突つっ込こみたくはない。

　おとなしく、無難に過ごしていたい。

「でも、いいの？」

「なにがです？」

　変に食い下がるラマナにニルファは彼女を見た。

「イオくんの友達の関係者でしょ」

「…………あ」

　ラマナの一言で、ニルファは考えを改めなくてはならなくなった。

「今日のこと知ったら、イオくんなんて思うかなぁ～？　さらに問題がややこしくなったりしたらどうなるかな～？　イオくんは優やさしいけど、行動パターンを集め切れてないから、こんな状況だとどうするかは、まだまだ読めないよね～？　どうするニルファ？　実験っていうことで観察を続ける？」

「止めましょう」

　そう言われるのを待っていたかのように、ラマナがにやりと笑う。

「まかせて、舌先一つでダウンさせてあげるから」

「待ちなさい」

　なぜ舌先一つなのか？　舌先でなにができるのか？　ニルファにはまるで想像ができなかったが、ややこしい状況が右から左に移行するだけだというのは本能的に察知できた。

　もちろん、ラマナは待たなかった。

　その後すぐに『舌先一つでダウン』が行われ、五人組のリーダーは泣きながら教室を出て行くことになるのだった。
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　　　　†




　イオとジョイが帰ってくると、ニルファとラマナに友達ができていた。

「お、サイカ」

「あ、ジョイ」

「なに、待ってた？」

「そんなわけないでしょ。あなたのせいでお昼を食べ損そこねたの」

「はぁ？」

　ニルファたちと一いつ緒しよにいたのは、ジョイの友人のサイカだ。

「あ、紹しよう介かいまだだな。サイカね」

　ジョイがそう言って、彼女の肩かたを叩たたく。

「適当紹介すんな。よろしく、サイカ・ピアーズよ」

「あ、どうも」

　サイカ・ピアーズはイオと同じ極東系だ。長い黒くろ髪かみを団子でまとめていて勝ち気な印象がある。

「それで、こっちがコットン・ミィド」

「よろしくね」

　コットンは西洋系のハーフという印象だ。薄うすい色の金きん髪ぱつで猫ねこのような目がくりくりと動いてイオを観察していた。

「やーさっきはすごかったのよ。ラマナちゃんが一発で撃げき退たいしてくれたんだから」

　コットンが興奮した様子でそんなことを言う。

　説明不足でよくわからないが、なんだかとても嫌いやな予感がして、イオはラマナを見た。親指をグッと立てるラマナに、その姿にこめかみを押さえるニルファという図は、きっとこれからも二人のこんな姿を見ることになるのだろうなと、イオはなんとなくそんなことを考えさせられてしまった。

「それより、イオってやっぱその二人と友達？」

「あ、同じ寮りようだから」

「ふうん」

　ジョイの指し摘てきにイオは即そく答とうしたのだが、彼の反応はなんとなく納なつ得とくしていないような含ふくみがあった。

「まぁいいや。それより昼がまだなんならなんか食べるのか？」

「食べるよ、みんなで、ジョイの奢おごりで」

「なんでだよ！」

　サイカの言葉に、ジョイが悲鳴を上げる。

「あんたのせいだからに決まってんじゃん」

　問答無用とばかりの勢いにジョイはあっさりと吞のまれてしまっている。

「まったく、この二人は面おも白しろいねぇ」

　そんなことを呟つぶやき、コットンがニヤニヤしている。

　楽しそうにしているコットンとは別の意味でイオは二人から目が離はなせなかった。

　ジョイとサイカの間にある空気感が、イオにはとても懐なつかしかった。

　それは弟とリーシャ、三人でいるときの空気にとても似ていたからだ。

「ああ、もういいよわかったよ、奢るよ」

　サイカの剣けん幕まくにジョイが降参する。

「イオ。と、ええと……ニルファとラマナだったよな？　おれのせいで迷めい惑わくかけちまったみたいだし、奢らせてもらうよ」

「もちろんあたしも」

　コットンが手を挙げる。

「え？　お前に奢る必要ってあるの？」

「あるよ！」

　ジョイとコットンがわいわいとやる中、ニルファがなにか言いたげな顔をしているのに気付いた。

「なに？」

「いえ、お断りしようかと」

「なにか用事があったっけ？」

「いえ、いつも通りのスケジュールですが」

　いつも通りのスケジュールというのは、帰宅してからのイオの訓練などのことだろう。あのマンションにはそういう施し設せつもある。

「そこまで遅おそくならないよ」

「しかし……」

「行こう」

　イオはニルファに手を伸のばした。

　機士になってニルファたちと顔合わせをして、このコーネリア市への配属が決まったとき、彼らの上に立つシルドア・ギア少しよう佐さは、イオにどうするか聞いてきた。

　普ふ段だんは普ふ通つうに暮らすか、それとも軍の施設で出しゆつ撃げきのときまで己おのれを磨みがくか。

　イオは、普通に暮らすことを選んだ。

　そのときにニルファたちの意見は聞かなかった。いや、聞こうとしたのだが、「イオに任せる」の一言で、その後は本当になにも意見を言わなかったのだ。

　だから、イオは、自分を含めた四人分の進路を一人で決めてしまったことになる。

「どうせだから、ちゃんと楽しもう」

「わ、わかりました」

　伸ばされた手に目を丸くしたニルファは、おずおずとイオの手を取る。

「なになに？　こっちはもう出来上がり？」

「ち、違ちがいます！」

　興味津しん々しんに顔を覗のぞかせたコットンに、ニルファが慌あわてて手を離す。

「そうそう、この二人だけじゃなくて、あたしも含めた三人」

「マジ？」

「もう、ネットネトよう」

「なにが⁉」

　首に腕うでを絡からみつけてくるラマナに、イオは悲鳴を上げる。

「……なんか話長くなりそうだから、とりあえず移動しようぜ」

　ジョイがやや呆あきれ気味にそう言い、ラマナも離れ、教室から動き出す。

　ニルファと一緒にラマナに文句を言い、彼女がそれを飄ひよう々ひようと受け流し、コットンが三人の中を聞きたがり、先を行ったジョイとサイカがこちらを促うながしてくる。

　そんなやりとりをしながら廊ろう下かを進んでいたときに、出くわしてしまった。

「あ」

　その女生徒は反対側からやってきて、集団のこちらに一いつ瞬しゆんだけ迷惑げな表情を浮うかべて脇わきに避よけた。

　イオは彼女とすれ違い様に目が合い、思わずそんな声を上げてしまった。

「…………え」

　向こうもこちらに気付き、声を上げる。

　女生徒は同じクラスではない。だが、同じ階ですれ違ったのだから、同じ学年だろう。

　それ以外はなにもわからない。

　ただ、ここではないどこかで見たことがある。それも一度や二度ではなく、何度も。名前を知らなくても話をしたことがなくても、同じ場所に長くいたという、覚えがあった。

「もしかして、ミズドアの……」

　そう言ったイオに、その女生徒は顔を引きつらせた。

「いや……」

　小さく、か細く、彼女はそう言った。拒きよ否ひの言葉だった。

　足を速めて、そのまま走っていった。

　いや、あれは、逃にげたのだ。

「おい、どしたー？」

　足を止めたイオにジョイが振ふり返っている。

「なんでもない」

　幸運にも、ジョイとその友人たちは気付かなかった。

　気付いたのはイオとニルファとラマナだけだった。




　　　　†




　どうして彼女は逃げたのか？

「彼女の名はヨーコ・ハクトセ。ミズドア市からの避ひ難なん民みんです」

　マンションに戻もどったときには、もう彼女の素す性じようは判明していた。

　ジョイたちと改めて昼食を食べている間に、ニルファはどこかに連れん絡らくを付けていたのだろう。そんな素そ振ぶりはまったく窺うかがえなかったけれど、彼女は現代の魔ま法ほう使つかいだ。そういうことだって可能なのかもしれない。

「やっぱり」

　予想通りだったので、イオは驚おどろかなかった。そう言われれば中等科で見たのかもしれない。クラスはたくさんあったので、まったく知らないまま卒業してしまう生徒だってたくさんいる。ヨーコはそういう人物の一人なのだろう。

　だけど、どうして彼女は逃げた。

「あれって、僕を見て逃げたよね」

「…………はい」

　イオを気き遣づかって言いにくそうにしながらも、ニルファは頷いた。

「同じミズドアの避難民なのに、なんで逃げたんだろ？」

「わかりません。調べますか？」

「あ、いや、そこまでしてもらうものでもないでしょ」

「そうですか？」

「うん」

　気にはなる。だけど、なんとしてでも原因を解明してしまいたいわけでもない。

「もしかしたらラウの方の知り合いだったりするかもだし。あ、そういえば《ロビー》ってどうなったの？」

　ラウの名前を出してそのことを思い出した。

「お望みならいつでも」

「ちょっと手に入れたい資料もあるしさ、行ってみたいんだけど」

「わかりました」




《ロビー》へ行くのに必要なものは、特とく殊しゆなヘッドセットと、長時間ゆったりと体を預けていられるものだけだった。

　魔法を用いた特殊なヘッドセットは、装着者の肉体を冬とう眠みんに似た状態で活動を低下させると、魂たましいをオンライン上に設定された電脳空間へと導く。

　つまりは、仮想された空間に意識だけが運ばれることとなる。

　ふらりと……

　放ほうり投げられるようにして現れた世界は円えん蓋がい状の空間だった。

「ここが……」

《ロビー》だ。

　機き士しの命であり、動力源であるカンナカムイの心臓の共鳴暴走を避けるため、機士同士は直接的に対面することはできない。

　だが、自分と同じ境きよう遇ぐうにある者がいない、接せつ触しよくできないということはその人物に予想以上の精神的負ふ荷かがかかることが判明し、苦肉の策としてこの《ロビー》が生まれた。

　ここで機士同士はお互たがいに顔を合わせ、会話をし、情報を共有する。

　心を保つ。

「えーと……」

　イオは緊きん張ちようしながら辺りを見回す。

　円蓋状の空間にはいくつものソファやらテーブルやらが並んでいる。それほど広いわけでもないので、その場にいるだけでほとんどを見ることができた。

　だから、すぐにわかる。

「誰だれもいねぇ……」

　現在、機士として活動している者の数は八人だと聞いている。

　連絡の途と絶だえた地域を除けば、現在確かく認にんできる全人類を守護している者の数が八人だということでもある。

　心臓の問題で、機士同士はこの場でしか顔を合わせることはできない。

　たった八人、それ以外にも護法官などの関係者が使うことがあるかもしれないが、この場所を本当に必要としている者は、世界でたったの八人しかいない。

　時差の問題もある。単純な生活リズムの問題もある。任務中の者もいるだろう。

　つまり、簡単にいえば、そうそう予定が合うこともない。

　そういうことでもある。

「なんだよもう……」

　脱だつ力りよくのあまりその場に座り込みながら、イオはそう呟つぶやいた。

　仕方ないのでラウの戦せん闘とう記録だけ借りて帰った。







　間章　ドールズ・アイ







　学校に通っている時間、ユユ・ハートレヴは仕えるべき機士と離はなれることになる。

　護法官としては許容しがたいことだが、イオが普ふ段だんの生活を学生として過ごすことを望み、それを護法官であるユユたちにも望んでいるので仕方がない。

　最も危険な場所に一人でいなければならない機士の精神的負荷を考えれば、これぐらいの望みは通してやらなければというのが、機士を支える組織の考え方だ。

　しかし、イオの望み通りに学生生活を満まん喫きつしてばかりもいられない。

　なぜなら、イオが機士であるように、ユユも護法官だからだ。

「…………」

　休きゆう憩けい時間を見計らって、ユユは教室を抜ぬけだした。

　一人になれる場所はすでに探してある。

　彼女は静かにその場所へと向かう。

　それは、体育館だ。

　授業が行われていなければ、閉じられている。ユユは正面を避けて裏に回る。ひっそりとある裏口に辿たどり着くと、針金のようなものを使ってあっさりと鍵かぎを開け、中へと入っていった。

　向かう先は放送室だ。

　体育館の放送室は発表会などでしか使われないような場所だ。この時間に近づいてくる人はいない。

　もちろん鍵はかかっているが、ユユはさっきの要領で鍵を開け、中へと入った。

　音おん響きよう器材の前に置かれた事務イスに座ると、手にしていたケースからそれを取り出す。目の周囲を覆おおい隠かくすような形状のメガネだ。グラス部分は黒く染まっているのでサングラスのようでもある。

　だが、その用よう途とは太陽光を避けるためのものではない。

　メガネをかけると、視界が閉じられる。

　だが、次の瞬しゆん間かん、ユユの視界はここではない場所を映した。




　ユユの視界は、コーネリア第三学園の高等部を映していた。

　これは、ユユの人形の視界だ。

　彼女の人形は、ただの玩がん具ぐではない。ユユの手の代わりであり、目の代わりである。高等部という、ユユが同行できない場所で彼女の代わりにイオを護衛する役目を持つのが、この人形だ。

　というよりは、ユユ本来が担になうべき役割を人形に押しつけたというのが正しい。

　この人形は何代か前の先せん輩ぱい護法官が助手として開発したのが始まりだ。いま、高等部に潜せん入にゆうしているこの人形は、ユユによって護衛に相応ふさわしい機能を付ふ与よされている。

　光学迷めい彩さい機能をオンにした護衛人形はグラウンドの隅すみにある花か壇だんから機士の様子を窺うかがっている。

　体操服に着き替がえた彼らは球技の最中だ。体育の授業だ。

　やっているのはバスケット・ボールのようだ。

　教師に指示されながらパスなどの練習をした後に、試合をすると体育教師が言っていた。

「賭かけをしない？」

　ニヤニヤ顔でそんなことを言ったのはラマナだ。

「いや、賭けって」

　イオが困った顔をする。

　パスの練習をしている最中だ。イオの相手はジョイ。ラマナの相手はニルファだ。

「試合で？」

「そそ」

「試合は男女別って言ってたし」

　イオが教師の言葉を繰くり返す。

「だから、勝敗で決めればいいのよ」

「男子の試合で、おれらが勝って、女子の試合でそっちが負けたら、おれらの勝ちってことか？」

「そそ、そういうこと」

　ジョイの言葉に、ラマナは笑いながら頷うなずく。

「なんだかめんどうだな、勝負してるって感じでもないし」

　ジョイが顔をしかめる。

「なら、直接対決する？」

　イオよりもジョイの方が見込みがあると思ったか、ラマナが笑えみを挑ちよう発はつ的に変化させる。

「直接対決って？」

「イオくんチームとジョイチームで」

「なに賭けるんだ？」

「一点差ごとに一枚脱ぬぐとか？」

『誰が⁉』

　悲鳴を上げたのは複数いた。

　イオにニルファに、そしてサイカだ。

「そこは男子二人がって言いたいところだけど、それだとチームのやる気が出ないと思うし」

「まったくだ！」

　野太く叫さけんだのはイオでもジョイでもない。聞き耳を立てていた男子たちだ。

「だから、ニルファとサイカね」

『どうして！』

　今度はニルファとサイカが悲鳴を上げる。

「え？　だってそりゃ……見ればわかるんじゃない？」

　言われたラマナの方が不思議そうな顔をして二人を見る。

　委員長の雰ふん囲い気きを持つニルファと、活発な性格で正当なクラスの人気者という雰囲気のサイカと、二人の性格に類似点はさほどない。

「とっても大きなものが似てるじゃない」

　ラマナの言葉に、二人は揃そろって自分の胸を隠した。

　そう。二人のその部分はとても似通っていた。大きさ的な意味で。

『うおおおおおおおおおおお‼』

　ラマナの言葉で男子たちから気勢が上がる。

「おいお前ら、なに騒さわいでいる！」

「あ、先生、これは……」

　やってきた体育教師にニルファが委員長気質を発揮して弁解を始めてしまう。

　そこにラマナが割り込む。

「任せて、えい」

「ほうっ！」

　変な声を上げて、体育教師がいきなりその場で気絶する。

　体育教師の後ろにはいつの間にかラマナが移動して、体育教師の首に手刀を落としていた。

「あなた、なにをしてるんですか⁉」

「だってうるさいじゃん？」

「そういう問題じゃないって！」

　ニルファだけでなく、イオまで悲鳴を上げている。

「さあ、もう止める者はいないわ！　あなたたち、存分に戦いなさい！」

『うおおおおおおおおおおお‼』

　男子たちが気勢を上げる。

「イ、イオさん」

「ジョイ……」

　ニルファとサイカが困った顔でイオとジョイを見る。

「これは……そう簡単には止まらんぜ？」

「こうなったら、やるしかないかも」

「ああ、おれも同じこと考えてた」

　こうして、イオとジョイによって『猛もう然ぜんと攻せめまくるお互たがいの味方男子を出し抜いて同点引き分けにする』という戦いが始まるのだった。







　03　鏡は願っていない







　新しん武ぶ暦れき十三年二月十日二十三時四十七分。

『七號ごう竜りゆう圏けん』。




　空を進む一つの塊かたまりがある。カプセル状のそれには見覚えがある。射出ポッドだ。

　そのポッドが空を飛ぶ様子が映し出される中、音声が被かぶさる。

「現在地は？」

　冷えた沈ちん黙もくを保つ射出ポッドの中からの質問だ。

　声の主は、ラウだ。

《『七號竜圏』に突とつ入にゆうしました。現在は高度千五百メートルで移動中です。目標までの距きよ離りは七十キロ以下》

　空気以上に冷たい声がそれに答える。

「よし」

　そんな声に臆おくする様子もなくラウは頷く。

「開始しろ」

《了りよう解かい、竜圏幻装ドラグリミツト・フアンタジアを開始します》

　次の瞬間、射出ポッドのハッチが破は壊かいされた。

　目的地へと向けて空を行く射出ポッドにその姿が現れる。

　破壊されたハッチから現れた手は金属に包まれていた。その下の腕うでも、肩かたも、射出ポッドの外側へと引きずり出されたほぼ全すべてが金属に覆われている。

　肩けん甲こう骨こつ周辺から複数のチューブが伸のび、法則摩擦現象ロウ・フリクトのエネルギーを吸い込んでいる。

　腰こしには長細い箱のようなものが吊つるされている。

　全身を黒染めの金属に覆われたその姿は古代の戦士のようでもあり、宇宙で戦うコミックヒーローのようでもあった。

　唯ゆい一いつ、顔だけが覆われておらず、強風を真っ向から受け止めている。

　強風を受け止めて短い髪かみは逆立ち、その目は前方を睨にらみ付けている。

　法則摩擦現象ロウ・フリクトの火花が散っては後方に流れていく。それは視線に込こめられた意思の熱のようで、その横顔はまるで、獲え物ものを待ち構える若い肉にく食しよく獣じゆうのようだ。

《支援法ほう撃げき開始します》

「遅おそい」

　苛いら立だった声を放ちつつ、ラウはその場で腰をかがめると射出ポッドの外板に指を食い込ませる。

「このまま終わらせる」

　その言葉とともに、首の周辺から金きん属ぞく片へんがせり上がり、組み上がり、素す顔がおを覆おおっていく。

　顔の前面に刻まれた二本のラインは法則摩擦現象ロウ・フリクトで発光し、目のようにも見えた。

　全身を金属で覆うと、ラウはしゃがみ込み、射出ポッドの外がい壁へきに触ふれた。

　指先から射出ポッドへと青い光が移っていく。

　瞬またたく間にポッド全体が青い光に包まれていき、新たな変化が起きる。

　速度が上がっているのだ。

　射出ポッドはそれ自体に推進力はない。射出装置から吐はき出され、後はひたすら減げん衰すいしていくだけのものだ。

　だがいま、射出ポッドは機き士しの力によって推進力を得、想定以上の速度を手に入れて目的地に向かって突つき進む。

《到とう着ちやくまで十秒》

「到着までに現地の支援法撃を充じゆう実じつさせておけ」

《伝達》

　速度の上じよう昇しようか、あるいは充じゆう塡てんされた力によるためか、ポッドが軋きしんでいる。だがラウはそれにかまうことなく、むしろ光は増し、速度は上がっていく。

　目標が視し認にんされる。

　純度の低い侵しん蝕しよく晶しよう核かくがゴロゴロしているのかと思ったが、違ちがった。

《目標、純度Ｃと認定》

　巨きよ大だいな侵蝕晶核がそこにいた。結けつ晶しよう体を組み合わせてできた人間に似せた多関節のなにか……そういう姿をしているものが、大地を進んでいる。

「…………」

　ラウはポッドから手を離はなし、立ち上がる。

《速すぎます。角度を調整してください》

「ちっ」

　声に答えて、ラウの足がポッドを蹴けりつける。

　ポッドの先せん端たんが下がり、角度が急変する。視界も変わり、侵蝕晶核に向けてまさしく直進のコースになる。

　そしてそのまま、ポッドは直進する。

　跳ちよう躍やくしたラウが離れた後も慣性のままに進み、竜圏の力を内包したポッドは侵蝕晶核に直ちよく撃げきした。

　青い爆光が侵蝕晶核の一角を覆う。

　巨体が揺ゆれ、その足が止まる。

　ラウは？

　ラウは空中にいた。金属に覆われた体で風を受け、巨体に向かって落下している。

　彼の左手が、腰に回された。

　腰に吊された箱に左手を突っ込む。引き上げたそれを高く掲かかげたとき、それは形を変えていた。

　イオの絡から繰くりの剣けんと構造としては同じか。機士の力と挙動をスイッチとして形態を変化させる仕組みに違いない。

　現れたのは拳こぶしだ。

　多数の金属板で構成された拳は、ラウの体に反した大きさとなる。指先に備わった爪つめはナイフのごとく縦に生え、金色に輝かがやく。

　掲げられた金属の拳は、関節や金属板の合わせ目から青い光を零こぼす。広げられた五指が、その先に光る金色の爪の凶きよう悪あく性を落下の速度で表現する。
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　振ふり下ろされた爪が、侵蝕晶核の、おそらくは頭部であろう頂点部分に食い込む。

　すり抜ぬける。

　落下の速度が緩ゆるむことはない。

　金色の爪は、侵蝕晶核の体たい軀くに五本の線を引いていく。

　着地する。

　余よ韻いんはない。

　ラウは即そく座ざにその場から飛び退のくと、さらに跳躍して距離を取る。

　距離を取り、金属の拳を握にぎりしめる。

　青い光が、竜圏の力が、世界の摩擦から生まれた第三の法則が、その拳に集束する。

　拳を、打ち付ける。

　現実的な距離は、その拳けん打だが目標である侵蝕晶核に届くものでは、とうていなかった。

　だが、その破壊は、侵蝕晶核を打ち砕くだく。

　爪によって刻まれた五本の線の、その奥に浸しん透とうした斬ざん撃げきをより深くに達させる。

　侵蝕晶核を、その巨大な存在を縦に割り、崩ほう壊かいの道へと押し込んでいく。

《任務終しゆう了りよう確認》

　護法官の冷たい声に、最後まで興奮はなかった。




　以上は、護法官イクマ・ビアス提出の記録映像、及および監かん視し衛星、及び偵てい察さつ機による記録映像を編集したものである。




　　　　†




「……なんだこりゃ」

　マンションの共同空間であるリビングで、イオたちはその映像を見た。

　感想は、そう言うしかなかった。

　イオのときとはまるで違う。

　戦いの最初の部分から違う。竜圏幻装ドラグリミツト・フアンタジアを開始するまでの時間が違いすぎる。射出ポッドが現地に到着するのを待たないし、敵を見る前から倒たおし方を決めているかのような動きだった。

　だが、もっと気になることがある。

　ラウの顔だ。

　一いつ瞬しゆんだけ見ることができたその横顔には違い和わ感しかなかった。

「あれ、変だな……」

　映像を見ている最中に思わずそう呟つぶやいてしまうぐらいに、違っていた。

　まるで鏡を見ているようにそっくりだったはずだ。

　だけど、いま一瞬だけ見えたラウの横顔にそれを感じることはできなかった。戦せん闘とう中だということを考こう慮りよに入れたとしても、あそこまで違うはずがない。

　髪かみ型がたが違うとか、そんな話じゃない。

　目つきが違う。

　イオの知っているラウとは、ぜんぜん違っていた。

「あれ……なんか、まいったな」

　動どう揺ようを隠かくそうとイオは笑ってみるが、その声は乾かわいていた。

　ニルファたちを見る。

　同じように彼女たちも声を失っていた。

　特にひどいのが、ニルファだ。

　ショックを受けた顔のまま、動けなくなっている。

　その表情は、いまのイオでさえも心配するぐらい、ひどかった。

　確かに、竜圏幻装ドラグリミツト・フアンタジア……機士を戦闘状態に移行させるまでの手順はニルファの仕事だ。その速度でニルファははっきりと負けている。惨ざん敗ぱいといっても過言ではない。

　だけど、それを言うならイオだって負けている。

　相手の侵蝕晶核は純度Ｃと言っていた。

　それは、イオが初うい陣じんで戦ったものと同じ強さということだ。

　それをラウは、あまりにも簡単に片付けてしまった。

「これって……あれかな？　実力差？」

　場を和なごませようにもうまい言葉が出てこない。その上、言ってしまった言葉は乾いて惨みじめな内容だった。

「違います！」

　激げき烈れつな反応を示したのはニルファだ。

「そんなことはありません！　イオさんの実力が、ラウさんに劣おとるという話では決してありません」

「ニ、ニルファ……？」

「これは、完全にわたしのミスです。手順に拘こだわりすぎていたということです。けっして、イオさんに問題があったわけでは……」

「いや、うん、ごめん……」

　ニルファの勢いに気け圧おされて、言葉が弱くなる。

　顔を青ざめさせたニルファに気を遣つかってとりあえず解散ということになる。

「ふう……」

　ラマナがニルファを送り、イオはソファに深く座り込んでため息を吐ついた。

　偉えらそうなことを言っていたラウ自身の戦いはどんなものか……ちょっと意地悪な気持ちで見てみたら、とんでもない逆撃を食くらってしまった。

　正直、ショックだった。

　機き士しとなるために受けた訓練通りに、あの初陣は戦った。きっとニルファやラマナ、ユユたちだってそのはずだ。実戦経験は四人ともが皆かい無むだった。覚えたことを覚えた通りにやるしか頭になかったはずだ。

「だけど、あいつは違ちがうのか」

　ラウの戦い方はそこから一気に応用の段階に飛ひ躍やくしているように思えた。

　射出ポッドの到とう着ちやくを待たない戦闘開始や、竜りゆう圏けんに侵しん入にゆうしたと同時に手順確認が行われ、いつでも竜圏幻装ドラグリミツト・フアンタジアが発動できるようにしていることなど、もう十回も二十回も戦闘をこなしたような熟練を感じさせる。

「ラウは違う。それなら、護法官の人が手て練だれとか？」

　考えが口に出た。

「違う」

　小さな声に、イオは飛び上がって驚おどろきそうになった。

「あ、ユユ」

　言ったのは、ユユだ。

　長いソファの端はじっこに座るユユにいままで気付かなかった。相変わらずのゴシックな服装だというのに。

　それに負けないぐらいに存在感がなかったのだ。

「あっちの護法官は、イクマ・ビアス。トレミー・ギャノア。ミュウリ・イーリー。みんな、護法官に成り立て」

「もしかして、知ってる？」

　イオの質問に、ユユが小さく頷うなずいた。

「同じ場所で護法官の勉強してた。科が違うから二人はよく知らないけど、ミュウリは知ってる」

「そっか……どんな人？」

「機械のこと以外、興味のない人」

「あ……なるほど」

　なんともわかりやすい人物だったようだ。

「だけど、ラウに最初に選ばれた護法官の中で、残ったのはミュウリだけ」

　次に言ったユユの言葉に、イオは驚いた。

「残った？」

　ユユが頷く。

「残りの二人は、すぐに突つき返された。それで、次に選ばれた二人もまた返されて、それで結局、イクマとトレミーになったの」

「そ、そっか……」

　まさか、ラウがそんなことをしていたなんて……

　驚きで、イオはなにも言えなかった。

　いや、電話でのあの口ぶりからそういうことをしたかもしれないと考えはした。だけどそれは、一人ぐらいのものだと思っていたのに。

　真実は、一人どころではなかった。

「イクマとトレミーが帰ってこなくて、学校でこんな話を聞いた」

「……なに？」

「ラウって機士は、侵しん蝕しよく晶しよう核かくを恨うらんでいる人を探していたんだって……」

「…………」

「ミュウリは例外。あの人は、機械にしか興味がなくて、その性能を出し切れればそれでいいから。たぶん、恨みとかそういうのとは別のところでうまくいったんだと思う」

「うん」

「だけど、イクマとトレミーは違う。侵蝕晶核に恨みがある。とても深く、恨んでる」

「そっか……」

　恨み。その単語を聞くと、気が重くなる。

「イオは、なんのために機士になったの？」

「え？」

　遠えん慮りよのない質問に、イオは答えをすぐに出せなかった。

「ユユも、恨みがある」

　そう言ったときの彼女の表情に変化はなく、かえってその表情のなさにイオは吞のまれそうになった。

「母さんと父さん……二人とも殺されたから」

「そ、そっか……」

「イオは、ラウと兄弟なんだよね？」

「う、うん」

「それなのに、どうして恨んでないの？」

「それは……」

「イオは、なんのために機士になったの？」

　続けざまの質問に、イオはなにも言えなくなった。唇くちびるは動こうとするけれど、喉のどが息を抜ぬけさせない。

　そのまま固まっていると、ユユはなにも言わずに立ち上がり、リビングを去って行った。

「……呆あきれられた」

　そう感じて、だけどなにをするべきかもわからなくて、イオは再びソファに深く座り込むしかなかった。

　無力感が体を重くする。

「ただいまー。まいっちゃうわ、完全に落ち込んじゃってるし」

　そんなことを言いながら、ラマナが帰ってきた。

「おや？　イオも落ち込んでる？」

「まぁ、ね。ラマナは？」

「ん？」

「落ち込んだりとかは？」

「ははぁ、トレミー姐ねえさんはいまいち活かつ躍やくできてない感じだったからね」

　そんな風に笑う。おそらく、トレミーというのが支援法ほう撃げきを担当していたのだろう。ならイクマ・ビアスがオペレーターか。

　そして、「トレミー姐さん」という呼び方から、護法官たちが顔見知りだということがはっきりした。

「それに、あたしは他の人らと違って、そこまで護法官とかには拘こだわってないからね」

「そ、そうなの？」

「あ、だからって任務に手を抜くとかはないから。そこはまぁ、専門家の誇ほこりみたいなものを発揮していく所存だけど。ま、心情的なところでは、そんな妄もう執しゆうみたいな？　簡単にいえば、あっちのチームみたいな気分の統一みたいなものを期待されると困るかもっていうことで」

　ラマナの言い方はあくまでも軽い。

　その軽さは、いまのイオにはどこかで救いのような気さえもする。

　だけど、その救いに乗っかってしまうのは、いまはダメだと自分の中のなにかが囁ささやいているような気もする。

「っていうか、ユユとなんかあったりした？」

「ん、うーん……」

　少し悩なやんだが、イオは話すことにした。

「あー、やっぱりそういう話？　はは、重いよね」

　その話をしても、ラマナの軽さは変わらない。

「でもさ、機士にしたってあたしら護法官にしたって、最低限に必要な素養が竜圏への適応性なわけでしょ？」

　ラマナの言葉に、イオは頷く。

　機士になる者には、必要な素養というものがある。それは護法官も同じだ。

　それが、ラマナの口にした竜圏への適応性だ。竜質ともいう。

　問題なのはその素養の高低であり、高ければ機士となり、低ければ護法官となる。

　護法官となれるほどの者は多いが、機士になれるほどとなるとその数は希まれとなる。

　だからこそ、機士は八人しかいない。

「でさ、その素養に当人がどうやって気付くか知ってる？　半分以上が自分の故郷がぶっ壊こわされたときで、それ以外がどっかで生まれた不認知領域モザイクウオールの影えい響きようを受けたときだって」

「あ……」

　つまりは……そういうことと、いうことだ。

　どこかで世界が壊れなければ、故郷が滅ほろびなければ、家族や友人を失わなければ、イオやラウのようにかつて存在した当たり前のものを根こそぎ奪うばわれるまでは、自分がそうだと気付くことはない。

　異世界への適応性、竜りゆう質しつに気付くというのは、そういうことなのだ。

「護法官の学校に入った段階で、そんなもんはそこら中に転がってるんだ。ことさら不幸自じ慢まんなんかされたところでさ、また？　ぐらいにしか思わなくなっちゃうよね。それどころかさ、なに？　不幸でないと護法官になっちゃいけないわけ？　とか対たい抗こう心しんギシギシ出してきちゃうのとかもいたりさ。もうなにがなんだか」

　ラマナのさばけた物言いに、イオは返事がしづらくなってきた。

　それに気付いたのか、ラマナの軽い笑えみに困った成分が混ざった。

「ああ、いやいや……なんていうかさ、あんまり気にするなっていうことを言いたかったのよ。イオくんが」

「だけど……」

　ラマナにそう言ってもらえるのはうれしいけれど、問題なのは護法官という全体の問題ではない。

　イオのチームに来てくれているユユの話だ。

　ユユはもしかしたらラウのところに行きたかったのかもしれない。自分の復ふく讐しゆうを存分に体現してくれるラウの方が、彼女の想おもいを遂とげてくれたことだろう。

　あるいは、ニルファだってそうなのかもしれない。彼女の動どう揺ようにどういう理由があるのかは、まだわからないけれど。

「イオくんがなに考えてるかなんてさ、あたしは知らないけどさ」

　言いながら、ラマナが近づいてくる。

　座り込んだままのイオに屈かがみ込んで、顔を近づけてくる。

　そうして、ラマナの指がイオに触ふれる。

　額、胸と順に触れ、そして右手を摑つかむ。

　触れたその場所にどういう意味があるか、それがイオにはわかる。

「なにも考えずに機き士しになれる人間なんて、誰だれもいないと思うけどね」

「…………」

「言わなきゃ信じてもらえないのはそうかもしれないけどさ。言わなくても行動が示す部分ってのもあるって、あたしは思うのよね」

「…………うん」

「そういうわけで、行ってきなさいな」

「え？」

「えっ？　て、ニルファのところに決まってるじゃない。機士として自分のとこのオペレーターのケアをするのも仕事だと思わない？」

「あ、な、なるほど……」

「それとも、ラウくんみたいにクビにする」

「まさか！」

「じゃ、行ってこい。胸までは許してあげるから」

「しないし！　ていうかラマナに許されるもんでもないと思うし！」

　そんなやりとりが、少しだけ気持ちを楽にする。

　イオは立ち上がると、ニルファの部屋へと向かうことにした。
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　ニルファの部屋の前に立つ。

　ゆっくりと呼吸を整えてからノックをした。

「ニルファ、いいかな？」

　小さな声で呼びかける。

　すぐに返事はなかった。

　どうしたものかなと思いつつドアの前で立ち尽つくしていると、向こう側で動いている気配があった。

　もう少し待ってみるとドアが開いた。

「……あ」

「ごめん、いい？」

「これは、すいません」

　そう言いながら、ニルファは中へ招き入れてくれた。

　手持ちぶさたにならないように持って来た缶かんコーヒーを渡わたすと、ニルファはベッドに座るように促うながしてくれた。

「取り乱してしまって、すいません」

「いや、僕も変なこと言っちゃって、ごめん」

「イオさんは、なにも……」

「さっきさ、ユユに言われたんだ」

「え？」

　イオは、ニルファにもユユとのことを話した。

「ラウと実力の違ちがいはないって、ニルファは言ってくれたけど、それなら、別のところに違いがあると思うし、それがユユの言った部分じゃないかなって思ったんだ」

「違います。イオさんとラウさんに考え方の違いがあったとしても、それが能力の違いになることは」

「僕がもっと侵しん蝕しよく晶しよう核かくと戦うことに必死になってたら、訓練通りにやればいいやって考えるだけじゃなかったと思うんだ」

「それは……」

「侵蝕晶核を恨うらむのは当たり前なんだ。僕にだってその気持ちはある。だけど、ラウのそれはもっと深い。僕とラウの差はそこなんだ」

　どうしてこんなに差が生まれたのかは、まだわからないけれど。

「はい、わかります」

「……ニルファは、イクマっていう人となにかあったりするの？」

　イオは慎しん重ちように尋たずねた。

　さっきのニルファの反応には過か剰じようなところがあったように思えた。

　だから、もしかしたら？　そう思ったのだ。

「……彼女とは、成績を争う仲でした」

　ぽつりと、ニルファがそう言った。

「魔ま法ほう使つかいとして、彼女はとても素す晴ばらしい才能を持っていました。わたしは常に彼女と上位を争っていました」

「そうなんだ」

「彼女の暗い部分が魔法使いとしての才能を強く引き出していることに気付いていました。そして、他の魔法使いとして学ぶ人たちにもそれは大なり小なりありました」

　ためらうような言い方に、イオは彼女の後ろめたさを感じた。

「どうして？」

「え？」

「どうしてそんな顔をするの？」

「それは……」

　ニルファが目をそらす。

「わたしには、侵蝕晶核に対する復讐心というものがありません。アウトレドの血統としてこの状じよう況きようと向かい合わなければならないという義務感はありますが」

「義務って……？」

「アウトレドは古くから続く魔法使いの家系です。わたしの祖母は、機士と護法官の制度を完成させるために尽じん力りよくしました」

「そうだったんだ」

「アウトレドの血統は、代々魔法使いです。結果として竜りゆう圏けんへの適応性もありました。わたしは、生まれつきの魔法使いとして、護法官となるための教育を受けていました。他の人とは、動機が違うのです」

　恨みがないというのはそういうことなのかと、イオは納なつ得とくした。

「だから、わたしにはないものを抱かかえて魔法使いであることを極きわめようとする彼女たちに、わたしは負い目のようなものを感じていました」

　彼女たちという言い方は、護法官の学校にいた『自分以外』のことを指しているのだろう。不幸を背負って、侵蝕晶核に対抗する術すべを手に入れようとする自分以外の人たちに負い目を感じていたということなのか。

「その中でも、イクマの憎ぞう悪おは強きよう烈れつでした。その強烈さと、見る間に魔法使いとしての技術を習得していく彼女の才能に当てられたのでしょう。気付けば、わたしは彼女に挑いどむような態度を取るようになっていました。結果として、彼女の方が先に護法官となり、その優ゆう秀しゆうさを示したのですが」

「…………」

「さきほど取り乱したのは、本当に自分に責任があるんだと思ったからです。さきほどの記録映像を見て、わたしのやり方がどれだけイオさんを危険に貶おとしいれていたか、それがわかりましたから」

「そっか……」

　ニルファの言葉を聞いて僕は天てん井じようを見た。

　消しよう沈ちんした彼女の言葉を聞いていると、なんとなく感じてしまうものがある。

「イオさん……お願いがあります」

「待って、それは聞けない」

「いいえ、聞いてください。イオさんのことがわかるからこそ、わたしにもわかることがあるんです」

「待って、ニルファ、落ち着いて……」

「わたしには、イオさんの願いが……」

「待って！」

　なにか言いかけたニルファを、イオはむりやり止めた。

　そのわずかな沈ちん黙もくに、微かすかな音が割り込んでくる。

　振しん動どうがポケットを揺ゆすっている。取りだしたそれはケータイで、聞こえてきた音はケータイのバイブレーションで、モニターにはラウの名前があった。

　通話ボタンを押す。

「はい」

「兄貴か？」

「ラウ、どうした？」

　なんでこんなタイミングで。

　少しばかり、弟の間の悪さを恨んだ。

　だが、違う。

「おれの記録映像、借りたんだろ？」

　この一言で、全すべてがわかった。ラウはこのタイミングだからこそ、電話をかけてきたのだ。

「なんで、知ってるんだ？」

「いいから」

　どこでその情報を仕入れているのか、イオは不思議で仕方なかった。だが、ラウは種明かしをしようとはしない。

「見たんだな？」

「見たよ」

「わかっただろ、おれの言いたかったことが」

「なにが？」

「護法官だ」

　いまの状況を全てわかっていてかけてきたかのようだ。イオはいつの間にか、背中に汗あせを搔かいていた。

「そいつらは、兄貴を殺す。自分たちの無能でな。もうわかっただろ？」

「……なんで、そんなに僕のことに干かん渉しようする？」

「は？」

「ラウは、自分の思う通りに護法官を揃そろえて、自分の戦いができてるだろう？　それなのに、どうして僕のことにまで口を出そうとするんだ」

「兄貴がなにも考えてないからだ」

「なっ！」

「あの記録を確かく認にんしただけでわかる。教えられたことだけやってればいいみたいな顔して、その通りのことをやりやがって」

「それは……」

「忘れるなよ、兄貴。あいつらがおれたちをどうしたか、あいつらがおれたちからなにを奪うばったか」

「…………」

「あいつらを殲せん滅めつすることがおれたちの使命だ。それの邪じや魔まになるなら護法官だって敵なんだよ」

「敵じゃないよ、彼女たちは」

「兄貴の意に沿わないなら、敵なんだよ。勘かん違ちがいすんなよ。おれたちは護法官を利用する。同じだ。護法官だって、おれたちを利用してるんだ。てめぇらの復ふく讐しゆうに使うためにな」

　その言葉に、さっきまでのニルファたちとの会話を思い出した。ユユの言葉を思い出した。ラマナのさばけた態度を思い出した。

「利用してんなら、利用されてんなら、それがうまく嚙かみ合うように調整すればいいんだよ。だから兄貴は怠なまけてんだ。どうせ、軍が適当に紹しよう介かいしてきた奴やつらをそのまま使ってんだろうが。それじゃあだめなんだよ。護法官は他にもいるんだよ。復讐におれたちを利用したい奴らは他にもいるんだ。嚙み合う奴らをこっちで選べばいいんだよ」

「…………本気でそう思ってるのか？」

「思ってるに決まってるだろ」

「なら、僕とラウの考え方は違う」

「なんだって？」

「僕は、恨みだけで戦ってるわけじゃない」

　決然と言い切る。

　ケータイの向こうで、息を吞のむ音が聞こえた。

「ふざけんな！」

「ふざけてない！」

「あんな目にあって、まだそんなことが言えんのかよ」

「恨んでないわけじゃない。だけど、それだけで戦いたいわけでもない！」

「くそがっ！　ふざけんな、ばかやろう！」

　ケータイの向こうから放たれた悪あつ口こう雑ぞう言ごんに、イオは思わず耳を離はなした。その後の沈黙が痛いほどの怒いかりを感じさせる。

　荒あらい息づかいが、襲おそいかかってくる寸前の獣けもののようにさえ思えた。

　先に口を開いたのは、ラウだ。

「……ああ、そうかよ。そうだよな。結局、おれたちはあの時に同じじゃなくなったんだ」

「ラウ……僕は」

「勝手にしろ、クソ野や郎ろう」

「ラウ！　聞けよ！」

「リーシャの恨うらみも、兄貴にとっちゃ、その程度ってことなんだろうな」

「ラウっ！」

　捨て台詞ぜりふでイオの胸を刺さし、通話は一方的に終わった。

「イオさん」

　イオの周りにある殺気だった空気に、ニルファが怖こわ々ごわとした様子で話しかけてくる。

「……誰だれもクビにしたりとかはしない」

「…………」

「恨みだけで戦いたいわけじゃない。僕は……」

　その先が言葉にならない。ジリジリとした感情の焦こげ付きが胸の奥を刺し激げきする。あのときのノイズが頭の中で跳はね回る。

　ラウが叫さけんだあの言葉。

　本当は聞こえていたんだろう？

　どうして、思い出せない？

「わかりました」

　なにも言えなくなったイオに、ニルファが口を開いた。

「もう、言おうとはしません」

「うん」

「最後まで、あなたに従います」

「ありがとう」




　　　　†




　そんなことをやってのけた次の日……

「はぁ……」

　イオは体育座りで深くため息を吐ついていた。

　場所は、屋上へと続く階段の踊おどり場だ。三棟むねの高等科校舎の内でこの棟の屋上は生徒に開放されておらず、滅めつ多たに人が来ない。

　入学したてながらもその人ひと気けのなさを感知したイオは、この場所でじっくりと暗い気分に浸ひたっていた。

　しかも、今日もやっぱりヨーコ・ハクトセと出くわし、彼女に逃にげられてしまった。昨日のあの態度は気のせいではなかったということで、それもまた落ち込みを助長していた。

　だが、彼女のことは些さ細さいなことだ。雨の日に靴くつ下したの代わりを持ってこなかったぐらいの不幸でしかない。

「やっちゃったなぁ」

　考えているのは昨日のラウとのやりとりだ。

「間違ってはないんだけどなぁ」

　いまでも、昨日のやりとりで自分が言ったことは間違っていないとイオは思っている。護法官が機き士しに対してどう思っていようと、機士と護法官の関係性がラウの言う通りであったとしても、それをイオとニルファたちに当てはめなければいけないという話にはならない。

「なんで、ラウにそれがわかんないんだろうなぁ」

　ぼそりと呟つぶやくと、また、全身に存在しないはずの重さが襲ってきて、イオは自分の膝ひざに額を押し当てた。

「ほんとにここにいたよ」

　聞こえてきた声に顔を上げれば、ジョイが立っていた。

「うおっ！　なんでここに？」

「ニルファたちが心配してるからって、サイカに蹴けられてきた」

　笑いながらそう言ったジョイが隣となりに座ってくる。

「で、どしたん？　おれでよかったら聞くぜ？」

「うーん」

「言いにくかったら別にいいけどさ」

「いや、そういうんじゃなくて……」

　少し悩なやんで、イオはジョイに語った。

　もちろん、機士や護法官のことなんて言えない。悩んだのはその部分で、内容を言わずに説明するにはどうしたらいいか？　そういうことで悩んでいた。

「実は、弟と喧けん嘩かしちゃってさ」

「弟いたのか」

「そ、双ふた子ごの」

「へぇ、じゃあ、同じ学校か？」

「いや、理由があって別のところにいるんだけどさ」

「あーそいつは……」

　気まずい顔で言い淀よどんだジョイに、イオは首を傾かしげたが、すぐに理由がわかった。

「いや、病院とかじゃないんだ。受け入れの都合とかさ、そういうので」

「そっか」

　あからさまなほっとした顔に、イオはなんとか笑えみを送る。

　やはり、病院にいるのだと思われていた。

「じゃあ……って、もしかして喧嘩したのが初めてだとか、そういうのか？　双子って異常に仲良しって話だし」

「いや、さすがに喧嘩はしたことあるけどさ」

「じゃあ、なんだよ？」

「うーん」

　しばらく考えてイオはもしかしたら、と思ったことを口にした。

「……ここまで考えが違うのが、初めてだから、かな」

「へぇ？　やっぱ、双子って似るもんなのか？」

「他の双子のことはよくわからないけど、僕のところはそうだったよ」

　同じものが二つある。

　イオとラウはそういう双子だった。

　外見も同じなら、考え方も同じだった。好きな食べ物も同じだし、嫌きらいなものも同じだった。同じ服装を好んだし、同じリズムで生きてきた。

『結局、おれたちはあの時に同じじゃなくなったんだ』

　昨日のラウの言葉を思い出す。

　その通りかもしれない。イオもずっとそう思っていた。

　その可能性を、ずっと危き惧ぐしていた。

　それを、ラウにまで言われてしまった。

　だからこんなに落ち込んでしまっているんだろう。

「……でも、もう違うんだ」

「うん？」

「故郷がなくなってそれから色々ゴチャゴチャして、住むところも違うようになって、もう同じじゃなくなったんだなって。昨日、なんかそれがはっきりしてさ」

「へぇ」

「その前から、変わってきたなって思ってはいたんだ。電話で話しても口うるさくなって、ああしろこうしろって命令する感じでさ」

　ジョイは黙だまって聞いてくれている。そのことにありがたさと申し訳なさを感じながら、イオはこの際だからと話し続ける。

「ずっと一いつ緒しよだったのがそうじゃなくなって、仕方ないのかなって思うとこもあるんだけどさ。それにしても急すぎて、ついていけなくてさ」

「なるほどな」

　ジョイが、大きく頷うなずいてイオを見る。

「おれには兄弟がいないから、うまいこと言えないけど、大変だな」

「うん、まぁ」

「だからさ、どうすればいいかなんてのはわかんないけどさ、希望がなくなってるわけでもないと思うけどな」

「希望？」

「仲直りだよ」

「あ……」

「なんだよ、する気なかったのか？」

「いや！　あったよ、あったけど……なんていうか、考えが飛んでた、かな？」

　いや、そうじゃない。絶望的だと、少しだけ考えていた。

　ラウとこんな激しい喧嘩なんてしたことがなくて、あまりにも考えが違っていて、それで戸と惑まどってしまって……

「元に戻もどれないから、もうダメだと思ってた」

「はは、変な奴やつだな」

　そう言ってジョイが笑う。

「イオと弟が特別仲良しの双子だからなんだろうけどさ。兄弟のいないおれからしたらさ、同じ人間なんて一人もいないと思うぜ」

「え？」

「ずっと一緒にいたから同じように感じてただけで、離れてみたら実は違ってたとかさ。まっ、わかんないけどさ。さっきも言ったけど、おれには兄弟もいないんだからさ。だけどさ、違うのが当たり前だと思えばさ。喧嘩するのだって当たり前じゃん？　それで問題なのはさ、それでも仲良くしたいかどうか、なんじゃないの？」

「…………」

　ぽかんと、イオは口を開けてジョイを見てしまった。

「なんだよ？　なんか変なこと言ったか？」

「いや……」

　戸惑い顔のジョイに、イオは首を振ふった。

「ジョイっていい男だなぁって」

「よく言われる」

　にやりと笑ったジョイにイオも笑みを浮うかべた。

「よし、じゃあメシにしようぜ。おれが見つけた最高のウドンメンの店を紹しよう介かいしてやるよ」

「本当に好きなんだな」

　そんなやりとりが、少しだけ心を軽くしてくれる。ジョイと知り合えて良かったと、イオは心から思った。







　間章　ドールズ・アイ







　ドールの護衛任務は続く。

　ジョイの案内で昼休み中の学校を抜ぬけだしていく二人を、距きよ離りを空けてドールは尾ついていく。

　そんな人形に、とある会話が聞こえてきた。

「よかった。元気になったみたいで」

　ニルファだ。

「ま、空元気だろうけどね」

　ラマナもだ。

　彼女たちも護法官だ。機士であるイオから簡単に離はなれたりはしない。彼の前にいなかったというだけで、護衛任務はきちんとこなしている。

「でもさ、どう思う？」

「どう思うとは？」







[image: ]







「あの双ふた子ご」

「それは……」

「いろいろ知ってんでしょ？」

　ラマナの言葉に、ニルファは口ごもる。

「いまさら、あたしに隠かくすこともないじゃない」

「そうですが、でも誇ほこれることでもありません」

「そう？　イクマとか歯は嚙がみするほど欲ほしがってたように見えたけど」

「それはありません。彼女にはこんなもの必要ありません。彼女自身がそう言っていました」

「そりゃ、本人前にして、『悔くやしい！　欲しい欲しい欲しい欲しい、欲しいったら欲しい！　ああもう欲しいのに欲しいのに欲しいのにああああああああああああああああ‼』なんて風に地じ団だん駄だしてたら、引くわー」

「いまのあなたに引いていいですか？」

「冷たいなー」

　二人はそんなことをしながらもきっちりとイオたちに気付かれないように隠おん密みつ護衛を続けている。

「もしかしてさ」

「なんですか？」

「イオくんにばれたら嫌きらわれるかも、とかって心配してる？」

「…………」

「あら、図星？」

「そんなことは……」

「んじゃ、弟くんにそそのかされないように、精せい一いつ杯ぱい働かないとねぇ」

「そ、それはもちろん」

　そこから先は、二人も無む駄だ話ばなしをやめた。

　だが、ニルファの顔から赤味が消えるまで、しばらくかかった。







　04　分かれ道







　次の出しゆつ撃げきの話は意外に早くやってきた。

　その前に話しておかなくては、イオはそう考えていた。

　あの日、なにがあったのか？

　それを、護法官たちに話さなくてはと思ったのだ。

　ラマナの言う不幸自じ慢まんをしたいわけではなく、イオという人間を知ってもらうために。

「侵しん蝕しよく晶しよう核かくの光を浴びて、僕はなにも見えなくなった」

　出撃要よう請せいを受けて、イオたちは移動のための専用地下鉄道に乗り込んでいた。

　見るもののない地下道を進む一両だけの電車で、イオは語り始めた。

「強い光で視神経がダメになって、僕はなにも見えなくなったみたいなんだ」

　思い出して、イオは瞼まぶたを撫なでた。

「そこから後は、長かった」




　暗くら闇やみだった。

　ゴリゴリという、岩が削けずれる嫌いやな音が辺りに響ひびいている。

「ラウ！　ラウ！」

　暗闇の中で、イオは弟の名を呼び続けた。

　あの光がなにを起こしたのか、目の見えないイオにはわからない。新しい痛みはなかった。音はその岩を削るような音だけで、それ以外はむしろ静まりかえっているように感じられた。

「……兄ちゃん」

　擦かすれた声が聞こえた。

「ラウっ！　生きてた！　よかった！」

「当たり前、死んでたまるか」

「なにが起きてるんだ？　見えるか？」

「いや、瓦が礫れきが邪じや魔ましてほとんど見えない。兄ちゃんは？」

「目がやられてるんだ。なにも見えない」

「そうか……」

　ラウの声にも力がない。

「ラウ、怪け我がは？　ひどくなってるのか？」

「いや、大だい丈じよう夫ぶ。まだなんとかなる」

　ラウの返答はすぐにだった。即そく答とうすぎてむしろ不安になるぐらいだ。

「まだって……」

「大丈夫」

　それから、ラウはずっと「大丈夫だ」「心配するな」を繰くり返した。

「絶対に助けは来る」

　そうとも言った。

　あの光で目を潰つぶされるまで、絶望していたのはラウの方だったのに、いまはそのラウに元気づけられている。

　その変化を訝いぶかしむ余よ裕ゆうは、そのときのイオにはなかった。




　そうこうしている間に、いつの間にか気を失っていた。おそらくは、血を流しすぎたのだろう。気を失う前、とても寒かったのを覚えている。

　次に気が付いたときには、助けられていた。

　病院で処置をされていたようなのだが、目が見えないのでよくわからない。

　自分がどんな状態なのか、それをイオに伝えたのはギア少しよう佐さだった。

「君は視覚と右手を失った」

　硬かたく冷たい声だなと思った。見えないせいか音に敏びん感かんになっていたためかもしれないが、聞き慣れないだけでも警けい戒かいの対象という状態だったのに、その声と存在感はこちらのそういう感情を逆さか撫なでした。

「右手はともかくとして、視覚は通常の医い療りよう技術で取り戻もどすことは不可能だ」

　淡たん々たんと、事務的に、ギア少佐は告げていく。

　他に誰だれかいないのか？　昨日までは自分がいた部屋にはたくさんの人がいたはずなのに、いまはそういう雑多に騒さわがしい気配はなかった。個室のような静けさの中で、軍人という以外はなにもわからない人物と二人きりにされていた。

「だが、通常ではない方法でならば、君の視覚も、右手も取り戻すことができる」

　ベッドが軋きしむ。ギア少佐がベッドの端はしに手を置いたのか、声が接近していた。

「元通りに、いや、それ以上に優れた生物として生まれ変わることができる」

　イオはなにも言えなかった。

　単純に、ギア少佐の存在が怖こわかった。ラウはどうしているのだろう？　気を失って、病院で気が付いて、それから誰もラウの話をしてくれない。医師や看護師たちは殺気だって走り回っていて、イオにかまっている余裕はなさそうだった。

　気配が、すぐ近くにまでやってきた。

「機き士しだ」

　そう言ったときのギア少佐の声こわ色いろは、いま思い出しても怖おぞ気けを呼ぶ。

　粘ねん着ちやく質しつな感情がまとわりついた言葉がイオの内部に毒を注ごうとしているかのようだった。

「この世界で、侵蝕晶核に抗こうすることのできる唯ゆい一いつ無二の存在だ。君には竜りゆう圏けんの才能、竜質があることが判明した。その存在に、君はなることができる」

「…………」

　言葉が出なかった。

　侵蝕晶核と戦う機士になれる。

　その機士が敗れたからこそこうなっているのだというのに、そんな自分に機士になれと言う。

　説明不可能な矛む盾じゆんを突つきつけられたような気持ち悪さがイオを包んでいく。

「……ラ、ラウは？」

　だから、イオは別の質問を返した。現実を少しでも知っておきたかった。唯一生き残っているはずの双子のことを知りたかった。

　だが、ギアの返答は予想を超こえていた。

「彼もまた竜質を持っていた」

「…………え？」

「彼は承しよう諾だくしてくれたよ」

「…………」

「すでに必要な処置を済ませ、いまは慣らしの段階に入っている。話をするかね？」

「…………」

　なにをどう言っていいのかわからなかった。現実がイオを追い越こしていて、待ってくれる様子がなかった。

　ギア少佐はイオの返事を待つまでもなく、イオの耳になにかを押し当てる。

「……兄貴か？」

　聞こえてきた声に、イオは全身が震ふるえた。

　なんのための震えか？　違い和わ感だ。

　そんな呼ばれ方をされたことはなかった。

　そんな硬い声ではなかった。

　だけどこの声は……

「ラウ？」

　双ふた子ごの弟に間ま違ちがいない。

　そのはずだ。

「兄貴もなれるんだってな、機士に。どうするんだ？」

「ラウは……どうして？」

「そんなの、決まってるだろ。やられたままで黙だまっていられるか」

　ケータイの向こうでそう言ったラウの言葉には、ギア少佐とは別の意味で体が震えた。

「あいつらを全部ぶっ壊こわす。不認知領域モザイクウオールも、なにもかもだ」

「ラウ……」

「そうでもしないと、このおれの怒いかりが収まるものか」

　ケータイを通してもわかるほどの怒りがイオを戸と惑まどわせる。

「ラウ……」

「兄貴、あんたは別にならなくてもいいよ。兄貴のいまの声を聞いたらなんかわかったからさ。生活のことなら心配すんな。おれが機士をやってるかぎりは、軍の連中はおれのご機き嫌げん取りをするんだ。兄貴の生活だって保障してくれる」

「それはもちろん」

　ギア少佐の声が割り込んでくる。

「戻れない道に進ませようというんだ。君と君の家族へのサポートは全力で行わせてもらうよ」

　そんなギア少佐の言葉はどうでもいい。

　そういうことではない。

　考えているのは、そんなことではない。

「いや……」

　なんとか、声を絞しぼり出す。

「僕も、なるよ」

　その後、ラウがなにやらゴチャゴチャと言って怒おこった様子で通話を切ったり、嬉き々きとしたギア少佐がなにかを語っていたりしたが、そんなものはほとんど聞いていなかった。

　ただ、激変に揉もまれる自分の感覚に、呆ぼう然ぜんとしていただけだった。
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「つまり、勢いで機士になったと？」

「いやいやいやいや！」

　ラマナの身も蓋ふたもない言いぐさに、イオは慌あわてて手を振ふった。

「そうじゃなくて！」

「え？　違うの？」

「違うよ！」

　ラマナにびっくりされてイオは思わず叫さけんでしまった。

「でも、どう聞いてもそうとしか取れないけど？」

「うあああああああああ！」

　首を傾かしげるラマナにイオは頭を抱かかえる。

　あの時の自分の気持ちをどう伝えればいいのか……

「なによー恥はずかしがらずに、素す直なおに言えばいいんじゃないの？」

「ああもう！」

　確かに、直接的に言うには恥ずかしい気持ちがあったのは本当なのだが、ラマナにそんなことを言われてしまったせいで、もっと言いにくくなってしまった。

「わたしは、わかります」

　そんなやりとりをしていたら、ニルファが言った。

「わたしには、イオさんの気持ちがわかりますので、大丈夫です」

　顔を赤くしてそんなことを言うニルファに、イオはさっきまでとは別の意味で驚おどろいてしまった。

「えっと、ありがとう。でも、なんで？」

　そういえば、ニルファは特にイオに深い理解を寄せてくれるような気配がある。

　護法官だからという義務感が、彼女をそういう『理解ある隣りん人じん』のような人間像にさせているのだと思っていたのだ。ニルファにはそういう生き真ま面じ目めさがある。

　だけど、この間からの発言で、なにか違うような気がしてきた。

「それは……」

　イオの質問に、ニルファが言い淀よどむ。

「ニルファは、特別」

　いきなり、ユユが口を挟はさんだ。

「現代魔ま法ほう使つかいの祖の血筋。カンナカムイの心臓への直接接せつ触しよくが可能なのはニルファだけ。だから、イオの心なんか丸見え」

「[image: え゛]⁉」

　端折はしより気味なユユの説明に、イオは変な声が出た。

　問題なのは、最後の部分だ。

「丸見え？」

「そう」

「ああ、まぁね」

　イオの質問に、ユユとラマナが頷うなずく。

　どういう理り屈くつかはまるで理解できないけれど、心が丸見えというのはなんというか……

「プライバシーは守りますので！」

「どういう意味⁉」

　いや、顔を真っ赤にしたニルファの反応そのものが、イオが心配した通りのことだと示しているのではないか。

「なになに？　やっぱエロいこと考えてる？」

　そしてこういうときに、ラマナはまったく遠えん慮りよがない。

「なによう、そういうのはちゃんと教えてもらわないと」

「プライバシーです！」

　絡からみつくラマナに、ニルファは顔を真っ赤にしたままそっぽを向く。

「いやいや、そこは仕事よ仕事、イオくんの嗜し好こうがわかればさ、ほら、効率的かつより心地ここちよく抜ぬけるでしょ？　イオくん満足、あたしも満足、ニルファも貢こう献けんできて満足の、良いこと尽ずくめじゃん？」

「なにを抜く気だ！」

「やーねー、澱おりよ、オ、リ、」

　イオの叫びにラマナは平気な顔で返してくる。

「むぐぐ」

　むしろこれ以上突っ込んだことを言うと、こちらが墓ぼ穴けつを掘ほってしまいそうな雰ふん囲い気きさえあって、黙るしかない。

　そんなやりとりをしていると電車が止まった。

　射出ポッドの発射台に到とう着ちやくしたのだ。

　イオは、ユユの前に立つ。

　彼女の側そばにはあの日と同じように銀色のアタッシュケースがある。

「うう……」

　さきほどまでの会話のせいで、ユユのイオを見る目が冷たい。

　だけど、このまま気まずいままではいられない。

　今日、この戦いは、二回目の戦いという以上に重要な意味がある。

「あのさ」

「はい」

「僕にだって恨うらみはあるんだ。だけど、恨みだけでは動けなかった」

「…………」

「僕がここにいるのは、機き士しにならないとって思ったのはさ、恨みじゃなくて別の理由だけど。だからってユユの恨みを否定する気はないんだ」

「では？」

「だからさ、いまはいい解決方法が浮うかばないけど」

　そう言いながら、イオはアタッシュケースを取る。

「ユユの気持ちを無む駄だにしないようにがんばるつもりだよ」

「…………わかりました」

　ユユの表情は変わらない。

　できればいつか、この子に笑ってもらいたいな。

　そんなことを思いながら、イオは電車を降りた。
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　射出ポッドに入ったイオはケータイを気にしたが、ついにそれが着信を報しらせることはなかった。

《状じよう況きようをお伝えします》

　聞こえてきたのは、ニルファの声だ。

「うん」

《敵、侵しん蝕しよく晶しよう核かくは一体、純度Ｃの状態で侵しん攻こう中です》

　射出ポッドの中では外の様子は見えない。アタッシュケースの重さを確かく認にんしながら、ニルファの声に耳を傾かたむける。

《射出ポッドが目標に到着するまで残り五分、竜りゆう圏けんに入るまでは一分です。竜圏へ侵しん入にゆうと同時に竜圏幻装ドラグリミツト・フアンタジアの開始を目指します》

「うん」

　ラウの戦せん闘とう記録に刺し激げきされている。

　それをイイコトだと受け取り、イオもまた気持ちを戦いへ集中させる。

　戦闘記録でのラウの動きは、最初から最後まで予定通りという感じがした。

　それを再現することは、できるだろうか？

　たぶん、できる。誰だれかが一度やったことを真似まねするだけなら、それほど難しいことではないような気がする。

　だけど、それだけでいいのか？

　アタッシュケースの握にぎりをカチャカチャさせながら、考える。

　大事なのは侵蝕晶核を倒たおす、その一点に尽つきる。

　侵蝕晶核という、人類の脅きよう威いと戦うのが機士の仕事だ。その一点を遵じゆん守しゆできるのなら、誰かの真似をしても問題はない。

　だけど、それだけでいいのか？

「侵蝕晶核は倒さないといけない」

　逆に言えば、その一点を守れば、後はなにをしてもいいのだ。

　いま必要なのはなんだろう？　イオは考える。

　侵蝕晶核を倒す。倒すために必要なのはなんだ？

　意思の統一だ。

　本当に必要なのはそれだ。

　どういう気持ちであれ、ラウがやっているのはこれなのだ。侵蝕晶核への憎ぞう悪おで自分のチームを染め上げた。

　だからこそ、あんなにも機能的なことを初うい陣じんでやり遂とげることができたのだろう。

「ニルファ」

《は、はい》

　いきなりの呼びかけに、ニルファは驚いた様子だった。

「竜圏幻装ドラグリミツト・フアンタジアを急いでくれるのはいいけど、自分のペースは乱さないように頼たのむよ」

《はい》

「ラマナ、ニルファの設定進路に支援法ほう撃げきを充じゆう塡てんさせといて、走りながら溜ため込むから」

《了りよう解かい～》

「ユユ、全力で使うから、壊こわれたらごめん」

《承知しています》

「……みんな」

　そして、三人に呼びかける。

「僕がやってることは、すごく中ちゆう途と半はん端ぱに見えてると思う。でも、僕にもやりたいことがあるんだ。うまく言葉にできないけど、信じて欲ほしい」

《わかっています》

《そんなの気にしないって言ったじゃない？》

《倒してくれれば、それでいいです》

「ありがとう」

　三人から否定的な言葉は出なかった。

　それだけでも前進だと思い、イオはほっとする。

《竜圏に突とつ入にゆう。各種要件確認、起動の準備を願います》

「了解」

　心臓に、意識を向ける。

　そこにあるのは、生まれたときからあった心臓ではない。

　カンナカムイの心臓という、竜圏の中で生きるために造り出された人造の心臓が埋うめ込まれている。

　世界の火花を吸い込み、力に変える。

　血液以外のものを体に循じゆん環かんさせる。

　それは、イオを人以外のなにかにするということなのかもしれない。

「……そんなのは、わかってたよな」

　わかっていた。

　失った視力を取り戻もどし、右手を取り戻した。

　体だけは以前と同じようになに不自由のないものに戻った。

　だけど、戻ったのはそれだけだ。

　健常に動いてくれる体だけだ。

　右手を見つめる。

「まだ、なにも戻ってない」

　あの日、この右手に繫つながっていた最後のものはいまだに失われたままだ。

　この手で繫いでいられなかったものは、どこに行ったのかさえわからない。

　全すべては不認知領域モザイクウオールの向こうに消えてしまったのか？

　あるいはいまだに整理がついていないという避ひ難なん民みんの中に紛まぎれ込んでいるのか？

「可能性はいくらだってあるんだ」

　全てを失ったと諦あきらめて、絶望したい気持ちはわかる。

　絶望して、それで終わってしまうよりは憎悪を糧かてにでもなんでもして、前に進む方がマシだという気持ちもわかる。

　だけど……

「僕はまだ、諦めてないぞ。ラウ」

　ここにいない弟に、そう語りかける。

《竜りゆう珠じゆ展開、カンナカムイの心臓、起動します》

　目の前に光の球体が現れる。異界の力の証あかしがここにある。法則摩擦現象ロウ・フリクトによって生じた危あやうい可能性がここにある。

　イオの願いも、これと似たようなものだ。

　そこにあることを願わなければ、不認知領域モザイクウオールと同一視されて終わってしまっていたはずのものだ。

　希望を信じ、辛しん抱ぼう強づよく探さぐったからこそ、人類は竜圏が不認知領域とは違ちがうものだとわかったし、そこから機士を生み出すことにも成功した。

　戦う術すべを見つけることができた。

　きっと、それと同じことになる。

《竜圏幻装ドラグリミツト・フアンタジアを開始します》

　ニルファが始まりを告げる。

「イオ・オリベ、行きます！」

　そう信じるからこそ、イオは戦える。




　その日の戦闘時間は、初陣よりもはるかに速い時間で更こう新しんすることとなった。




　だが、この日、イオとはまた別の場所でもう一つ戦いが起きていた。

　その戦いもまた、後に記録を大きく更新することになる。




　戦闘時間の最長記録として、だ。
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　ラウ・オリベは常に苛いら立だっている。

　彼の苛立ちの正体は護法官たちにしてみれば当たり前で、だからこそ黙だまってそれを受け入れる。

　受け入れて、制せい御ぎよする。

　その苛立ちが暴れ出さないよう、上手に御ぎよすために、慎しん重ちように立ち回っている。

「ラウは、部屋に？」

　その空間は役割としてはリビングルームなのだが、オフィス的な味気なさで統一されていた。

　呟つぶやいたトレミーはリビングを見回して、その空間に一人でいた少女に片方だけの目を向ける。

　タブレット型の端たん末まつを操あやつる少女は、一言で説明すれば、黒かった。

　癖くせ一つない黒の髪かみは肩かたを超こえるほどに長く、着ている服も黒を基調としている。そんな黒に包まれたかのような少女の肌はだは、色素がないかのように白い。

「いつもの通りです」

　タブレット型端末に落としていた視線がトレミーに注がれる。こちらを見たその目は赤い。まるで宝石のように美しく、そして単調な輝かがやきだ。

　総じて、少女には人形のような印象があった。

　イクマ・ビアス。それが彼女の名だ。

　ラウ・オリベに仕え、超ちよう常じようを担当する護法官はなにも映さない不思議な輝きの目でトレミーを見ている。

「ラウに、なにか御ご用ようでしょうか？」

「そろそろ訓練の時間だから」

　イクマの目に見み据すえられて、トレミーは緊きん張ちようする。護法官の教育機関に同時期にいたとはいえ、起点を担当するトレミーとは普ふ段だんから活動する場所が違った。

　それでも噂うわさを聞くほど、イクマは優すぐれている。

「彼の調子はどうですか？」

「先日設定した課題をもう九割こなした。装具への熟練度はミュウリにしかわからないが、総合的な身体能力値に関してならそれぐらいだ」

「上出来ですね」

　そう言って頷うなずく姿にも生気がない。

　トレミーは一つしかない目を歪ゆがめてイクマを見る。

　少女の存在そのものが、まるで少女自身の不幸を美しく飾かざり立てているかのように見えた。

　ラウやイクマ、そしてここにいないミュウリに対し、トレミーは三人の歳としの離はなれた姉ほどに差がある。

　銀ぎん髪ぱつ碧へき眼がんの彼女はラマナと同じように陸上競技者に通じるスレンダーな美しさがあった。

　だが、その面おもては半分しかわからない。彼女の右目とその周辺は眼帯状のもので覆おおわれている。

　端はしから零こぼれ出た痣あざが、眼帯の理由を示している。

「さすがはトレミーです。これなら次の課題を設定する時期を早められますね」

「わたしではなく、ラウの執しゆう念ねんだろう」

「それを利用するのがわたしたちの仕事です」

　平然とそう言ってのけるイクマに、トレミーは複雑な思いを抱かかえる。

　だがそれは、イクマの言動を否定したいというものではない。

「訓練の時間だ」

「……待ってください」

　時計を確認し、ラウの部屋へ行こうとしたトレミーを、イクマが止めた。

「軍からの通達が来ました。準備を」

　イクマがそう言った瞬しゆん間かん、トレミーは反射的に眼帯を手で押さえた。

　眼帯の奥が熱くなる。頭の中が赤で染まる。

「わかった」

　この瞬間、トレミーの中からさきほどまであったモヤモヤとした感情は消える。

　戦いが始まるのだ。

　トレミーから夫と産まれたばかりの子供と、それから未来に続くはずだった幸福を奪うばっていった侵しん蝕しよく晶しよう核かくが、性しよう懲こりもなく再び現れたのだ。

「すぐに支し度たくを調ととのえさせる」

「お願いします」

　足早にラウの部屋へと向かうトレミーの後ろ姿には、さきほどまであった無む駄だと迷いはなかった。

　イクマは立ち上がる。タブレット型端末を脇わきに抱え、別の部屋から騒そう々ぞうしく飛びだしてくるミュウリを無視し、一足先に専用の地下鉄へと向かっていく。

　彼女の戦いが、もうすぐ始まろうとしている。
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　赤髪の女がすぐそばでベタベタしてくる。

　癖の強いその髪は長く、後ろで雑に括くくられている。垂れぎみの目の下にはそばかすが散っている。

　化け粧しようっ気けのないその女は、ひどく上じよう機き嫌げんで、鼻歌交じりにラウの体に手を触ふれる。作業着の上部分は腰こしに巻き、上半身はくたびれたタンクトップのみという隙すきだらけの格好なのだが、彼女はそんなことをまるで気にしていない。

　彼女の名はミュウリ・イーリー。

　補助を担当する護法官だ。

　彼女はいま、ラウの体に装具を着けている最中だった。

　すでに腕うでと足は、イオも見た記録映像のものが取り付けられている。

「変へん更こう点は？」

「マニュアル的なとこではないねー。速度上げろって要望にはあちこちいじったから、少しは上がってると思うけど、体感できるかどうかは、あんた次し第だいじゃない？」

「ふん」

「まっ、馬ば鹿か力ぢからの方は折り紙付きなんだから、あんまりパラメーターを偏かたよらせると耐たい久きゆう度がねー。あんたに使いこなす技ぎ倆りようがあるなら、もっと大だい胆たんにいじってあげるけど」

「次はそうしろ」

「実力見せてから言いな」

　着け終わった装具を叩たたき、ミュウリはにやりと笑って離れていく。

　ここは、機き士し専用の地下鉄の中だった。

　イクマもトレミーもいるが、二人は口を開かない。離れていったミュウリも二人に興味を示すことなく、片付けを済ませれば自分の考えに浸ひたっている様子だ。

　静まりかえった空気を気にすることなく、ラウは装具の具合を確かく認にんするためにあちこちを動かしていた。

　以前にイオが記録映像で見た通りの姿がそこにある。顔以外の全すべての部分を装具という、機士を補助する金属の装置で覆われている。見た限りは原始的な金属鎧よろいに見えてしまう。だが、この金属一つ一つが、機士の力を生かすための特とく殊しゆな精せい錬れんで作り上げられている。異世界の法則に対応した金属なのだ。

　それらを機士の力に応じた能力を発揮できるようにするのが、ここにいるミュウリやユユのような補助を担当する護法官の仕事だ。

「…………」

　ラウは黙って左手を見つめている。指先まで金属に覆われたそれを動かす。金きん属ぞく片へんの擦すれ合う音は微かすかで、耳みみ障ざわりではなかった。

　なにかを想起させる音だと、ラウは感じている。

　思い浮うかんだのは、先日のイオとのやりとりだ。

「ふん」

　浮かんだそれを一いつ笑しように付そうとしたが無理だった。あの日以来、ラウは笑うことがうまくできない。笑いたいと思ったこともない。

　苛いら立だちだけは際限なく募つのっていく。

　多少でも解消できるのは、護法官たちとの訓練や準備をしているときだった。

　だがそれらは微び々びたるものだ。

「クソ兄貴が」

　先日のやりとりは最悪だった。

　機士になることを選んだときから最悪だった。連れん絡らくを取れば取るだけ最悪が募っていく。

　もういっそ、完全に連絡を絶ってやろうかと考えない日はない。

　だが、いまのところ、絶ぜつ縁えんの決意は固まらない。

「まったく、あんなんでやってけると思ってんのかよ」

　愚ぐ痴ちりながら、左手を動かし続ける。

　関節の動きに違い和わ感はない。ただ、まだ竜りゆう圏けん内ないではないためサポートの動力を背負わされている。これが体のバランスを崩くずして動きづらい。

　とにかく異常がないことだけを確認すると、ラウは射出場までじっとしていた。

　電車は止まり、ラウだけを吐はき出す。

　さらに移動して射出ポッドに収まったラウはその場に座り込んだ。

　サポート動力の感覚が鬱うつ陶とうしい。それに頼たよらないようにするには、背中を預けて座るしかなかった。

　ポッドが射出される微び弱じやくな感かん触しよくをやり過ごし、竜圏に到とう着ちやくしたという連絡を心待ちにする。

　やがて、そのときがやってくる。

《竜圏に突とつ入にゆうしました》

「起動、急げ！」

　ラウは喚わめく。

《もうすぐです。竜りゆう珠じゆ展開、五条要件達成確認、竜圏幻装ドラグリミツト・フアンタジア、開始します》

　その瞬間、ラウの世界が一変する。

　立ち上がり、背中のサポート動力を強ごう引いんに剝はぎ取る。

　ラウの苛立ちを解消する最善の方法は、これだ。前回の初うい陣じんで実感した。

　侵蝕晶核と戦い、倒たおす。この方法以上の最善はおそらく存在しない。

「やってやる」

　声には興奮が宿っていた。

　ラウに満ちた竜圏の力に反応して、装具が活動を開始する。襟えり元もとにあった塊かたまりが解ほぐれ、マスクとなってラウの素す顔がおを覆う。

《敵、侵蝕晶核の解かい析せき完かん了りよう。純度Ｃです》

「ちっ」

　その報告に興奮が覚める。

　イクマのもたらした情報は戦意を搔かき立てるものではなかった。

「雑魚ざこか」

　純度Ｃ。初陣で倒したものと同じランクだ。純度Ｅ以下の石ころどもではないだけありがたいのかもしれないが、程度がすでにしれているというのがやる気をわずかに削そぐ。

《おーい、そういう舐なめた態度は、一発で終わらせられるようになってからにしなー》

　横からミュウリが口を挟はさむ。

「黙だまれ、そうしてやるよ」

《それは楽しみ》

　ミュウリの挑ちよう発はつに乗った形で、ラウは射出ポッドを破は壊かいして飛びだした。

　前回同様、いまだ飛行中の射出ポッドに飛び乗る。

　すでに支援法ほう撃げきは開始されており、目標までの道筋が法則摩擦現象ロウ・フリクトの光で照らし出されていた。

　ラウは、その道筋に沿って飛ぶようにポッドに力を注ぎ込む。ポッドは落下に向かっていた軌き道どうを変更し、侵蝕晶核に向かっていく。

　ここまでは、前回と同じだ。

　視認できた侵蝕晶核は、結けつ晶しようで作られた花のようだった。長い花弁を八方に伸のばした大輪の花は、左右に大きく揺ゆれながら侵しん攻こうしている。

「あいかわらず、ふざけてやがる」

　前回のものも人間に近い形をしていた。なんなのか？　こちらの世界の真似まねでもしているつもりなのか？

　そう考えると怒いかりで思考が赤く染まっていく。

　なにを考えてこんなことをやっているのか？

　なんの目的があって？

　どういう意図があって？

　そんなことはなにもわからない。

　ある日突とつ然ぜん現れて世界を削けずっていく。

　そこになにがあるか、誰だれがいるか、そんなことはまるでおかまいなしに世界を削り、我が物顔で不認知領域モザイクウオールの向こう側に隠かくしてしまう。

　そこにいたものがどうなってしまったのか、人々がどうなってしまったのか？

　被ひ害がいの外にいた人々にはなにも報しらせない。なんとか逃にげ出せた人々にも、なにもわからせない。

　全ての情報を遮しや断だんして、絶望の壁かべを作る。

　それが、侵しん蝕しよく晶しよう核かくだ。

「砕くだけ散れ！」

　ラウは吠ほえる。

　喉のども裂さけんばかりの吠え声が竜圏に満ちた力を震ふるわせ、ラウの全身を輝かがやかせる。

　竜圏の力を満まん載さいしたそれを侵蝕晶核に叩きつける。

　第三種法則、世界の削り合いから生まれた火花の結晶は、そのまま他種の法則を焼き尽つくす熱となる。

　ゴウッ！

　ポッドが命中し、青の爆光が広がる。

　寸前で離り脱だつしたラウは、その爆光を目くらましに使い、距きよ離りを縮める。ミュウリと約束したことを実行するための準備をする。
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　腰に吊つるした箱状のもの〝ザ・ジャック〟に手を突つっ込こみ、装着する。

　無数の金属片によって構成された箱は、ラウの意思とそれに呼応した竜圏の力に反応し、その姿を再構成する。

　螺ら旋せんを描えがくように再配置されていった金属片は、その姿を槍やりに変えた。馬上で使う騎き槍そうに似たそれはラウの腕うでを柄えのごとく扱あつかって展開し、その穂ほ先さきを形成している。

　そして、ラウは勢いをそのままに爆ばく発はつを突き破ると、その先せん端たんを侵蝕晶核に突き当てる。

　突き崩す。

　貫つらぬく。

「らあああああああああああああああああああああああああああああああ‼」

　ラウの雄お叫たけびに呼応し、槍を覆おおっていた竜圏の力が渦うずを発生させる。それはそのまま騎槍の進行を後押しし、侵蝕晶核を大きく抉えぐる。

　削り、突き進み、割り砕く。

「あああああああああああああああああああああああああああっ‼」

　雄叫びの果てに巨きよ大だいな結晶体を突き抜ぬけた。

　花の中央を打ち砕かれた侵蝕晶核は、中心部で膨ぼう張ちようするエネルギー圧に押されてひびを広げ、ついには四散する。

「一発だ」

　突き抜けた勢いを減げん衰すいさせて降下するラウが、そう言う。

《うーん、最初のあれ、一発に入らない？》

「入るか‼」

《ふん、まぁいいけどね。それじゃ、帰ったらご褒ほう美びに、速度マシマシにパラメーター変へん更こうしてあげる。ぶっ壊こわすなよー？》

「望むところだ」

　勝利の余よ韻いんと通信の会話が、ほんのわずか、心を苛立ちから遠ざける。

　技術と戦果をぶつけるようなやりとりが、ラウに未来を見せる。

　次も、そのまた次も、とどまることなくおれは強くなる。

　そういう確信がラウに宿る。

（おれは、正しい）

　強くなるためにはどうすればいいか、戦って勝つためにはどうすればいいか、そのために導き出したラウの考えは正しいと、この勝利が実感させる。

　自分の憎ぞう悪おを燃やし尽くすため、同じ対象を恨うらむ人間たちに正しく利用されるため、人選は厳密に行わなければならない。ただ能力があるからというだけで、うまく相乗し合えるわけではない。

　それが、イオにはわかっていない。

（わかるか兄貴。仲良しこよしじゃやっていけないんだよ）

　ここにいない兄に、心の中でそう言ってのける。

「いや、わかるはずもないか」

　ふと、そう呟つぶやく。

「のうのうと当たり前を信じてきた兄貴に、それがわかるわけもないか」

《どうかしましたか？》

「なんでもない！」

　差し込まれたイクマの声に、苛いら立だちが爆発する。

　イクマはまるで気にしない。

《そうですか。その区域は変質度五十パーセント前後で変動しています。なにが起こるかわかりませんので注意してください》

「わかった」

　独り言を聞き漏もらさないイクマに舌打ちしつつ、着地地点を確かく認にんする。

　なにもない。ただ、荒あれた地面だけが広がっている。かつてはここに人工物か自然物か、あるいはその両方があったのかもしれない。

　だがいまは、機き士しと侵蝕晶核の戦いの結果として、荒れ果てている。

　現にいまも、ポッドに込こめた爆発や崩くずれる侵蝕晶核によって地面が削れている。今回のような単発の進行ではなく、大量の侵蝕晶核による大規模侵しん攻こうなどが起きた場合には、軍による大火力支し援えんも行われる。

　そういったものが累るい積せきして、長く防衛された竜りゆう圏けんは荒れた大地となってしまう。

　爆発で抉れた大地に着地したラウは、振ふり返って成果を再確認する。

　ふとした瞬しゆん間かん、ラウは疑問を見つけた。

「…………おかしくないか？」

　マスクの中でラウは顔をしかめた。

　空中を浮ふ遊ゆうしていた花状の侵蝕晶核は、いまだに浮ふ力りよくを失っていないのか、爆散した一部を除けばそのほとんどがいまだ宙にある。

　だが、完全に砕けていることも確かだ。

　その証しよう拠こに、あちこちで侵蝕晶核の残ざん骸がいが赤と青の光を明めい滅めつさせながら砂状に崩れていっている。法則摩擦現象ロウ・フリクトに抗こうする力を失っている証拠だ。

　そのはずなのだが……

《変化はありませ……》

　イクマの言葉が切れた。

「っ！」

　その瞬間、ラウは飛んだ。

　イクマの言葉が途と切ぎれたという、ただそれだけを根こん拠きよに、この場からの退たい避ひを即そく断だんし、実行した。

　変化は、大地で起きた。

《大規模法則摩擦現象ロウ・フリクト、発生》

　感情を失ったかのようなイクマの声がわずかに音程を上げた。それが彼女の悲鳴なのかもしれない。

　その声に前後して、ラウの逃にげ出した周囲の地面から光が溢あふれ出す。

　赤と青で交こう互ごに変化する、法則摩擦現象ロウ・フリクトの光だ。

　光の柱が無数に地面から現れ、地面を内側から押し上げ爆発させる。

「出てくる⁉」

　巨大ななにかが地面を押し上げて現れようとしているのだ。

《距きよ離りを取ってください。態勢の立て直しを》

　ラウにも異論はない。混乱したままでは戦えない。

　まずは徹てつ底てい的に逃げる。

　逃げようとする、が正解だ。

　実際には逃げられなかった。

「なっ！」

　飛来してきたそれを、ラウはなんとか身を捻ひねってかわした。

　結けつ晶しよう状の槍？　いや、破は片へんだ。

　さきほど倒たおした純度Ｃの破片が、ラウに向けて飛来してくるのだ。

　刃はのように細く割れた破片の群が襲おそいかかってくる。

「くっそ！」

　その破片を、ラウはかわし続ける。飛行状態での回かい避ひ行動は奇き跡せき的に成功を続けた。

　だが、奇跡は続けられるものではなかった。

　破片の群を切り抜け、直線に飛び抜けようとした空間に突とつ如じよとして遮さえぎるものが現れた。

　さきほど倒したはずの侵しん蝕しよく晶しよう核かくだ。

「死んだふりか⁉」

　納なつ得とくがいかないが、現実はその通りになっている。ラウはわずかに進路を変え、その横をすり抜ける道を選ぶ。

　だが、破片は追いかけてきている。

　さらに……

　大輪の花だったはずの侵蝕晶核が、突如としてその形を変化させた。硬こう質しつな物体にそんな急な変化ができるはずがない。だが、それをやり遂とげる。だからこそ、これは異界の法則で成り立っているのだ。

　瞬またたく間に変化したそれは、無数の針によって作り上げられた球だった。

　その針が射出され、ラウに向かって降り注ぐ。

「う、おおおおおおおおおおおおおおおお！」

　雄叫びを上げ、飛行の速度を上げる。回避などと言っていられない。着ちやく弾だんの前に危険区域から脱だつする。それしか方法はない。

　ないの、だが……

「ぐうっ！」

　衝しよう撃げきが体を襲い、ラウは錐きり揉もみしながら地面に墜つい落らくした。

　全身がバラバラになったかのような痛みが襲う。法則摩擦現象ロウ・フリクトの光が激しすぎて、視界を混こん濁だくさせる。

「くそうっ！」

　叫さけび、立ち上がろうとして、ラウはうまくいかないことに気が付かざるをえなかった。

　立てないのだ。

　右足が、なかったのだ。

　破は壊かいの断面が明滅光を激しく吐はき出す。

　それに呆ぼう然ぜんとしている暇ひまはない。地面を爆ばく砕さいさせてせり上がってくるものがある。その轟ごう音おんがラウを揺ゆする。

　針玉と化した侵蝕晶核を引き連れ、それは姿を見せる。

《純度Ａです》

　護法官としてイクマを選んだのはラウ自身だ。

　それなのに、いまは彼女の声が無む慈じ悲ひな死の宣告に聞こえた。
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　その報告はイオにも伝えられた。

　深夜にイオの部屋へ伝えに来たニルファの表情は青ざめ、こわばり、その悲ひ愴そうぶりはまるで、彼女こそがこの不幸の被ひ害がい者しやなのではないかと思えるぐらいだった。

「ラウが……？」

「はい」

　戦場で動けなくなっているというのだ。

「被ひ弾だんで装具を破壊され、移動が困難な状態になっているということです」

「動けないって……」

　その言葉でイオはなにも考えられなくなる。

「ラウは、大だい丈じよう夫ぶなの？」

「現在のところは」

「…………」

「防衛戦の展開に成功し、膠こう着ちやく状態を維い持じすることはできているようです」

　ニルファの報告にわずかに安あん堵どはした。

　だが、あくまでもわずかだ。

　膠着状態の維持ということは、勝つ方法がないということではないのか？

「ラウさんの詳くわしい状じよう況きようまではこちらに伝わっていません。ですがそのことで、機士たちに《ロビー》への招集命令が届いています」

「招集命令って……」

　それがどういう意味なのか考えるまでもない。

「…………緊きん急きゆう時のためです」

　そう言ったニルファの顔が苦しげで、イオは言葉もなかった。
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　二度目となる《ロビー》は以前とは違ちがった。

　すでに人がいたのだ。

　電脳空間のはずなのに人がいるだけで印象が変わるのは、この場に魂たましいが存在しているからなのか、それともただの視覚の変化による誤認か。

　しかし、そんなことをまじめに考える余よ裕ゆうは、いまのイオにはなかった。

「来たか、イオ君」

　そう言ってイオを出で迎むかえたのは、シルドア・ギア少しよう佐さだった。

「少佐、ラウは？」

「危険な状態だ」

　ギア少佐はイオを促うながして、《ロビー》の中央に向かう。

「……現状で動ける機士は君を入れて四人だ」

　他の三人はすでにいて、ギア少佐に伴ともなわれてやってきたイオを物もの珍めずらしげに眺ながめている。

「紹しよう介かいしよう。彼が新しく機き士しになったイオ・オリベ君だ」

「知ってる」

「戦せん闘とう記録は見させてもらった」

「…………」

「あ、ど、どうも」

　慌あわてて頭を下げるが、三人の反応は淡たん白ぱくだった。

　イオの方も彼らの反応に気を遣つかう余裕はない。ギア少佐がいつ話し出すのか、そればかりが気になって、必要以上に周りに気を遣うことはなかった。

「では、現状を報告しよう」

　イオを手近なソファに促して、ギア少佐は語り始めた。

「現場は十七號ごう竜圏。領域に突とつ入にゆうしたのは昨日の十五時十七分。確かく認にんされた侵蝕晶核の純度はＣ。突入から事前に確認されていた侵蝕晶核を撃げき破はするまでの時間は二分二十七秒」

「ひゅ～」

　先せん輩ぱい機士の誰だれかが口笛を吹ふいた。

「純度Ｃならそれほど難しい話でもない。上出来ではあるが……だが、問題はそこからだろう？　なにが起きた？」

　年とし嵩かさの機士の質問にギア少佐は頷うなずいた。

「地下に別の個体が潜せん伏ぷくしていた。しかもそれは倒したはずの純度Ｃの侵蝕晶核の復元までしてのけた」

　そう言った瞬しゆん間かん、機士たちの周りで緊きん張ちようが走はしった。

「そんなことができるのは」

「純度Ａ以上だ」

「それは大事ね」

「その通り」

　機士たちの反応を見て、ギア少佐が話を続ける。

「現在、機士ラウ・オリベは装具を一部破壊され、行動と戦力に支障が出ているものの防衛戦を展開して現状の維持に努めている」

「そいつはいいがんばりだ」

「そのままがんばってもらいたいがね」

「問題は変質度の推移、じゃないのか？」

「その通り。戦闘は拮きつ抗こう状態となり、純度Ａの侵しん攻こうを阻そ止ししてはいるものの、侵蝕晶核が長時間存在していることそのものが、竜りゆう圏けん内ないの空間変質度を上げている。現在は微び弱じやくな上り坂だが、これがいつ急変するかわからない」

「楔くさびを打たれることはなくとも、不認知領域モザイクウオールが拡大する恐おそれもある」

「負けてしまえば結局は、近くの都市まで侵攻されて楔を打たれるでしょうけどね」

「あいつらは人間が大量にいる場所に向かう習性があるからな。なにがしたいんだか、嫌いやになる」

「…………状況説明は以上だ。これからの動きだが、純度Ａをこれ以上、人類圏に侵攻させないため、限界線を設定する。その線を純度Ａが超こえた瞬間、ラウ・オリベに対して軍の所有する機士への監かん督とく権限を発動する」

　ギア少佐がそう言った瞬間、韜とう晦かいするかのような態度をしていた機士たちの空気が凍こおった。

「そんな……」

　イオだって、その意味はわかる。

「……カンナカムイの心臓の、強制停止」

　機士を機士たらしめているのは、法則摩擦現象ロウ・フリクトの光を吸い取り力に変えるカンナカムイの心臓があってこそだ。

　心臓が機能を発揮しているからこそ、機士は竜圏内での戦闘を行うことができる。

　つまり、それを止めるということは？

「侵しん蝕しよく晶しよう核かく側からの法則汚お染せんを浴びるでしょうし、竜圏の火花の熱にやられるかもしれない。でも、それは普ふ通つうの人間の話」

　女性の機士が口を開く。

「その通り、機士は生身の体でも法則汚染に耐たえることができる。機士の適性とは、つまりはそういうことだ」

　年嵩の男は唸うなりつつもそう言う。

　しかし、その言葉の後に『だが』が付くからこそ、先輩機士たちはこんな顔をしているのだ。

「カンナカムイの心臓を止められるということは、戦場で真まっ裸ぱだかにされるということだからな。法則汚染に耐えることができたって、物理的な破壊に耐えられるわけじゃない」

　侵蝕晶核は異世界に存在する、異世界の法則によって構成された存在だ。

　だが、人類圏に現れ、行動することができるということはこちら側の法則に対してある程度の対たい抗こう策、あるいは適応性があるからこそ存在できているということでもある。

　つまりは、あの水すい晶しようのような巨きよ大だいな結晶体にしか見えない侵蝕晶核が、未知の推進力で動くのはあちらの法則だが、こちらの世界の法則で生きる者が触ふれれば巨大な質量に襲おそわれる。

　そういう都合の良さが竜圏には存在する。

　どちらにとって都合が良いのか、わかったものではないが。

　いま、問題とするべきなのは、そういう破壊のまっただ中でラウはなんの力もない状態で取り残されてしまうかもしれないということだ。

「では、以上だ。配置については各自の護法官に伝達する。君たちはただちにポッドに向かい……」

「待ってください！」

　全すべてがイオを無視して進もうとしている。

　イオは叫んで、ギア少佐を呼び止めた。

「なにかね？」

「ラウを……ラウを助ける手段はないんですか？」

「イオ君……」

　ギア少佐はため息を吐つくようにイオの名を呼んだ。

　他の機士は、イオの叫びを聞いても足を止めなかった。それどころか、足を速めたかのようにこの場から姿を消してしまった。

　その態度がなにを物語っているか、わからないわけではない。

「カンナカムイの心臓を移植する前、最後の講習で君は念入りに教えられたはずだが？」

「…………くっ」

「なにを教えられたか、改めて私に説明してもらえないかな？」

「…………」

「どうした？」

「…………機士は、同じ場所に立つことは許されない。それは、カンナカムイの心臓が起動しているかどうかは関係ない」

「その通り、次だ」

「カンナカムイの心臓は、起動前状態でも人間の心臓と同等の働きをしており、故ゆえに完全な停止状態にすることは機士の死亡にもつながるため、不可能である」

「よろしい。その次だ」

「カンナカムイの心臓は、その性質上、同種波形の振しん動どう波に影えい響きようを受けやすい。それは、起動前のカンナカムイの心臓でも同じであり、二つのカンナカムイの心臓が半径五キロメートルの距きよ離りに存在した場合、共鳴現象によって強制起動が起きることが確かく認にんされている」

「それで、次は？」

「…………人類圏でカンナカムイの心臓が起動した場合、侵蝕晶核に代表される第二種法則が存在しないため、第三種法則である竜圏が発生する要件とはならない。だが、二つのカンナカムイの心臓による共鳴現象で起動した場合、共鳴現象そのものによって法則摩擦現象ロウ・フリクトが発生する。この場合、共鳴現象がそのまま第二種法則となっているのだと推測される」

「素す晴ばらしい！　学科は満点だったようだね」

　二人しかいなくなった《ロビー》でギア少佐の拍はく手しゆの音が虚むなしく響ひびく。それはイオを威い圧あつし、押し潰つぶそうとしているかのようだった。

「つまり、機士が二人揃そろうということには、侵蝕晶核が発生するのと同じ危険が存在するわけだ。言っている意味はわかるね？」

「だけど……」

「戦場に機士が二人揃えば、それだけで空間の変質度を加速させ、不認知領域モザイクウオールを広げることになる。そうなればどうなる？　竜圏の拡大に合わせて安全地帯も再設定しなければならず、そうなれば近きん隣りんの住民には移住を強制しなければならない」

「…………」

「それでも倒たおせれば問題ないかもしれない。だが倒せなければ、純度Ａの侵蝕晶核と暴走状態の機士二人が揃って人類の敵に回ったらどうなる？」

「…………」

「君は、君一人のエゴのために何十万という人々を不幸に落とそうというのかね？　君がかつて味わったものを、他の人々にも味わってもらわなければ気が済まないかね？」

「そんなことは……」

「ならば、答えは決まっている」

「くっ……」

「…………君は、今回の作戦には参加しない方がいいようだ」

　冷たい宣言を最後に、ギア少しよう佐さの姿も《ロビー》から消えた。




　　　　†




　電脳空間から戻もどっても、現実世界はまだ夜だった。

　時間はそれほど経たっていない。

「イオさん、大だい丈じよう夫ぶですか？」

　イオを覗のぞき込んでいるのはニルファだけではなかった。ラマナに、ユユ、護法官たちが揃っている。

「あんまり……」

　なにか言おうとして、うまく喋しやべれなかった。

「…………救出作戦はないって」

　イオの言葉に、誰だれも返事をしなかった。

　わかりきっていることなのだ。

　危機になった機き士しは誰も救えない。

　わかっていた。

「だから、僕の故郷だってああなったんだから」

　機士が一人でしか戦えないから、その機士が敗れたら諦あきらめるしかない。侵蝕晶核に都市部にまで入られて、楔を打たれ、新しい不認知領域モザイクウオールが生み出されるのを指をくわえて見守るしかない。

　新しい機士の派は遣けんは間に合わない。

　そういう意味では、むしろ今回は次の機士を派遣する余よ裕ゆうができていることが僥ぎよう倖こうに近いのかもしれない。

「そう考えれば、ラウはやっぱりすごいんだろうな」

「イオさん」

　自分でも声が乾かわいているのがわかる。

　手が震ふるえて止まらなかった。

「ごめん、ちょっと、一人にしてくれるかな？」

　イオを見守る彼女たちの視線に耐えられなくなってきた。

「でも……」

「頼たのむから」

　俯うつむいたまま、イオは言った。

「行こう」

　ためらう様子のニルファを、ラマナが促うながしている。ユユの声は聞こえなかった。三つの足音がイオから離はなれていき、ドアが開き、そして閉まった。

「…………う、うぅぅぅぅぅぅ」

　頭を抱かかえて、唸る。

　なにも為なす術すべが思いつかない。

　こんなはずじゃない。

　こんなことになるために機士になったわけじゃない。

　そんな思いがイオの頭の中を駆かけ巡めぐり、その不快感に指を食い込ませていくことしかできなかった。

　こんなときに、頭の中であのノイズが駆け巡る。

　あの日、故郷を失ったときのラウの叫さけび。聞こえなかったあの叫びが頭の中で不ふ明めい瞭りように跳はね回る。

「ああもう、なんで、こんなときにまで」

　いや、こんなときだからこそなのか。

　ただ一つ失わずに済んだものを、失いそうになっている。

　こんな状じよう況きようだからこそ、思い出さなくてはいけないのかもしれない。

　あのときにずれてしまって受け止められなかった木霊こだまが、今度こそイオの心で響こうとしているのかもしれない。

『どうせなら、全部なくなっちまえばいいんだよ！』

　あのとき、ラウはこう叫んでいたのだ。

　どうせ取り戻せないのなら、なくなってしまえばいいんだと。

　自分さえもなくなってしまえばいいのだと。

「そんなこと、できるわけないだろう」

　だけど、そう返すいまのイオに、できることはなにも思いつかなかった。




　なにも考えられないまま、頭を抱えてじっとしてしまっていた。

　今度こそ時間の流れがわからなくなって、イオは頭から手を離した。どれだけ絶望していても動かないままというわけにはいかない。

　部屋を出ると、廊ろう下かにニルファがいた。

「…………なにをしてるの？」

「心配でしたので」

　廊下に座り込んだニルファに、イオはなにかを言おうとして、なにも言えなかった。

「なにもできやしないよ」

　言いながら、イオもその場に座り込む。

「こんなときに一人になるべきではないと思います」

「ありがとう」

「いえ……」

　ニルファの隣となりに座る。いまが何時なのかまったくわからないけれど、それとは関係なしに辺りの空気は静まりかえっていた。

「…………こんなはずじゃなかったんだ」

　ようやく絞しぼり出した言葉が、それだった。

「もっとうまくやれるはずだと思ってたんだ。こんなんじゃなくて、ちゃんと……」

「はい」

　自分でもちゃんとした言葉になっていないことはわかっている。

　だけど、ニルファはためらいのない様子で頷うなずく。

「わたしにはわかります」

　迷うことなく、イオを見ることなく、廊下の壁かべに向かってニルファはそう言ったのだ。

「全部、見えたんだっけ？」

　ニルファはカンナカムイの心臓を通してイオの精神を覗き見れると言っていた。

「もうしわけありません」

　そう言ったニルファは両りよう膝ひざを抱えた手に力を込こめ、小さくなった。

「いいよ。それはいいんだ」

　恐きよう縮しゆくするニルファに、イオは頭かぶりを振ふる。

「ですけど、勝手に自分の気持ちを見られているだなんて」

「驚おどろくことだと思うし、聞いたときは驚いたけど、でも、仕方ないじゃないか」

　足を抱えて座り込むニルファは、まるで石になりたがっているように見えてしまって、イオは彼女から目を離す。ニルファに倣ならって壁を見ることにした。

「そういうものなんだから」

　ニルファは見たくて見ているわけではない。超ちよう常じようを担当する護法官として、やるべきことをやっているだけだ。

　その結果、彼女の血筋の力がイオの精神を覗かせているだけ。

　そういうことなんだと、イオは思っている。

「したくてしてるわけじゃないことを、あれこれ言いたくはないよ。そりゃ、ニルファがそれでなにか悪いことをしようと思ってるんだったら……」

「そんなことは、しません」

「でしょ？　なら、僕はニルファを信じるよ」

「イオさん」

「それに、こういうときになにも言わなくていいなんて、それこそありがたいよ」

「…………いつも見えているわけではありません」

「うん？」

「ですから、いまのイオさんの気持ちまでは、わたしは、ちゃんとわかっていないと思います」

「それでいいよ。でも……」

　この建物全すべてがイオのために用意されたものとはいえ、生活空間そのものは無茶苦茶に広いわけではない。その辺りはイオの感覚を尊重してくれているのかもしれない。

　つまり、この廊下はそこまで広くはない。

　イオとニルファの二人が座り込んでいたら、誰かが通りがかったときに邪じや魔まになるぐらいの幅はばしかない。

「いい加減、こんなところで話してるのもあれだし、明日の学校で寝ね不ぶ足そくになるかもだから」

「イオさん」

「もう大丈夫。ありがとう」

「イオさん」

　立ち上がろうとしたイオをニルファが止めた。腕うでに手を絡からめ、放さないという強い目でイオを見上げる。

「お願いですから一いつ緒しよにいてください」

「いや、あのね……」

「眠ねむるのなら、わたしも一緒に」

「はぁっ⁉」

　ニルファの思わぬ言葉に、イオは目を剝むいて驚いた。

　だけど、驚いてばかりもいられない。

「お願いですから、いまは一人にならないでください」

「ねぇ、ほんとにいまは見えてないの？」

「心臓に触ふれなければ心は覗のぞけません」

　ニルファのその言葉を本当に信じていいのかどうか、イオはわからなくなりそうだった。

　なぜなら、いま、イオは…………

「いまのイオさんの気持ちはわからなくても、これまでのイオさんをわかっていれば、あなたがいまどうするかを考えることはできます」

「それは…………」

「イオさんだから、わかるんです」

「え？」

　ニルファのその言葉に、イオは強い衝しよう撃げきを受けた。それこそ心臓を握にぎりしめられたような衝撃だった。

「人は、いきなり変わったりなんてできません。あなたがいま考えていることは、あなたという人間の積み重ねが判断させています。だから、わかるんです」

　ニルファのその言葉とともに、イオの脳のう裏りに浮うかんだものがあった。




『イオだから、なんでもわかるのよ』




「イ、イオさん？」

　いきなり立ち尽つくしたイオを、ニルファが驚いた顔で見ている。

「リーシャに言われたのかと思った」

「え？」

「ごめん。迷めい惑わくだとは思うんだけど、でも、いまのニルファの言葉、リーシャに言われたみたいで」

　そう言って、イオは足から力が抜ぬけて、ずるずるとその場に座り込んだ。

　元の位置に戻もどってしまったイオに、ニルファもまた座る。

「故郷であの光を浴びてから、僕はいろんなものを失った。家族もそうだし、幼おさな馴な染じみもそうだし、弟以外は全部なくなった」

「はい」

「リーシャは僕たち双ふた子ごのことをわかってくれる、家族以外ではほとんど初めての人なんだ」

「はい」

「そっか、ニルファは、わかってるのか」

「す、すみません」

「いや、謝って欲しくて言ってるんじゃないんだ。むしろ」

「…………」

　言葉を詰つまらせるニルファを、イオはじっと見つめる。気持ちが伝われば、そう思いながら彼女を見る。

「ありがとう」

「どうして、そんな？」

「もうなくなってしまったって思ってたものを、ちょっとでも感じられたんだから。いま、ちょっと泣きそうなぐらい、うれしい」

「…………」

　イオの言葉を聞いても、ニルファは顔を曇くもらせたまま首を振る。

「イオさん、わたしには大きくなにかを失った経験はありません。だから、あなたの気持ちを本当に理解することはできません」

「うん」

「どれだけあなたのことを知ることができても、あなたと共に歩いたことにはなりません」

「うん」

「だけど、これからのあなたとなら、歩くことはできるはずです。さっきの言葉はあなたとの感応からわたしが勝手に引き出してしまったものなのでしょうけれど、できれば、この次にはわたしの言葉で……」

「ニルファ……」

「だから、お願いです。もう、考えないでください」

　やはり、ニルファはわかっている。

　イオがなにを考えているかを。

　このマンションの専用地下鉄道に乗って、射出ポッドを乗っ取り、竜りゆう圏けんに出るつもりだった。

　ラウがどこで戦っているのかもまったくわかっていないのに、そうするつもりだった。

　竜圏にさえ出てしまえばなんとかなると思っていた。

　なんとかなるはずなんてないのに。

　護法官がいなければ、イオは機き士しとして戦えもしないのに。

「…………僕は、なにもできないんだ」

「そんなことはありません。いまは耐たえてください」

　崩くずれ落ちそうになるイオを、ニルファが抱だき留めてくれた。

　なにを耐えろというのだろう？

　彼女の腕に包まれながら、イオの頭は疑問に包囲されていた。

　ニルファの言葉は真しん摯しで、誠実で、優やさしさに満ちていた。イオに刻まれた傷の痛みをなんとか和やわらげようとする気持ちに満ちあふれていた。

　その優しさの心地ここちよさを自覚しながら、しかし、変えがたい事実は変えがたいままに受け入れるしかないという諦あきらめが、イオの胸にナイフを刺さし続けている。

　その痛みは結局、夜が明けてもなくなることはなかった。




　　　　†




　正しいことをしている自信がない。

　イオの押しとどめたことが正しいことだと思えない。

　いや、客観的に見れば正しいのだ。彼一人が暴走したところで、なにも解決はしない。機士は竜圏で戦える世界で唯ゆい一いつの戦力だが、だからこそ機士一人で戦えるようにはできていない。

　護法官の協力がなければ、戦えないようにできている。

　それは、まさしくいまのイオのような、個人での暴走を引き起こさないための安全策として講じられた結果だ。

　だけどそれでは、ニルファはイオを監かん視しするためにここにいるのか？







[image: ]







（違ちがう）

　彼に聞かれてはならない。ニルファは心の中で頭かぶりを振ふった。

　護法官となったのは、アウトレドの血筋に連なる者として責務だからだった。

　だけど、護法官となって自分の才能故ゆえにイオの心を覗いてしまって、自分でもよくわからなくなってしまった。

　いまのイオへの発言が、護法官としての責務のためなのか、それとも本当に彼のことを思っての発言だったのか。

　いや、それ以前に、イオに抱いだいているこの気持ちが本物なのかどうかさえも自信がない。

（わたしは、なにをしているのだろう？）

　途と方ほうに暮れた気持ちになりながら、だけど、抱かかえたイオを手放したい気持ちにもなれず、ニルファはそっと頰ほおを寄せるのだった。




　　　　†




　朝になったからなにかが解決するというわけでもない。

　全すべてが夢でしたということになれば、腹こそ立っただろうが、きっと座り込むぐらいにほっとしたことだろう。

　だけど、そんなことにはならない。

　そもそも、あれから一いつ睡すいもできなかったので夢から覚めてすらいないのかもしれない。

「どした、ひどい顔だな」

「寝ね不ぶ足そくなんだ」

　ジョイにそんなことを言われ、イオは苦く笑しようしながら答える。

　ニルファたちにも休むように言われたのだが、自室にこもっていても気持ちが追い込まれるだけだと思って学校に来ることにした。

「そうなのか？　しんどかったら言えよ」

「ありがとう」

「それよりさ、もうすぐ連休だろ」

　雑誌を広げて話題を変えるジョイは相変わらずいい男だなと思う。

　彼がひっきりなしに話しかけてくれるおかげで暗い気分のままにはならなかった。

　だけど、それで事実が変わるわけではない。

　ジョイの気き遣づかいをありがたく思いながらも、張り付けた作り笑いが限界に近づいているのは感じていた。

　学校が終わるまで保もつのかどうか？

　戦場ではなにが起きているのかを知ることはできなかった。ニルファに聞いてみたが、ギア少しよう佐さが情報を止めているという話だった。

　遮しや断だんされた情報の向こうでラウがどうなっているのか。

　考えようとすれば気持ちが爆ばく発はつしそうだった。

　時間が長かった。

　とにかく長かった。

　授業一つ一つが終わるまでがとにかく長かった。

　こんなことをしている間にもラウは死ぬかもしれない。

（考えるな）

　心の中でそんな風に自分を叱しつ咤たして、ただただ時間をやり過ごしていた。

　イオの顔色はかなり悪くなっていたようだ。

　ニルファたちはもちろん、ジョイやサイカたちにもイオのことを心配されて、だんだんと学校にも居づらくなってきてしまった。

　ようやく訪おとずれた昼休きゆう憩けい前の授業で、ついに担任のメグ先生に保健室にいくように促うながされ、イオはおとなしく従うことにした。

　ニルファとラマナが付いてきてくれる。ジョイも来てくれそうだったが、二人がそれをやんわりと押しとどめた。

「このまま帰りますか？」

「その方が、心配をかけないかもね」

　とりあえずは保健室を目指す。

　そうやって廊ろう下かを歩いていたときだ。

　ヨーコ・ハクトセとすれ違ってしまった。

　彼女がイオを見、怯おびえた顔をして足を速めた。

　ただそれだけ。

　理由が不明なままに続けられる彼女のイオへの恐きよう怖ふを、今日も見たというだけの話だ。

　だが、最悪のタイミングだったというのは、確かだ。

　くたびれ果てたイオの忍にん耐たいは瞬またたく間に崩ほう壊かいした。

　視界が赤く染まった気がした。喉のどの奥が怒いかりで詰つまった。

　だから、口を開けてもすぐに叫さけび声が出なかった。

　そしてそのまま、吠ほえることはなかった。

「…………あっ」

　声を上げたのは、イオではない。

　ヨーコだ。

　振り返ったイオが見たものは、足早に去ろうとしたヨーコの首筋に手刀を落とすラマナの姿だった。

「なにを……？」

「ニルファ」

「はい、すでに結界を張っています。わたしたちの姿は他の人たちには見えていません」

「上出来♪」

　上じよう機き嫌げんで気絶したヨーコを肩かたに担かつぐラマナと、涼すずしい顔でケータイサイズのタブレット型端たん末まつを操作するニルファに、イオはただただ立ち尽つくすしかなかった。

「さて、イオくん、ぼへっとしてる暇ひまはないぞ」

「え？　え？」

「尋じん問もん、尋問～」

　鼻歌でも口ずさむように、ラマナはヨーコを運んでいく。

「あなたのことを心配しているのは、わたしだけではないんです」

　そう言ったニルファはすぐにラマナの後を追っていく。

　彼女の顔が、少し拗すねているように見えたのは気のせいだろうか？

「いや……意味がわからない」

　虚きよを衝つかれたイオは、呆ぼう然ぜんとしたまま二人を追いかけるしかなかった。




　ある意味、予定通りにイオたちは保健室へと辿たどり着いた。幸か不幸か部屋に保健医はいなかった。

　ラマナがヨーコをベッドに運び、ニルファは閉じたドアに向かってなにかをしている。

「結界を張りました。これで、一時間はここの存在が皆みんなから忘れられています」

　さっきも結界という単語が出ていた。

「それも、魔ま法ほう？」

「はい」

　もしかしてと思って聞いてみたら、ニルファはすぐに頷うなずいた。

「魔法って、機き士しの起動とメンテナンスだけじゃないんだ」

「魔法はそれ以前からありましたし。機士のシステムを作るにあたって現代科学との融ゆう合ごうに成功しましたので、むしろ進化しました」

「そ、そうなんだ」

「って言っても、そんなことができるのは護法官でも極ごく一ひと握にぎりだけど」

　ラマナがそう言い、イオたちは彼女を見た。

　その背後で、ヨーコがベッドに寝かせられている。

「さて、どういう風に尋問する？」

「ラマナ、怖こわいよ」

　ノリノリな彼女の様子に、イオは逆に勢いを失ってしまっていた。

　だけど、彼女の行動の理由は知りたい。

　こんなことになってしまったのだから、どうせなら聞いておきたい。

「でも、できたら脅おどしたりとかはしたくないんだ」

「むー、それはおもしろくない」

　イオの言い様に、ラマナは不満げだ。

「あたしに任せてくれたら、それはもう護法官直じき伝でんの肉体工学の粋すいを極きわめたアレしてコレしてコウなってなにがどうしてどうなったってぐらいに気が付いたらイオくんの肉奴ど隷れいになってましたって感じに仕立ててあげられるのに」

「いらない！　断固いらない！」

　ラマナに任せたらどうなるのか想像したくもない。イオはニルファに助けを求めた。

「あんまり、荒あら事ごとにならないやり方ってないかな？」

「…………それでしたら、沈ちん静せいの魔法と親和の魔法、その他、精神系の魔法を組み合わせまして、一時的に彼女にイオさんと親友であるという誤ご認にんをさせる方法もありますが」

　なぜ、ニルファは少し残念そうにしたのか？　もしかして、ニルファもヨーコに拷ごう問もんとかしたかったわけではないだろう。

　怖いから真相は聞かないでおく。

「…………普ふ通つうに説得っていうのは？」

「それでもかまいませんが、いままでの彼女の様子からして感情のぶつけ合いになる気もしますが？」

「…………あぁぁぁ、僕もそんな気がしてきた」

　ニルファの言葉がもっともすぎたので、イオは彼女の提案に乗ることにした。

　それが一番、無難そうだった。

　魔法の準備はすぐに終わった。ニルファが気を失っているヨーコの側そばに行き、タブレット型端末を操作する。

　眠ねむるヨーコの額の上で魔法陣コードが広がり、回転すると消えた。

　消える瞬しゆん間かん、魔法陣コードがヨーコの頭の中に吸い込まれたように見えた。

「準備完かん了りようです。ラマナ」

「あいよ」

　ニルファに呼ばれて、今度はラマナがヨーコの側に行く。

　彼女の指が、ヨーコの側頭部のあちこちを、ノックするように叩たたいた。

「いいかい？　次にあたしが指を鳴らしたら、この子は起きるから」

「う、うん」

　ラマナにかかれば人の意識なんてスイッチのオンオフのように切り替かえられるらしい。

　ニルファがその後を説明する。

「そのときには、イオさんと、この人とは親友です。そういう気持ちで接して、そして尋たずねてください。精神抵てい抗こう値は下げていますので、聞けば答えてくれるはずです」

「わかった」

「んじゃ」

　そして、ラマナの指が鳴る。

「…………ん」

　微かすかに呻うめいて、ヨーコが目を開けた。

「あ、あれ……わたし、どうして？」

「大だい丈じよう夫ぶ？」

「あれ、君……」

「ど、どうかした？」

「う、ううん。なんだろ？　大丈夫」

「そ、そっか。よかった…………」

　友達の振ふりというのは、思った以上に緊きん張ちようする行こう為いだった。

「ところでさ、聞いてもいいかな？」

「え？　なに？」

「なんで、僕のことを怖がるの？」

「あ、それは…………」

　ヨーコは、一瞬だけためらうような仕草を見せた。

　魔法がもう効かなくなっているのか？　そんな不安が一瞬よぎった。

　だが、その不安は杞き憂ゆうに終わった。

　魔法はちゃんと効いている。

「だって、君は死んでるはずだもの」

　その代わり、もっと気持ち悪い思いをさせられた。

「え？　死んで？」

「だって、そうでしょう？　あんな状態で、生きてるはずがないもの」

　ベッドから半身を起こしたヨーコは当たり前のような顔でイオにそう言ってのける。『死んでいる』と思っている人間相手に『死んでいる』と告げることの矛む盾じゆんに気付かない様子で言うのだ。

　その極大の違い和わ感に晒さらされて、イオは目眩めまいがしそうだった。

「な、なんでそんな風に思うわけ？」

「だって、被ひ災さいして逃にげてるときに、わたし見ちゃったじゃない」

「なにを……？」

「君が運ばれていくところ」

「…………」

「担たん架かに乗った君はシーツに包まれてたけど、それでも膨らみとか大きさでどんなになってたかわかるわ。あなた、小学生ぐらいになってたのよ」

「…………」

「シーツから顔は出てたからあなただってわかったけど、あんな形で生きていられるわけがないじゃない」

　目眩がしそうだ。

「だから、あなたは死んでるのよ」

　まじめな顔でそんなことを言う。魔法で作られた異常な精神状態だからこその発言だが、イオはだんだんと本当に自分が死んでいるような気がしてきた。

「ありがとう。もう行くよ」

　イオがそう言ったのが合図だった。

　ニルファが端末に触ふれると、ヨーコの頭上に魔法陣コードが現れ、回転する。

「ふう…………」

　ヨーコはため息を吐つくような音をさせて、ベッドに倒たおれ込んだ。

「彼女、大丈夫？」

「問題ありません。保健医の方につじつまを合わさせますので、変な夢を見たと思うだけでしょう」

「そう…………」

　保健医にどうつじつまを合わさせるのだろうか？　魔法か？　あるいは権力か？

　深く考えるには他のことで衝しよう撃げきを受けすぎていた。

「もう、今日は帰りましょう」

「うん」

　ニルファに促うながされるまま、イオは学校を出ることにした。




　　　　†




　マンションに戻もどったイオは、しばらく部屋で一人になった。

　またもニルファに暴走を危き惧ぐされたけれど、なんとか部屋には一人でいられた。

　きっと部屋の外には二人がいて、見張っていることだろうけど、いまはそれでもいい。

　ただただ、ひたすらヨーコの話を頭の中で繰くり返し、当時の記き憶おくと照らし合わせていた。

　見えなかったあのときに、本当はなにが起こっていたのか？

　ラウの身になにが起きていたのか？

　そのことをずっと考えていた。

　そして、覚かく悟ごを決める。




　ユユは予想以上に早く学校から帰ってきた。

　どうやら、連れん絡らくを受けて早退してきたようだ。

　イオが部屋から出てきたときには、すでにヨーコの話は伝わっているようだった。

「イオさん…………」

　ニルファがイオを見る。その不安な表情はすでにイオがなにを言いたいのかわかっている顔に見えた。

「お願いがあるんだ」

「それは、絶対に言わないとダメなタイプ？」

「うん」

　ラマナが微び妙みような顔で問うのに、イオは頷く。

「たぶん、だめだ。ずっと考えてたけど、やっぱりだめだ。これを無視したら僕は機き士しを続けられない。こんな気持ちで続けてても、誰だれの期待にも応こたえられないのがわかるんだ」

「イオさん」

　胃が痛いのは不安に揺ゆれるニルファの視線だけのせいじゃないだろう。

　これを言ったらどうなるだろう？　という不安も付きまとっている。だが、そんな場当たり的な自己防衛の気持ちに踊おどらされてもどうにもならないのもわかっている。

「死んだ方がマシだなんてとても言えないけど、でもきっと僕は戦えなくなる」

「でも、あなたはもう……」

「うん」

　もう、普通の人間には戻れない。カンナカムイの心臓に適応してしまったこの体には、もう普通の心臓が供給するただの血液では活動できなくなってしまっている。

　あのとき、ギア少しよう佐さはなにげなく『戻れない道』と言っていた。つまり、そういうことだ。

　機士になってしまえば、人間には戻れない。普通の人間にはなれない。

「このままいったら定期診しん断だんで精神状態不良とか言われて、廃はい棄きされるかもしれない。そうならなくても、戦いで死んじゃうかもしれない」

　イオの言葉に、護衛官たちはなにもいえない顔になっている。ラマナでさえもそんな顔になっている。

「僕自身が機士の敗北でこんなことになってるのに、その僕が、またたくさんの誰かに同じ不幸を味わわせてしまうかもしれないんだ。…………それは、いやなんだ」

「…………それで、どうしたいの？」

　聞いてきたのは、ユユだ。

「あなたの愚ぐ痴ちを聞くのもユユたちの仕事だけど。愚痴を聞いておしまいでいいの」

「違ちがうよ」

　イオは首を振る。

「…………ヨーコが言っていた話は、ラウのことなんだ」

　イオの負傷は目と右手だった。だから、ヨーコが言うような状じよう況きようになるはずがない。

　ならばヨーコが遭そう遇ぐうしたのはラウしかいない。

「ラウがそんな状態だって知ったのもショックだったけど、もっとショックなのは、そんな状態のラウに、僕はあのとき、ずっと励はげまされていたってことなんだ」

　目が見えなくて、気持ちは挫くじけていて、ただただ弱音を吐いていたイオの隣となりで、ラウは励ましてくれた。

　だが、実は、ラウの方がイオよりもひどい状態だった。

　そんな状態のラウに気き遣づかわれて慰なぐさめられていたなんて。

「それなのに、僕はまた、ラウを放ほうっておくのか？　そんなことはできない」

　できるはずがない。

「そんなことをしてまで機士でいたくはないんだ。だから、お願いだ」

　そのとき、イオは自分ができる最大限の態度を取った。

　ラウを助けるためなら、なんでもできると思った。

「僕に、ラウを助けさせてください」

　空気が固まったように動かない。

　護法官たちは黙だまったままだった。

　それでもイオは動かない。これ以上、言葉を尽つくす方法がわからなかった。態度で示すしかないと思っていた。

　最初に動いたのは、ユユだった。

　床ゆかを見つめるイオの視界から爪つま先さきが消える。リビングから出て行ったのだ。戸と惑まどう二人の様子が爪先からうかがえた。

　ユユはすぐに戻ってきた。

　戻ってきて、イオの前になにかを置いた。

「…………え？」

　見れば、それはアタッシュケースだ。

　いつもの、絡から繰くりの剣けんが収められているアタッシュケースだ。

「ユユ？」

「…………ユユの復ふく讐しゆうを果たしてくれるのは、イオしかいないから」

　それは、イオの考えを支持してくれるということだ。

「あ、ありがとう」

「わ、わたしも！」

「もちろん、あたしも参加するよ」

　ニルファとラマナも手を挙げてくれた。

「あたしがカッとなってやったからこうなってるわけだし」

　顔を上げただけで、そのままの姿勢だったイオにラマナが手を差し出す。

「ラマナ……」

「おや？　しかし、そういうことでカッとなるってことは、あたしもわりと本気でイオくんのことが気に入ってるのかな？」

　ラマナの手で引き上げられていると、急に彼女がそんなことを言う。

「え？　え？」

「これ、一個貸しだよねぇ？」

　にやりと笑った顔が獲え物ものを見つけた肉食動物に見えた。

「え？　え？　え？」

「ふふふー、どーんなすごいことで返してもらおっかなぁ」

　握にぎりしめた手が振ふり払はらえなくて、イオは硬こう直ちよくする。

「そんなことでイオさんを困らせないでください」

「へーい」

　ニルファが割って入ると、ラマナは大人しく引き下がった。

「まっ、全部終わったらご褒ほう美びもらうけどね。そん時はみんな一いつ緒しよでオーケーじゃない？」

「ともかく！」

　ニルファが強ごう引いんに話を進める。

「やるならやるでしなければならないことはたくさんあります。まずは、情報収集！」

　ニルファが叫さけび、動き始める。

　彼女たちを巻き込んでしまった。

　その思いが罪悪感に繫つながる。

　申し訳ない気持ちになる。

　だけど、うれしくもなる。

　自分のために彼女たちが動いてくれる。

　そのことが、やはり、うれしかった。







　05　火花を挟はさんで







　ニルファが情報を集めている間、イオはユユとともに装具を確かく認にんしていた。

「機士による機士の救出作戦なんて、誰も考えたことない」

　彼女の私室は、そのまま作業部屋にもなっていた。だから、イオの部屋よりも広い。

　そして、イオの部屋よりも散らかっていた。

　絡繰りの剣に使われている金きん属ぞく片へんやバネなどがいくつもの箱に満まん載さいされて積み上げられている。

　さらには箱から零こぼれたそれらが床に転がってそのままだ。

　その最中を人形がうろついている。

　ユユがよく抱かかえている、彼女にそっくりな人形だ。それらが何体もいて、そしてうろつき回っている。

　ユユ曰いわく、サポートドールというのだそうだ。

　ユユの作業をサポートしてくれているのだろうが、片付けの手伝いはしないらしい。

「だから、機き士しの共鳴現象そのものは、発生の封ふう印いんはもちろん、抑よく制せいだって、どうやったって無理」

「うう…………」

　ユユの断言にイオは唸うなる。

　機士が同じ場所にいるとカンナカムイの心臓は共鳴し、その結果暴走する。

　その果てに起きるのは竜りゆう圏けんの法則の確定化と、新たな不認知領域モザイクウオールの発生だ。イオ自身、機士となるための訓練時にそう教えられた。

　だから、機士は同じ場所にいられない。

「だから、失敗したら、イオは、弟と一緒に不認知領域モザイクウオールに吞のまれてお終しまいになるかも」

　そう言ったユユが、じっとイオを見た。

「イオは、それでもよい？」

「いや、よくはないけど」

　口元を隠かくすようにして考え込む。

「よくはないけど、このままここでじっとしてられないから」

「うん、わかった」

　簡単に頷うなずくと、ユユは手元の作業に目を落とした。

　いま、ユユの手にあるのはイオの籠こ手てになるものだ。

「それは、なにしてるの？」

「純度Ａを相手にするならなにが起こるかわからないし、防ぼう御ぎよ力を上げようと思って」

「そうなんだ」

「でも、速度も上げないといけないからあまり重くもできない」

　呟つぶやきながらでも、ユユの指は目まぐるしく動く。人形が運んでくる金属片をペンチと小さな金属棒のようなものを使って繫げていくのだ。

　こんな手芸じみた作業でイオの絡繰りの剣や籠手などの装具が作られているのかと思うと……なんというか、違い和わ感がある。

「あ、そういえば」

「なに？」

「ラウはあんなにゴテゴテにしてるのに、僕はこんなのでいいのかな？」

　ちょっとだけ気になっていたのだ。

　ラウは全身を装具で隠しているのに、イオは手と足だけだ。

　防御力というなら、それこそこの状態は不安なのではないだろうか？

「…………イオのそれ」

「え？」

　ユユの視線がイオの制服を指した。

　そういえば、初うい陣じんでも前回のときでも、そして今回も、戦いに行くというのに学校の制服を着させられている。

「それ、普ふ通つうっぽくしてるけど、使ってる繊せん維いはこれと一緒だから」

　ユユの視線が、また手元に落ちる。

　これというのは、装具に使われている、この金属片のことだろう。

「ええ‼」

「現代で最高の戦術衣装タクテイカル・クロス。作るの、とっても大変だった」

「そ、そうなんだ」

　しかも、これをユユが作ったというのだから、イオはなにも言えなくなった。

「パラメーターの変へん更こうとか機能の拡張は手と足のこれの組み直しでだいたいできるから」

「は、はい」

「マスクもいる？」

「お、おまかせします」

　なにも言えなくなり、イオはユユの作業を黙って見守ることにした。




　ニルファたちがイオの前に戻もどってきたのは、それから一時間後だった。

　同じくらいにユユの作業も終しゆう了りようし、いまは彼女に装具を取り付けてもらい、変更の説明を受けていたところだった。

「わたしたちが軍に直接、問い合わせても無視されるに決まっていますので、わたしとラマナのツテを使って情報を集めました」

「ツテ？」

　ツテということは親族なり知り合いなりに掛かけ合って間接的に情報を仕入れたということだろう。

　機士のシステムを作るのに関かかわったというニルファの一族のツテというならわかりやすかったが、ニルファは『ラマナ』の部分も強調していた。

　彼女もそういう大きな名前の一族だったのだろうか？

　好こう奇き心しんが視線に宿っていたのだろう。ラマナはイオを見て、唇くちびるに指を当てた。「内ない緒しよ」と言いたいのだろう。

「結論から先に申し上げれば、ラウさんはまだ存命しています」

「…………っ！」

　そう聞いた瞬しゆん間かん、イオは膝ひざから力が失われて、その場に座り込んでしまった。

「…………よかった」

「ですが、安心できる状じよう況きようではありません」

　ニルファの次の言葉が、安あん堵どを一瞬でかき消す。

「戦せん闘とうは依い然ぜんとして継けい続ぞく中です。装具の損傷はさらに深刻化し、空間変質度の上じよう昇しようも止まっていません。このままでは、いずれ心臓の強制停止からの別の機士が出動という、軍の防衛作戦が発動するのは、そう遠くないかと」

「…………余よ裕ゆうはないんだね」

「はい」

「問題は、どうやって助けるか、だろ？」

　ラマナが口を開く。

「戦場に潜もぐり込むのはまぁ、なんとでもやれるよ。こちとらニルファがいるんだから。ここの警備員からなにから騙だまくらかしてポッドと移動要よう塞さいを出発させるぐらいはわけないと思うけど」

「そうなの？」

　ラマナの発言に、イオはニルファに確認した。

「ええ、可能です。ここの警備員や職員たちも対魔ま法ほう処置はされているでしょうけれど、その処置を考案したのもわたしの一族です。裏をかく方法はいくらでも」

「そ、そうなんだ」

　つくづく、魔法ってすごいなぁとイオは思った。

「問題は、ラウくんを殺さず、なおかつ共鳴現象を最小限に抑おさえて救出すること、そうだろ？」

　ラマナがずばりと本題に切り込んできた。

「この部分は考えなしじゃ済まないよ？　さすがにバカの自じ爆ばくに付き合うほどあたしもお人ひと好よしじゃない。考えが少しもないなら力ちから尽ずくで、イオくん、君を止めるよ」

　そのときに浮うかべたラマナの目は、初めて見るまじめな目だった。

　イオは息を吞み、動けなくなる。

　本気の肉にく食しよく獣じゆうを見た気分にさせられた。

　だけど、ここで止まるわけにはいかない。

「…………一応は、考えてるよ」

　イオは、緊きん張ちようしながら自分の考えを三人に聞かせるのだった。
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　とある移動要塞に、ギア少しよう佐さの姿はあった。

「空間変質度六十パーセントに突とつ入にゆう！」

「六十五パーセントになったら作戦を開始する。待機している機士たちにも改めて通告を」

「了りよう解かい！」

　オペレーターにそう指示し、ギア少佐は再び監かん視し衛星が届ける映像に目を落とす。

　モニターの中では、巨きよ大だいな二体の侵しん蝕しよく晶しよう核かくを相手に、身動きできないままに戦うラウの姿が映っている。

　支援法ほう撃げきの雨が映像を火花で霞かすませる。そこから発生する第三種法則を糧かてにラウは残った左ひだり腕うでを駆く使しして破は壊かいエネルギーを発生させ、二体の侵蝕晶核の足を止めている。

「前ぜん途と有望だと思っていたのだが、残念だよ」

　ギア少佐のその言葉は本心からのものだった。

　事実、ただ攻こう撃げきを重ねるだけならば、あんな状態のラウは二体の侵蝕晶核を前に瞬またたく間に蹂じゆう躙りんされていただろう。

　そうなっていないということは、彼は自身の状況と戦力を冷静に分ぶん析せきし、どうすれば良いかを判断し、攻撃のタイミングを図はかって侵蝕晶核の攻撃をうまくそらしているということになる。

　わずかな戦闘経験でそれだけのことができる。

　それはつまり、ラウの戦闘におけるセンスが卓たく越えつしているということだ。

「惜おしい、まったく、惜しい」

　ギア少佐は何度もそう呟く。

　だが、切り捨てる決断をしたことに、一いつ切さいの躊ちゆう躇ちよがないのも、また事実だった。

　少佐の乗る移動要塞の周辺には無数の移動砲ほう台だいが待機している。装そう塡てんされているものはミサイルだ。弾だん頭とうには指向性爆ばく薬やくが使われている。これは対戦車などに使われる、硬かたい物を撃うち抜ぬくことを主目的とした爆薬だ。

　ラウの活動が停止した瞬間、あるいはカンナカムイの心臓を強制停止させた瞬間に、これらのミサイルは順次発射され、次の機士が現場に到とう着ちやくするまでの間、侵蝕晶核の足を止める予定となっている。

　ラウが活動を停止……つまりは死亡しているというならばともかく、カンナカムイの心臓の強制停止だけなら、ラウはまだ生きている。

　ただし、カンナカムイの心臓がその機能を停止している以上、機き士しの能力を使うことはできない。

　そんなところにミサイルが落とされればどうなるか、想像するのはそれほど難しいことではないだろう。

　その証しよう拠こに、モニターからの映像に目を向けているのはギア少佐だけで、他のオペレーターをはじめとしたクルーたちはあからさまに目をそらしている。

　それでも、誰だれもこの作戦を止めようと進言するものはいない。

　モニターに映っている侵蝕晶核を止められなければどうなるか、すでに人類は百年の歴史で学んでいる。

　一人の命を尊重して、数十万の人間を見捨てることはできないのだ。

「…………変質度六十一パーセントに到とう達たつしました」

「ふむ」

　オペレーターの苦々しい声など意に介かいした様子もなく、ギア少佐はモニターを見続ける。

　そのときだ。

「レーダーに不ふ審しんな反応！」

「なんだ？」

「わかりません、ですが急激な速度で機士ラウに向かっています」

「なんだと？」

　その瞬間、ギア少佐の頭の中で閃ひらめくものがあった。

「いかん！」

　ギア少佐が叫さけぶ。

　しかし、そんな声を無視してレーダーの中の光点は突つき進んでいく。
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　竜圏幻装ドラグリミツト・フアンタジアを開始する。

　射出ポッドをぶち壊こわす。

《支援法撃による進路の調整は、すでに打ち合わせ済みです。イオさんは目標地点に一刻も早く到着することだけを考えてください》

「わかった」

　法則摩擦現象ロウ・フリクトの光を絡から繰くりの剣けんのチューブが吸い込んでいく。

　変へん換かんされる竜りゆう圏けんの力を、イオは全すべて速度に回した。

　ゴウゴウと体を打つ風を真っ向から突き破り、イオは空へと身を投げ出す。

　飛ひ翔しようし、目的地を目指す。

　ラウのもとへ急行する。




「まずは、なにがなんでもラウのところへ向かうんだ」

　ラマナに作戦を聞かれて、イオはそう言った。

「空間の変質度がある程度になったら強制停止されるんなら、停止された瞬間に危険域に入っちゃえばいいかなって」

「停止状態でも危険なことには変わりありませんよ」

「…………でも、起動してるときよりは、マシじゃない？」

「それはそうですが」

　ニルファの反応は鈍にぶい。

　イオ自身も最善の作戦だとは思っていないが、これ以上に良い作戦が浮かばないのだからしかたがない。

　そこから四人で頭を捻ひねり合ったが、結局のところ、直接的に助けるしかないという結論が覆くつがえることはなかった。
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　イオは飛ぶ。

《軍に感知されました。通信はいります》

「了りよう解かい！」

《強制割り込みでそちらに干かん渉しようしようとしてくるはずです。極力防ぎますが、多少ノイズが入るかもしれません。イオさんは返事をしないでください。こちらも無視します》

「まかせた！」

　どちらにしろ、いまのイオにまともな会話をする余よ裕ゆうはなかった。

　自分が生み出した速度に振ふり回されそうになっていたからだ。

　眼前には法則摩擦現象ロウ・フリクトの火花が道筋をつけている。

　周囲の景色は高速の世界で溶とかされていて色の分布図と化している。ほとんどが荒こう野やの茶色に染まる中、イオは赤と青の斑まだらの道を選んで飛ぶ。

　ガガガガガガ！

　風のうなり声とは別の雑音が頭に響ひびいた。

　ギア少しよう佐さからの通信だろう。

　ニルファからの指示通り、イオは無言を貫つらぬく。




　ニルファたちの移動要よう塞さいの中ではその音声はちゃんと聞こえている。

「機士イオ！　機士イオ・オリベ！　および移動要塞二○三七クルー！　護法官！　誰か応答しろ！」

　ギア少佐の下についているオペレーターだろう。

　声はヒステリックに要塞内部に響き渡わたる。

「うひぃ、怒おこってる怒ってる」

　砲ほう座ざに座って支援法ほう撃げきを行いながら、ラマナは肩かたをすくめた。

「どうするの？　本気で無視？」

「無視するしかないでしょう。説得して協力を申し出て、それに応じてくれると思いますか？」

「思わないなー」

　あっけらかんとラマナが言う。

「…………あの人、良い噂うわさ聞かない」

　操縦席のユユまでそんなことを言うのだ。意見の一いつ致ちにニルファは頷うなずいた。

「機士イオ・オリベ！　ただちに転進し帰き還かんせよ。いまなら罪に問われない。護法官！　機士を止めるんだ！　君たちもただでは済まないぞ！」

　オペレーターの説得という名の怒ど号ごうは続いている。

「…………でもさ、もしも少佐がラウくんじゃなくて、イオくんの心臓を強制停止してきたらどうする？　あるいはもろともとか」

「それはできないでしょう」

　ラマナの質問に、ニルファは自信を持って答えた。

「カンナカムイの心臓への強制停止権は、軍が持つ機士への切り札です。そんな重要なものを少佐レベルの人物が簡単に扱あつかえるはずがありません。今回持っているものはラウさんの心臓に対応したもののみのはずです」

「まぁそうかもねぇ」

　ラマナが頷く。

「…………そういえば、強制停止権があるのは知ってるけど、命令系統の仕組みは教わってない」

「そうそう、それ。絶対、わざと護法官にも教えてないよねぇ」

　ユユの呟つぶやきにラマナがわざとらしく震ふるえる。

　それらを聞いて、ニルファも背筋を這はい上のぼる嫌いやな予感に顔をしかめた。

　ない、と思っているのはニルファの勝手な予想だ。あるいはギア少佐は全ての機士を止められる権利を持っているかもしれない。

　持っていたとしたら、ニルファたちの作戦は、根底から失敗をしていたということになる。

「そんなことには、ならない」

　自分を説得するようにそう呟く。

「…………そんなことよりも、ギア少佐が次にどう動くか、問題はそちらです」

「おっと、そうそう」

　ニルファの言葉にラマナが頷く。

「着いちゃうか、それとも押しちゃうか」

　現在の空間変質度は六十三。危険域ギリギリまでギア少佐が待つか？

　そのとき、別の場所から通信が入ってきた。

「おい、兄貴に繫つなげろ！」

　怒いかりに荒あれ狂くるったその声に、ニルファはさらなる選せん択たくを強しいられることになる。
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　なに考えてやがる！

　その怒ど声せいは、なによりも強くイオの頭を叩たたいた。

　ラウだ。

「ラウ！　無事か⁉」

《無事かじゃねぇ！　なに考えてるのかって、聞いてんだ⁉》

　怒声は収まらない。

　超ちよう高こう速そくを制せい御ぎよするので精せい一いつ杯ぱいのこの状じよう況きようで、まともな言葉なんて出てくるはずもない。イオは唸うなるしかなかった。

「余裕がない。後で！」

《後じゃねぇ、来るな！》

　通信機から響くラウの怒声は収まらない。自分も大変な状況のはずなのに、良くもこんなに叫さけぶ余裕があるものだと、感心さえする。

　だけど、イオは止まる気がないし、そして喋しやべる余裕もない。

「後でったら後で！」

《バカヤロウ！　なんのために機き士しになった！》

「直接言ってやる！　待ってろ！」

《バカヤロウ！》

「ニルファ！」

　イオの叫びを理解して、ニルファが通信を遮さえぎる。

　相変わらず雑音が響いているが、それでも静かになったと思うぐらい、ラウの怒声は凄すさまじかった。

「あの、兄不孝者め！」

　忌いま々いましくそう呟き、イオは前を見る。

　侵しん蝕しよく晶しよう核かくの姿がかなり近くに見えていた。




　ラウ側の護法官に協力を願うよう言ってきたのは、ユユだった。

「時間を稼かせげば予備の装具の付け直しとか、できるかもしれないし」

「それは、二人の機士が同じ場所で同時に戦うことになりませんか？」

「どっちにしても、二人が同じ場所にいたら強制起動されちゃう。それなら、あっちもちゃんと動ければ、少しでも早く二人は離はなれられる」

　ニルファの質問に淡たん々たんと答えるユユに、イオは可能性を感じた。

「やれることは全部やってしまったほうが良いよ。連れん絡らくする手段はない？」

「いえ、それはありますが」

「じゃあ、お願い」

　ためらいがちなニルファに、イオは頼たのみ込んだのだった。




　そうして、ラウの護法官にも協力を得ることに成功した。

　いま、イオが飛んでいる先に張られた支し援えん法撃は、ラマナだけではなく、ラウの護法官にも協力してもらって、できているのだ。

　ラウのサポートもあるためその隙すきを縫ぬうような支援だが、イオ側では把は握あくし切れていない戦場周辺の状況を考こう慮りよした道筋を示してくれている。

　その道筋に沿ってラマナは支援法撃を厚くすればよいので、支援の効率がかなり上がった。

　イオの尋じん常じようではない速度にはこういう理由もあった。




　一方で、ギア少佐だ。

「あと二十秒で共鳴危険半径が重なります！」

　オペレーターの悲鳴に、ギア少佐は短く呻うめいた。

「作戦から除外する程度では甘かったか」

　まさか、こんな危険な方法に打って出るとは。

　いや、機士は一人では戦えない。問題なのはイオの暴走を手助けした護法官たちの方なのか？

「少佐！」

　オペレーターの悲鳴が思考を切り裂さく。

「わかっている」

　苛いら立だちながら、ギア少佐は手元の操そう作さ卓たくを見る。すでにそこには必要な情報が並んでおり、後は信号を発信するだけだった。

「どちらにしても、押すタイミングだ」

　空間変質度はもうすぐ六十五パーセントになろうとしていた。

「残り十五パーセントの上じよう昇しようがリミットだが、イオ君、なにか考えているのだろうね？」




　戦せん闘とうの光が耐たえた。

「ラウっ！」

　戦場に満ちていた竜りゆう圏けんの青い光がいきなり消失したのだ。

　ギア少しよう佐さが強制停止を行ったに違ちがいない。

「ニルファ！」

《確かく認にん！　共鳴危険半径もうじき、気を付けて！》

「ぐうぅ！」

　唸るように答え、イオはさらに速度を上げるため、極限まで意識を絞しぼり上げる。

　その、次の瞬しゆん間かんだ。

「ぎっ！」

　嚙かみしめた歯の隙すき間まから苦鳴が零こぼれた。

　心臓を見えない手に握にぎりしめられたかのような痛みが走ったのだ。

　その手はまだ消えていない。それどころか、その手はそのまま心臓を手動ポンプかなにかのように乱暴に扱おうとしている。

　むりやり体中になにかを巡めぐらせようとしている。

《！！！！！！！！！》

　ニルファがなにかを言っているが、意味が取れない。音だけが、耳の奥で鼓こ膜まくをひっかいている。

　送られているのは血ではない。

　法則の火花だ。

　人類圏の法則ではない。

　不認知領域モザイクウオールを作り上げる侵蝕晶核の法則でもない。

　この火花は、ラウの火花だ。

　ラウの心臓が作り上げる。ラウの法則だ。

　イオの法則とぶつかり合い、火花を上げているのだ。

「ああくそっ！」

　その事実に気付いて、イオは叫ぶ。叫んで、眩くらみそうになる意識を取り戻もどす。

　双ふた子ごはいつでも一いつ緒しよで、いつまでも同じだと思っていたのに。

　いったい、いつからこんな火花を散らすほどに違うようになってしまったのか。

「この…………バカラウめぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇ！」

　ラウの的確な攻こう撃げきによって動きを縛しばられていた侵蝕晶核が反はん攻こうに転じようとしている。ギア少佐によって心臓を強制的に停止させられ、その後すぐにイオとの共鳴現象によって再起動させられてしまっているラウは、その急変に揉もまれて動けない様子だ。

　だが、この火花は、この共鳴は、この苦しみは…………

　ラウが生きている証あかしなのだ。

「そこにいろぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉ！」

　イオの叫びに呼応するかのように、速度がさらに増す。

　そして、辿たどり着いた。

　そのとき、侵蝕晶核は体の一部を細長い槍やり状にして、ラウめがけて突つき込もうとしていた。

「させるかぁぁぁぁぁぁ！」

　叫び、イオは絡から繰くりの剣けんを振ふり下ろす。

　突き出された槍の側面を刃はで打つ。

　甲かん高だかい音が周囲に響ひびく。槍は真っ二つになり、割れた先はどこかに飛んでいった。

「バカヤロウ」

　共鳴現象の痛みはどんどん激しくなっていく。体中を巡る火花の熱が脳を焼きそうだ。

　それでも、言ってやらないと気が済まない。

「なんのために機士になったかって？　そんなの決まってるだろ」

　言いながらラウに振り返る。

　時間はあまりない。イオは意識をその一瞬に集中した。

　弟の現状を少しも見み逃のがすまいと、集中した。

　右手と両足の装具が失われ、マスクも半分壊こわれて素す顔がおが覗のぞいていた。

　手足の壊れた装具には、中身がない。血が溢あふれていない。止血したにしても乾かわいた血の跡あとがあってもよさそうなものなのに、それもない。

　血が流れていないということは、そこに血が流れるものが存在していなかったということ。

　つまりは、そういうことだ。

　ヨーコが見たのは、やはり、ラウなのだ。

　そんな姿になったのだ。

　全部なくなってしまえばいいと叫んでいたのに、それなのに死ねなかった。

　死ねなかったラウの恨うらみは、もう止められないのかもしれない。

　だけど、イオは……

「僕が機士になったのは……」

　言いながら、ラウの左手に手を伸のばす。

　両者の手の間で激しい火花が散る。

　小さな火花だ。だが、凄まじい衝しよう撃げきが全身を襲おそった。

　イオだけでなく、ラウにもその衝撃が走っている。

　その火花を潰つぶすように、イオは手を繫つないだ。

「もう、なにも失わないためだ！」

　そう叫さけび、イオはラウを思い切り投げた。

《空間変質度七十五パーセント！》

「だから、全部を守る！」

　急速に離れていくラウを後目に、イオは再び純度Ａの侵蝕晶核に向き合うと剣を構え、突とつ撃げきした。

「うおおおおぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉ！」

　剣先を突き立て、さらに勢いを乗せる。

　うまく虚きよを衝ついた形となって、侵蝕晶核は突撃の勢いに押されて下がっていく。

　このまま、空間変質度が上昇した領域から追い出す。

　ここまでの流れがイオとニルファたちとで話し合った末の作戦だった。

《七百メートル先に空間変質度五十パーセントのエリアがあります！》

「うおおおおおおお！」

　雄お叫たけびを続け、どこまでも押していく。

　純度Ａの侵蝕晶核は、大きな三さん角かく錐すいをつなぎ合わせて作った騎き馬ば兵のようだった。馬の脚あしはない。

　浮ふ遊ゆうしていた騎馬兵は、かつて純度Ｃだったものとも繫がっている。

　大輪の花に似た純度Ｃを盾たてのように構えた純度Ａは、イオに押されるままになっていたが、ある瞬間に後ろに傾かたむいていた体を起こした。

　下部にある三角錐の先せん端たんが地面を搔かく。

　それがブレーキとなったわけではないだろうが、押し込む勢いは瞬またたく間に殺されてしまった。

「ぐぐぐ」

《イオさん、離はなれて！》

「はっ！」

　押し込むことに頭がいっぱいになっていたイオは、ニルファの声で気が付いた。

　いつの間にか、切り割った槍が直っていて、イオに向かって突き込もうとしている。

　慌あわてて後退する。眼前に結けつ晶しようの柱が現れ、地面が爆ばく発はつした。イオは記き憶おくを刺し激げきされて右手が疼うずく。

「くっそ……」

《空間変質度五十五パーセント！　油断できる状じよう況きようではありません。勝負はお早く》

「わかった！」

　右手の疼きを振り払はらい、仕し掛かけのリングを引っ張る。

　絡繰りの剣は銃じゆうに変化し、空いた距きよ離りを詰つめられないように乱射する。

　だが、騎馬兵の形をした純度Ａは、自身と繫がった純度Ｃを、まさしく盾のように銃じゆう撃げきの前に掲かかげた。

「うわっ、ひでぇ」

　敵ながら、そのやり方に思わず同情の言葉が出た。

　これで、侵しん蝕しよく晶しよう核かくに仲間意識がないことがはっきりとした。

　銃撃を受けた純度Ｃは全体に穴を開けながら、変化を起こす。花弁状に展開する一部分が剝はがれるように動き、イオに先端を向けると、いきなり無数の針のように分ぶん裂れつし射出してきた。

「くっ！」

　襲いかかってきた針の群れから逃にげ出し、絡繰りを変化させる。

　銃から槍に。

　距離を取れば針で襲いかかってくるのなら、近接戦で決着をつけるしかない。

「らああああ！」

　懐ふところへと飛び込み、槍を突き立てる。

　金属を打ったような硬かたい音が周辺に響く。穂ほ先さきは弾はじき返された。

「硬ぁ……」

　反動で腕うでに痺しびれが走る。

「くっそ！　このっ！」

　侵蝕晶核の周辺で跳はね回り、何度も槍で突くのだが、その全すべてがさきほどと同じように弾き返されてしまう。

《空間変質度五十八パーセント。上じよう昇しようが止まりません。純度Ａの存在力が強すぎます。法則の偏かたよりが法則摩擦現象ロウ・フリクトの発生を弱めて、結果、竜圏が弱まっています》

　それで、破は壊かい力が足りないのか。

「どうすればいい？」

《空間変質度四十パーセント以下の領域は半径十キロ以内に存在しません。戦せん闘とうの長期化が広域で変質度を上昇させてしまったようです》

「ラウが悪いってことだね」

《うるせぇ！》

　いきなり、ラウが割り込んできた。

「ラウ、無事か？」

《うるせぇ、兄貴面づらするな》

「うるさい、僕が兄貴だ。助けてもらってありがとうも言えないくせに」

《ああ、くそっ！　この借り、絶対に今すぐ返してやる！》

「あ、なにか考えがあったりする？」

《バカ兄貴には思いつかないことをやってやる》

　そう言って、ラウは通信を切った。

「なにする気だろう？」

《わかりませんが、いまの状況で共鳴危険範はん囲いに踏ふみ込んでくるのは危険です。いまは現状を維い持じしつつ、こちらで打開策を考えるしかありません》

「……いや、ラウがそう言うなら、きっとなにかあるよ」

　イオがここで戦っているのだから、ラウがやってくることはない。今度共鳴現象を起こして無事で済む保証はない。

　ニルファはそのことを言っている。

　だけど、イオはラウの言葉をそのまま信じていいのではと思えた。

「とにかく、いまは目の前のことをがんばるしかない！」

　そう叫び、再び、イオは侵蝕晶核に近接戦をしかける。

　だがやはり、攻こう撃げきは通じない。

　支し援えん法撃は雨のように降り注いでいる。法則摩擦現象ロウ・フリクトはそこら中で火花を散らしている。

　だが、その勢いは弱い。

　侵蝕晶核が内在する異界の法則がこの場での支配権を確立しようとしているのだ。

「くそっ」

　空間変質度の上昇は止まらない。

　上がりきらない力に苛いら立だちながら、それでもイオは戦い続けた。

《空間変質度六十パーセント！》

　そうしている間に、さらに状況は追い込まれていく。

　侵蝕晶核の頂点に槍を突き立てるが、やはり、弾き返される。

「ラウっ！」

　イオは思わず、弟の名を叫んだ。

　答えは、あった。

《うるせぇ！　これでも食くらえ！》

《イオさん、避さけて！》

　ラウの罵ば声せいに、ニルファの悲鳴が重なる。

　考える暇ひまはなかった。だが、反応できなかったわけでも、体が動かなかったわけでもない。

　ここにいれば良い。

　説明のできない感覚がイオの足を動かさなかった。

　次の瞬しゆん間かん……

　轟ごう音おんが耳を打った。あまりの音に体が痺れたぐらいだ。

　周囲を青の光が覆おおったのはわかる。どうやら、ラウが長ちよう距きよ離り射しや撃げきを行ったようだ。

「近づかなかったらなにしてもいいのかよ」

　体の痺れがなかなか抜ぬけなくて侵蝕晶核の上から転がり落ちてしまいそうだ。

《大だい丈じよう夫ぶですか？》

「それより……」

《はい。空間変質度に問題はありません。いけます》

「了りよう解かい！」

　眩くらみから抜けだし、イオは迫せまってきていた巨きよ槍そうをかわす。侵蝕晶核はさらに盾を構えて針を飛ばしてくるが、それもなんとか避けることに成功した。

　目まぐるしい攻撃を切り抜けて、ようやく、相手の状況を確かめることができた。

　壊こわれている。

　イオがどれだけ槍やりを突ついても傷一つ付かなかったのに、砕くだけているのだ。

　侵蝕晶核の表面はひびが走ってまっ白に染まり、直撃を受けたであろう場所は大きく抉えぐれている。

《次射まで十八秒。耐たえてください》

　いきなりの聞き慣れない声に背中が震ふるえた。

　ラウの護法官、イクマ・ビアスだと気付いたのは、すぐだった。記録映像で聞いた声だった。

《イクマ、こちらの通信に割り込まないでください》

《直接伝えた方が早いと思いましたので。なにしろ十八秒ですから》

《イオさんのことを考えてください！》

《あなたよりも、わたしのサポートの方がいいのではないですか？　試ためしにわたしに預けてみませんか？》

《だから、その言動がイオさんのことを考えていないと！》

《お前らうるせぇ！》

　ラウの雄叫びで二人の言い争いが消えてなくなる。

　ニルファとイクマは仲が悪い。それは、今回の作戦のために秘ひ密みつ裏りにラウの護法官たちと連れん絡らくを取り合ったときからわかっていた。

　しかし、こんなところでまで仲の悪さを引っ張るとは。

《もうしわけありません、イオさん》

「いいから、サポートよろしく」

《はい》

　ニルファの声は沈しずんでいたが、さすがに彼女を思いやる余よ裕ゆうはない。

　戦闘中な上に、十八秒なんてあっという間だ。

　正確な秒数は誰だれもカウントしていなかったが、なぜか、胸の奥で高まるなにかが発射はもうすぐだと報しらせている。

　そして、もう一つ。

　絡から繰くりのリングに引っかけた指を組み替かえる。

　胸の奥の高まり、そして頭に染しみるなにかに従ってイオは動く。

　手にあった槍は変化し、多た節せつ棍こんにも似た索さくとなる。

　絡繰りの剣けんが変化を始めたのと前後する形で侵蝕晶核の動きにも変化があった。

　前へ前へと、イオを押し込むように攻せめかかってきていた侵蝕晶核が、いきなり槍を引き盾たてを構え、後退する様子を見せたのだ。

　イオは、侵蝕晶核がそうすることをわかっていたかのように、動いた。

「逃がすか！」

　逃がしてはならない。

　いや、違ちがう。

　ここから、動かしてはならない。

　イオのなにかがそう教えている。

　ラウの行おうとしている長距離射撃は充じゆう塡てんに時間がかかる上に、一度定めた狙ねらいをいきなりは変えられない。

　ここで侵蝕晶核に大きく移動されるのは、向こうに回復の時間を与あたえるだけだ。

　そういうことが、なぜかわかった。

　イクマからの通信にはそんな内容はなかった。

　だが、考えている暇はない。

　投じた索は侵蝕晶核の宙に浮ういた下部を抜け、背後に回り込むという変化球じみた動きをして、相手を縛しばり付けた。

　その結果、どうなるか。

「うらぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！」

　全力で索を引く。索は前に構えられた盾を後ろに引き、前まえ屈かがみ気味だった侵しん蝕しよく晶しよう核かくの姿勢を仰のけ反らせる。

　虚きよを突かれた侵蝕晶核はたいした抵てい抗こうもなく前面を無防備に晒さらした。

　そこに、ラウの射しや撃げきが襲おそいかかる。

　激しい光が瞬またたく。振しん動どうが大気を揺ゆすり、耳を痛くさせる。

　だが、それだけだ。イオにそれ以上の被ひ害がいはない。

「やったか⁉」

　轟音に負けない声で、イオは叫さけんで爆ばく発はつの向こうに目を凝こらした。

　いる。

　まだ、動いている。

「ぐぐっ！」

　索を引き返す凄すさまじい力に、イオは索の変化を解いた。ひっかかりが取れ、金きん属ぞく片へんにばらけた状態で戻もどってくる。

　手元で剣の状態に戻った絡繰りを握にぎりしめ、身じろぎで煙けむりを押しのけるそれを見た。

「くそっ」

　上半身部分はほとんど砕けている。半分以上が崩くずれ落ち、ガタガタの断面を晒している。ひびはさらに奥深くまで浸しん透とうしているはずで、結けつ晶しようの白はく濁だくもさらに濃こくなって、もはや透とう明めいな部分が見つからないほどだ。

　だがそれでも、動いている。

　それこそが、問題だった。

《空間変質度、六十五パーセント！　イオさん！》

　暴走の危険はさらに近づいている。

　さらに、命令無視で戦っているという、後方……正確にはギア少しよう佐さに対する不安感も気持ちを焦じらせる。

　彼が怒いかりに任せてラウの心臓を止めやしないか。

　あるいは、命令を無視してここに来たイオの心臓を止めるための準備を進めてやしないか。

　そんな不安が、背骨を痺しびれさせる。

「一気に押し込む！」

　気合いを乗せて前へと踏み出す。

　そのときだ。

《待ってください！　イオさん！》

　ニルファの悲鳴じみた制止の声は、少し遅おそかった。

「ぐぅっ！」

　そのときにはイオはすでに苦鳴を上げ、膝ひざをついていた。

　いきなり、心臓を強きよう烈れつな痛みが襲った。

「もしかして、強制停止？」

　すぐに頭に浮かんだのはギア少佐だ。彼がイオの心臓を停止させたのかと思った。

《違います。ですが、脈動に異常があります。竜りゆう珠じゆの変へん換かん値が安定していません。ラマナ、もっと支援法撃を！》

《やってる‼》

　ニルファの声もラマナの返答も悲鳴じみていて、頭に響ひびく。

　心臓が痛くて、痛みだけが全すべてになってそれ以外がひどく遠いもののように感じられてくる。

　目の前に侵蝕晶核がいることも、その侵蝕晶核を放置してしまっていることにも気が回らない。考える余裕がない。

　痛みが全てを埋うめ尽つくす。

　やばい、これは、死ぬかも。

　そんな考えが、ふと湧わいた。痛みに埋め尽くされて考える隙すき間まなんてどこにもなさそうなのに、そんなことだけは頭に浮かんでくる。

　死んでしまったらどうなるのか？　家族のもとへ行ってしまうのか？　家族は死んでしまったのか？　リーシャは死んでしまったのか？　不認知領域モザイクウオールに吞のまれるということはやはり、そういうことなのか？

　だけどたとえば、人類圏けんで死んだ人間と、不認知領域モザイクウオールで死んだ人間は、同じ場所へ行けるのか？

　あ、ここは竜圏か？

　それなら、どちらへも行けないかもしれない。人類圏と不認知領域モザイクウオールの狭はざ間ま、機き士しがいなければまさしく火花のように散って消える、そんな一瞬の世界とともに魂たましいも消えてしまうのかもしれない。

　そうなると、死んでも誰にも会えないかもしれない。

　それも寂さびしいな。

　だけど……

　そう、しかしそんなときでも、だけどが付く。

「ラウは助けられたから、まぁ、いいか」

　同じだと思っていた双ふた子ごはいつの間にか同じじゃなくなっていた。

　だけどいい。

　それでも、ラウは双子で、そしてイオの弟だ。

　それは変わらない。

　だから、いい。

「これでいい」

《いいわけあるか、このバカ兄貴！》

　怒ど鳴なり声が、イオの痛みを奪うばっていった。

「勝手にでしゃばって勝手に死ぬな！　寝ね覚ざめが悪いだろうが！」

「え？　え？」

　しかも、声が途と中ちゆうから、通信ではなくなった。

　声は後ろから聞こえてきた。

　痛みがなくなった意識で振ふり返れば、そこに高速で近づいてくるラウの姿がある。

　すでに共鳴範はん囲い内のはずなのに、さっきのような痛みがない。

　それどころか、痛みが完全になくなっている。

「これは？」

《危険です！　二度も共鳴を、しかも同じ場所でなんて、空間変質度が》

《ラウ、それは無む謀ぼうです》

「うるせぇ！」

　護法官二人の諫いさめなどまるで聞く様子もなく、ラウの速度は揺るがない。

　イオは向かってくるラウの様子が元に戻っていることに安あん堵どした。退たい避ひさせてから、ちゃんとあちらの護法官たちと合流した証しよう拠こだ。

「このおれから二度も奪わせるか！」

　そう叫んだラウの手がイオに伸のびる。

　イオも、思わず絡繰りを持っていない方の手を伸ばす。

　高速で飛ひ翔しようするラウの手と繫つながり、イオもまた高速飛翔に取り込まれた。

　やはり、心臓は痛くない。

　それどころではない。

　その瞬しゆん間かん、イオの全身をなにかが駆かけ巡めぐった。しかもそれは次から次へと溢あふれてくる。

　心臓だ。

　カンナカムイの心臓が、いままでにない凄まじい力を全身に巡らせている。

《竜珠の変換値が急速上じよう昇しよう。そんな、こんなのって……》

《こちらでも確認。まだ止まらない。暴走ではない。これは……》

　ニルファとイクマの声は聞こえていたが、その言葉の意味を考えている余よ裕ゆうはなかった。

　全身を駆け巡るエネルギーに感情がどこまでも高まっていく。

　感情がなにかの波形にでもなって外に零こぼれているのか、ラウのそれと絡からみ合っているようにさえ感じられる。

　一つになっていると感じられる。

　この瞬間、イオとラウは二人で一人の機き士しになっているような、そんな気分だった。

「暴走する前にぶち壊こわして分ぶん離りすれば良いんだろうが！」

「おお！」

　そう叫ぶラウの考えを、イオはすんなりと受け止めていた。

　絡から繰くりの剣けんが自然と変化し、円月刃を備えた拳けん打だ戦の形状となる。







[image: ]







　ラウの左手にも〝ザ・ジャック〟が嵌はまり、巨きよ大だいな拳こぶしとなっていた。

『おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお‼』

　雄お叫たけびが重なり合う。

　繫がっていた二人の手が離はなれ、己おのれの武器に全てを込こめる。

　二人は絡まるように目標に向かって飛び、拳を揃そろえる。

　それぞれの武器を装着したイオの右拳とラウの左拳が並ぶ。

　一瞬。

　ほんのわずかな時間。

　刹せつ那なの刻とき。

　なにをするにもまったく足りないそんな時間が、二人の間を濃のう密みつに繫げる。

　そして、それだけでもいまの二人には充分だった。

『くたばれ！』

　同時に放った二人の拳打は、純度Ａを打ち砕くだいた。







　エピローグ







　照明の落とされた部屋に三人の人物がいた。

　飾かざり気けのない空間だ。会議用のテーブルとイスだけが置かれ、三人の人物のための飲料さえも用意されていない。

　しかし、そのことに不平を浮うかべている者はいない。

　飲み物を必要とするほど、この場に長くいる気が三人にはなかったからだ。

「それで、どうする気かね、少しよう佐さ？」

「どうする気もなにもないと思いますが、大佐」

　階級で呼び合う彼らは軍人だった。ここはコーネリア市駐ちゆう屯とん軍ぐん本部にある一室だ。

　そして彼らはその中ちゆう枢すうにいる人物たちだった。

「彼らは役目を果たした。そうではありませんか？」

「その通りだが、危険を冒おかしたことは事実だ。命令無視もそうだ。軍としてはこれを無視することはできない。それはわかっているだろう？」

「正確には、彼らは軍属ではありませんよ、中佐」

　大佐と中佐、階級が上の二人に対して、この少佐は臆おくした様子はない。

「彼らは人類政府預かりの要人であり、軍は彼らの協力者である。色々と難しいことが絡まり合ってはいますが、根本の部分ではそういう関係です。作戦無視は褒ほめられたことではありませんが、その一点を以もつて彼らを罰ばつする権利を、軍は持っておりません」

「なによりコーネリア市駐屯軍程度では、かね？　ならば人類政府に抗こう議ぎしておくかね？　返答はわかりきっている。『対たい抗こう処置はすでに渡わたしているはずだ』だろう？」

「そのことだ。強制停止権をなぜ発動させなかった？　ギア少佐？」

　そう。

　暗い部屋にいる三人の軍人のうち、一人はギア少佐だった。

「悩なやみましたが、発動はとりやめました」

「その説明を求めよう」

「あの位置ならば不認知領域モザイクウオールが発生しても対処は最低限で済みます。それならば、私は彼らがどこまでやるのか見てみたかった」

「君の個人的興味かね？」

「まさか、大佐。機士の可能性ですよ。事実、彼らは共鳴半径外での連係や、共鳴下での奇き妙みような増ぞう幅ふく現象を見せてくれました」

「……たしかにな」

　なにか言いたげな中佐を止め、大佐はそう呟つぶやいた。

「共鳴半径外からの援えん護ご射しや撃げきには確かに見るものがあるな。だが、共鳴下の増幅現象、あれは今後、我が軍の担当区域では許可できん。空間変質度の上昇が速すぎる。危険な賭かけを横行させるわけにはいかん」

「了りよう解かいしました」

「では、話はこれまでだ、ギア少佐」

　大佐の言葉でギア少佐は退室する。

「彼は、メンタルに問題があるのではないですか？」

　ギア少佐の去ったのを確かく認にんし、中佐は顔をしかめたまま言った。

「ピアーズ、たとえそうだったとしても、一駐屯軍の大佐程度ではどうにもできんよ」

「大佐」

「機士はこの世界の切り札だ。その機士たちを御ぎよす彼らのような立場の者が精神的に健常であるべきかどうか」

「…………難しい問題ですな」

「うむ。まぁ、それはいま問題とすべきではない。問題とすべきは……」

「モル大佐？」

「……いや、良い。ピアーズ、古くからの付き合いだが、これからまた苦労することになるぞ」

「勘かん弁べんして欲ほしいですな」

「俺だってそうだ」




　　　　†




　その後はとにかくひどかった。

　移動要よう塞さいでのメンテナンス作業の後、イオたちはすぐに軍に捕ほ縛ばくされた。

　一体どうなるのかと心配したものの、イオもニルファたちも罰せられるようなことはなかった。

　だが、それからの三日間はとにかく検査ケンサけんさの日々だった。

　戻もどったときには、先に戻っていたニルファたちに心配されたが、イオはもう、とにかく疲つかれて眠ねむかった。

「本当に、本当になにもされてないんですね？」

「大だい丈じよう夫ぶだって。血液検査とか検査機器に入るとか、そういうのだけだって」

　ニルファたちの心配はありがたかったが、いまはとにかく眠りたい。

　自室に戻ると、なにも考えずにベッドに転がった。

　着信音が鳴り響ひびいたのは、それからどれぐらい経たってからだったのか。

　寝ねぼけたまま受話ボタンを押し、耳に当てる。

　体が重く、それがそのまま意識にのしかかっているような感じだった。

　ケータイの向こうは黙だまったままだった。

「もしもし？」

　寝ぼけていたので発信者の名前を確認しなかった。

　ただただ眠い。

　そんな状態で、ケータイを握にぎっている。指はほとんど離れかけていた。

「もしもし？」

　寝ぼけた声でもう一度尋たずねる。

　悪戯いたずら電話かと疑う思考力も、それを怒おこる気力もない。ケータイの向こうの沈ちん黙もくを訝いぶかしむことさえも思いつかないまま、うつらうつらとしていた。

　そのまま、ケータイのことなど忘れて眠りに落ちそうになっていたそのときだ。

「ありがとよ」

　そんな声が聞こえた。

　ような気がする。

「うあ？」

　落ちかけた意識を取り戻してケータイを確認したが、すでに通話は終しゆう了りようしていた。

「なんだよ、もう……」

　そんな事をムニャムニャと言ううちに、イオは今度こそ本気で眠りに落ちた。

　ケータイを握る右手が心地ここちよく痺しびれているような気がした。

　今夜は、良い夢が見れそうだ。







　あとがき







　しばの番ばん茶ちやさんのステキイラストに捕つかまった若人わこうどたちよ、いらっしゃい。




　新作でございます。

『鋼こう殻かくのレギオス』からの方はこんにちは。初見の方ははじめまして、雨あま木ぎシュウスケと申します。




　本作は危機的状じよう況きようにある世界を守るため機き士しとなって戦う少年の、愛とか友情とか家族愛とかのお話です。

　バトルとか双ふた子ごとか委員長とか人形とかエロスな相棒とかイケメンとの友情とかとかとかとか、なんかそんなキーワードで心にひっかかるものがありましたら手にとってレジに向かってください。

　あ、ポチってやるのでももちろんオーケーです。




　さてさて。

　ちなみに雨木のデビュー作が発売されたのが平成十五年九月二十日で、この作品が発売されたのが平成二十五年九月二十日です。

　そう、本作の発売日で作家生活が十年になるわけです。

　十周年記念作品です。

　祝ってくれてもいいのよ？

　お祝いの意味でこの本を十冊くらい買ってくれてもいいのよ？




　それでは初見の方々のための自己紹しよう介かいなんぞを。

　筆名は雨木シュウスケと言います。

　デビュー作は『マテリアル・ナイト』、その次の作品が『鋼殻のレギオス』です。

　あとがきのネタには常に困っているので、だいたいその頃ころやっているゲームの話をします。

　オンラインゲームの「信長の野望Online」を継けい続ぞくプレイ中です。僧そう兵へいが勝ち組特化になる日を夢みながらプレイしています。

　ＦＦ14？　浮うわ気きをしている時間はないな。いや、まぢで。

　そんなことを言いながら次の巻ではさらっと「ＦＦ14おもしれー！」とか叫さけんでる可能性もあります。

　基本、いい加減な人間です。

　だから運営さん、そうなる前に僧兵に光を！




　宣伝コーナー

　既き刊かんを読んでる方にはしつこい感じになりますが、十月二日に講談社ラノベ文庫で『七なな曲まがりナナミの斜ななめな事情』というのを出します。

　そちらもよろしくお願いします。




　そして次回予告。

　世界の傷きず痕あとはイオの目の前にある。機士の覚かく悟ごはイオを戦場に立たせる。では、イオ・オリベの心はどこにある？




　次回、『ドラグリミット・ファンタジア02　ウォール・ウォーカー』




　お楽しみに。




　それでは、新シリーズもよろしくお願いします。





雨木シュウスケ












ドラグリミット・ファンタジア01








雨あま木ぎシュウスケ
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